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PROLOGUE







　ファグラヴェールがシグルドリーファと対面したのは、八歳さいの時だった。

　初めて訪れたヴァラスキャールヴ宮きゆう殿でんのあまりの荘厳さに圧倒されたことをよく覚えている。

　その時、シグルドリーファは生まれてまだまもなく、生後二週間といったところだったろう。

「お母さん、この子は？」

　抱だきかかえられた赤あかん坊ぼうを覗のぞきこみつつ、ファグラヴェールは母に問う。

「リーグ、じゃないよね？」

　二週間前に生まれ、そして三日前に亡なくなってしまった弟とは、明らかに違ちがう。

　普ふ通つう、赤ん坊はだいたいどれも一いつ緒しよに見えるものだが、その赤ん坊は明らかに違った。

　髪かみも肌はだも、抜ぬけるように白く、神秘的ともいうべき透とう明めい感がある。

　神様の遣つかいだろうか。

　そんなことをファグラヴェールは子供心に思ったことを覚えている。

「ええ、リーグじゃないわ。恐おそれ多くも神帝テイウダンス陛下の御み子こよ」

「陛下の御子!?」

　心底驚おどろき、ファグラヴェールは母の言葉をオウム返しする。

　八歳ともなれば、ある程度、家の事情がわかってくるものだ。

　ファグラヴェールの家は下級の役人で、このきらびやかな宮殿に住まうキラキラした人たちと自分は身分が違うのだ、と。

　神帝テイウダンスといえば、その宮殿に住む人々の中の最高位だ。本来、自分たちなどとは接することもない、まさしく雲の上の人のはずだった。

「今日よりこの方の乳母うばをするよう命じられたの」

「乳母？」

　八歳の、上流階級の出でもないファグラヴェールには馴な染じみのない言葉であった。

「お母さんの代わりに、子どもに乳をあげてお世話をする者のことよ」

「へ～。なぜこの子のお母さんは、自分の子にお乳をあげないの？　死んじゃったの？」

「生きてはおられるわ」

　母はなんとも困ったように苦く笑しようする。
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　高貴な家の出では実母が育てず乳母が育て上げるのが古来よりの習わし、といっても、それを八歳の子どもに理解させるのは難しいと思ったのだろう。

「いろいろあって、あたしが代わりに育てることになったの。あなたもかわいがってあげてね。……リーグの、代わりに……」

　最後の方は言葉に嗚お咽えつが混じっていた。

　愛する我わが子を失ってまだ三日、当然だった。

「リーグの？」

　言われて、改めて赤ん坊を見つめる。

　繰くり返すが、弟とはまったく似ても似つかなかった。

　だが――

「っ！」

　ニコッと赤ん坊が微笑ほほえんだ瞬しゆん間かん、ファグラヴェールの全身が震ふるえる。

　なんと愛らしいのだろうか。

「うんっ！」

　わずかの迷いもなく、ファグラヴェールは頷うなずく。

　弟はみすみす死なせてしまったが、この子だけはなんとしても護まもってみせる。

　その誓ちかいは、今もなおファグラヴェールの胸で生き続けている。







ACT 1







「なん……じゃと!?　ま、間ま違ちがいないのか!?」

　伝令兵の報告に、《灰》宗主パトリアークドーグラスは、目を大きく見開き、恥はじも外聞もなく狼狽うろたえた声を上げた。

　氏族の長おさを務めるほどの男である。相応の胆たん力りよくは当然持ち合わせている。

　その彼かれをして、戦せん慄りつを禁じ得なかった。

「三万じゃと!?　聞いとらんぞ、なんだその馬ば鹿かげた数は!?　いったいどこからそれだけの兵を集めてきたというのだ!?」

「旗印は、《雲くも》《牙きば》《剣つるぎ》《槍やり》《兜かぶと》……どうやら敵は、五氏族による連合軍のようです！」

「ぬうう、《剣》ぐらいは出張ってくるやもと思っておったが、まさか《槍》に《兜》まで参戦してくるとは……」

　思わず下した唇くちびるを噛かみ、ドーグラスは唸うなる。

　国中の兵をかき集めても、四〇〇〇といったところである。実に八倍弱という圧あつ倒とう的てき兵力差に、さしものドーグラスも全身から血の気が引くのが自分でもわかった。

「敵はダウエ城へ向け進軍中！　明後日には到とう達たつするものと思われます」

　ダウエ城は、《雲くも》《牙きば》といった強国の脅きよう威いに対たい抗こうするため、《灰》領土の東とう端たんに築かれた城じよう塞さいである。

　先々代の頃ころより長い年月をかけ改修に改修を重ね、今やビフレストでも有数の頑がん強きようさを誇ほこる。

　また、近きん隣りん諸国が手を組んで一いつ斉せいに攻せめてくることも、勇ゆう斗との予想通りであり、すでに前もって対策はしっかり講じてある。

　動員兵力の実に八割弱に当たる三〇〇〇の兵を城に詰つめさせ、武器や食しよく糧りようも大量に用意し、《灰》きっての名将フリュムに守らせるという、まさに考え得うる限り最高の布ふ陣じんであった。

　が、それでもこれほどの大軍相手は想定外もいいところである。

「親父おやじ殿どのの援えん軍ぐんが来るまで耐たえ切れるか……!?」

　ドーグラスはゴクリと唾つばを飲み込む。

　ユグドラシル史上、かつてない規模の戦いの幕が、今まさに上がろうとしていた。







「お、お、親父殿！　《灰》より至急援軍を乞こうって知らせがっ！」

「ふん、ついにきおったか。とりあえずは落ち着くのじゃ。ほれ、まず水でも飲めい」

　執しつ務む室しつに飛び込んでくるやまくしたてる子分に、《爪》の宗主ボドヴィッドは苦笑とともに顎あごをしゃくって机にある水差しを指し示す。

　実に悠ゆう然ぜんとしたものである。

　勇斗から前もって周辺諸氏族が一いつ斉せい蜂ほう起きするという話は聞いている。

　ボドヴィッドの持つ独自の情じよう報ほう網もうからも、《剣》《牙きば》《雲くも》の三氏族が手打ち和わ合ごう盃さかずきを交かわしたという報告が上がってきている。

　こうなることはすでにわかりきっており、今さら慌あわてふためくことではなかった。

　そして、こうして泰たい然ぜん自じ若じやくな素そ振ぶりを見せつけることで、子分たちの崇すう敬けいを集めることができる。

　この抜け目のなさで、ボドヴィッドは成り上がったのである。

「して、敵はいかほどじゃ？」

　子分が水を飲み一息つくのを見計らって、ボドヴィッドは問いかける。

　これもすでに、調査済みである。

　ざっと一五〇〇〇といったところか。

《灰》の兵力はどう頑がん張ばっても五〇〇〇にはまず届かない。

　なかなか厳しい戦いになりそう――

「さ、三万です」

「なっ!?　なんじゃその馬鹿げた数は!?　聞いたこともないぞ、そんな大軍！　こちらの士気を削そぐための吹ふかしではないのか!?」

　思わず計算を忘れて、ボドヴィッドは目を血走らせて子分を詰きつ問もんする。

　想定の倍以上の数字に、さすがのビフレストの蝮まむしと謳うたわれた彼も、冷静ではいられなかった。

「そこまでは……。しかし、《灰》からの報告であり、こちらが怖おじ気けづくような嘘うそをわざわざついてはこないかと」

「むぅぅ」

　眉み間けんにしわをよせ、唸るボドヴィッド。

　すでに《灰》のドーグラスと、敵が攻め入ってきた折には援軍を送るという約定を交わしている。

　だが、《爪》が送れる援軍はせいぜい三〇〇〇程度、《灰》の動員できる兵力にしたところで、どれだけ多く見積もっても五〇〇〇に満たない。

「さすがに三万もの大軍が相手では、本家の援軍が到とう着ちやくするまでもたせられるか怪あやしいぞ」

　想定していた一五〇〇〇程度であれば、難なん攻こう不ふ落らくと名高いダウエ城もある。

　籠ろう城じようし防衛に徹てつすればなんとでもなると高をくくっていたのだが……

「……久しぶりに厳しい戦いを強しいられそうじゃわい」







《鋼はがね》包ほう囲い網もうの大だい攻こう勢せいは、東部だけでなく、西部でも始まっていた。

《豹ひよう》の最さい北ほく端たんの砦とりでキサガネカ。

「地平線上に多数の騎き影えいが出現！　旗印も確かく認にん、僭せん主しゆの一味の模様です！」

「来たか」

　物見の報告に、その男は眉まゆ一つ動かすことなく、淡たん々たんと首しゆ肯こうする。

　パッと見、なんとも不ふ吉きつな男である。

　病気でも患わずらっているかのように顔は青白く、頬ほおもこけている。だが、その目だけは鷹たかのようにギラギラと鋭するどい光を放っていた。

　男の名はスカーヴィズ。

　元々は《狼おおかみ》の若頭補佐ほさであったが、その忠節と武ぶ功こうを勇斗に見込まれ、今はアールヴヘイム西部を縄なわ張ばりとする《豹ひよう》の氏族の宗主を任されていた。

「ふっ、御お館やかた様にあれだけやられても、まだ懲こりぬと見える」

　スカーヴィズは、見る者が思わずゾッとするような皮肉げな笑えみを浮うかべる。

　攻めてきたのは、スカーヴィズを宗主と認めぬ《豹ひよう》の旧勢力の残党だ。

　彼らは彼らで自分たちの宗主を選出し、正統を主張しているが、当然、先代フヴェズルングから正式に跡あと目めを襲しゆう名めいしたスカーヴィズたち新《豹ひよう》としてはそれを認めるわけにはいかない。

　そのため、「僭主の一味」とあえて貶おとしめた呼こ称しようを用いている。

　正直、子こ供ども騙だましめいていて、スカーヴィズの趣しゆ味みではないのだが、これもまた「政治」であった。

「丁度いい機会だ。ここで一いち網もう打だ尽じんにしてしまえば、晴れて堂々と《豹ひよう》の宗主と名乗れる。加えて、北からの脅威もなくなり、復興も捗はかどろう」

　愛刀を手に取るや、ぎしっと椅い子すを軋きしませてスカーヴィズはゆっくりと立ち上がる。

　僭主の一味などという呼称から小勢力の印象を受けるが、実際はミズガルズの西半分という広大な領土を持つ、まだまだ十分に国家と言える規模の氏族である。

　ミズガルズの数ある一勢力から、一年足らずで《豹ひよう》をユグドラシルで最大の領土を持つ氏族へと押おし上げた精強なる騎き馬ば軍団も、数が減りこそすれ未いまだ健在。

　決して侮あなどっていい相手ではなかった。







「裏切り者ラーガスタヴをぶっ殺せーっ！」

「仁義を欠いた報むくいを受けさせてやれっ！」

「神帝テイウダンス陛下に弓引く不心得者に天てん罰ばつを！」

　野や卑ひた怒ど号ごうが辺り一帯に高らかに響ひびき渡わたっていた。

　ここは《麦》の氏族の西の外れにある砦である。押し寄せた《蹄ひづめ》の軍勢に完全に包囲されている状じよう況きようだった。

「まあ、随ずい分ぶんと威い勢せいのいいこと」

　そんな中、城主の間ではなんとも妖よう艶えんな美女が、砦を包む空気などお構いなしにクスクスと笑みをこぼしている。

　彼かの女じよこそ、《蹄ひづめ》の兵士たちが殺気まじりに名指しする《麦》の宗主ラーガスタヴである。

　元々《麦》は《蹄ひづめ》の舎しや弟ていでありながら、《蹄ひづめ》の先代宗主ユングヴィが戦死するや、その仇かたきである勇斗率いる《狼おおかみ》にあっさりと乗り換かえている。

《蹄ひづめ》の人間にしてみれば、盃の誓を破った決して許すべからざる不忠者というわけだ。

　もっとも《蹄ひづめ》にしたところで、ただ怒いかりだけでこんなことを叫さけんでいるのではない。

　大義は我にありと声こわ高だかに叫ぶことで、自軍の士気を高め、敵の戦意を挫くじこうという攻こう城じよう戦せんの常じよう套とう手しゆ段だんだった。

「おら、ラーガスタヴを差し出せ！　そうすりゃお前たちの命は助けてやるぞー？」

「兄貴分の仇に股またを開いた淫いん売ばいめ！」

「そんなに男が好きなら俺おれたちが相手してやるぜ！」

「ふひひ、嬲なぶりものにしてやるぁ！」

　ついで少々、というかかなり品のない野や次じが飛び交う。

　この時代、占せん領りようした街や村は、略りやく奪だつの限りを尽つくされるのが普通である。

　命を賭かけて戦った兵士たちへの褒ほう美びとして、むしろ当然の権利とさえ認にん識しきされている。

《蹄ひづめ》内でも、ラーガスタヴの美び貌ぼうは知れ渡っており、兵士たちも色めき立っているようだった。

「あらあら、聞くに耐えませんわね」

　口くち汚ぎたない言葉にも特に堪こたえた風もなく、ラーガスタヴは頬に手を当てて、のほほんと微笑んだままだ。

　柔やわらかな物もの腰ごしの持ち主とは言え、一氏族の宗主を務める女じよ傑けつである。肝きもの据すわり方は、やはり常人離ばなれしていた。

　そして、宗主の落ち着き払はらった姿は、周りの人間には頼たのもしく映るものだった。

「さすがは母上様。このような状況にあってさえいつもどおりとは」

「男の我らのほうが狼狽えておる有様。まったく恥はずかしい限り」

「うむ、見習わねばなりませんな」

　幹部たちが感心したように頷き合ったものだが、一方のラーガスタヴは心中で失望を覚えずにはいられない。

　せいぜいで二〇代半ばほどに見えるラーガスタヴだが、実際には齢よわい四〇を越こえている。

　医い療りようや食糧事情が二一世紀よりはるかに劣れつ悪あくなユグドラシルでは、すでにいつ死んでもおかしくない年ねん齢れいだ。

　また、女だてらに男たちをまとめるというのも、なかなかに難しいものがある。

　さっさと隠いん居きよして後進に宗主の座を譲ゆずりたいところなのだが、なかなかお眼鏡めがねに適かなう男がいないのが、悩なやみの種だった。

（《鋼はがね》の父上様ほどの貫かん禄ろくのある男はそうそういらっしゃらないでしょうから、そこまで贅ぜい沢たくなことは望みませんが、この者達たちの誰だれかに、せめてその半分でも器があれば……）

　同じ元は弱小氏族だった《狼おおかみ》にはキラ星のごとき諸将が揃そろっているというのに、なぜ《麦》には人材がいないのか。

　ラーガスタヴはちらりと幹部たちの顔を一望し、そっと気づかれぬように小さく嘆たん息そくする。なんともままならないものだった。

（亡き夫には悪いのだけれど、この際、父上様に種だけでも頂けないかうかがってみようかしら）

　今がそんな時ではないことは百も承知しているが、半ば本気でそんなことをぼんやりと思うラーガスタヴであった。







　ギムレー。

　ケルムト河とエーリヴァーガル川の合流地点付近に築かれた街である。

『輝きの野原イザヴエル』というユグドラシルでも有数の大穀倉地帯を基き盤ばんに古くから栄えてきたが、今や飛ぶ鳥を落とす勢いの《鋼はがね》の族都となったことで、人の往来が活発化、かつてない繁はん栄えい期を迎むかえていた。

　城門には街に入るため商人や旅人たちがずらりと長ちよう蛇だの列を作り、大通りには隙すき間まもないほどに露ろ店てんが立ち並ぶ。

　実に活気に満ち溢あふれていたが、それとは対照的に、ギムレーの中心部に集った《鋼はがね》の重じゆう鎮ちんたちの顔は一様に険しいものであった。

「前もって父上から言われ覚かく悟ごしていたつもりではありましたが、それでも実際にそうなるとけっこう衝しよう撃げきを受けるものですな……」

　手に持った三枚の書簡とにらめっこしつつ、ヨルゲンが大きく嘆息する。

　眉と頬に傷のある、少々ヤンチャな荒あらくれ者たちも裸足はだしで逃にげ出しそうな威い厳げんと貫禄を備えた強面こわもての男である。

　その見た目通り地位も確かで、今や《鋼はがね》内部では特別な名家とされる《狼おおかみ》一門の宗主であり、また《鋼はがね》の若頭補佐ナンバー３を務める重鎮だった。

「うん、どこも想定していたより厳しい状況だ。それだけ我ら《鋼はがね》を脅威と感じ、この機を逃のがすまいと全戦力を投入してきたということか」

　ヨルゲンの向かいでは、リネーアがむ～っと眉間にしわを寄せている。

　なんとも可愛かわいらしい少女にしか見えないが、まごうことなき彼の上司、《鋼はがね》の若頭ナンバー２である。

　ヨルゲンにしてみればもはや子どものような年とし頃ごろの少女だが、侮るつもりは一いつ切さいない。

　彼女を抜ばつ擢てきした勇斗の眼を疑うつもりはないし、実際、大国《鋼はがね》の行政を一手に切り盛りするリネーアの辣らつ腕わんぶりにはヨルゲンも一目も二目も置いていた。

「親父殿には？」

「すでに写しを取って伝令を走らせた。ガシナまで臨時の駅も取り急ぎ用意してある。今日明日あす中じゆうには届くはずだ」

「さすがに仕事が早い」

　ニヤッとヨルゲンは口の端はしを吊つり上げる。

　ガシナはつい先日まで《雷いかづち》領であり、伝でん書しよ鳩ばとを送ることができない。帰き巣そう本能を利用しているため、ガシナに巣を持つ鳩がまだいないためだ。

　となると馬を走らせるしかないのだが、馬も生物である以上、そう長い距きよ離りを走り続けることはできない。

　そこで一定区間ごとに駅――すなわち替かえ馬を用意しておくことで、より早く情報や人を送れる仕組みを、伝てん馬ま制と言う。

　勇斗が考案し、今や《鋼はがね》領内の主要な都市間は緊きん急きゆうに備えこれで結ばれているが、まさかつい数日前に奪だつ取しゆしたばかりのガシナにまで繋つなげてあるとは驚きよう愕がくだった。

「今は一刻を争う事態、少しでも早く父上にお知らせすれば、救える命はそれだけ増えるはずだからな」

「仰おつしやるとおりで」

　リネーアの言にヨルゲンも深々と頷き、

「あの方は、軍神の化け身しんですからな。この未み曽ぞ有うの事態さえ、撥はね除のけてくださるに違いない」

　神しん妙みような顔でそう続ける。

　もはや彼の中では、勇斗は完全に神格化していた。自分たちを救うため、アングルボダが遣わせてくれた存在だと本気で信じこんでいるのだ。

「うむ。ボクもそう確信している。……とは言え、全てを父上任せにしては、何のためにボクらが高い地位を与あたえられているのかわからん」

「ははは、ですな。親父殿がギムレーまで帰られるには、早くても四日はかかりましょう。それまでに我らもできることはやっておかねばなりませんな」

「うむ、それをぜひ教えて欲ほしい」

「ふむ？」

　怪け訝げんそうに、ヨルゲンは眉をひそめる。

　先さき程ほどの臨時駅設置の一件を見ても、この少女の有能さは明らかだ。今さら自分ごときが教えるまでもないのでは、と不思議に思ったのだ。

「ヨルゲンほさ殿は若い頃は幾いく度どとなく戦場を駆かけ巡めぐったと聞く。父上が戻もどられるまで、ボクが総指揮官を務めるわけだが、恥ずかしながら、ボクは戦に関しては自信がまるでないんだ」

「……ぷっ、あっけらかんと言いなさる」

　ヨルゲンは一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからず、脳が理解するや思わず吹き出した。

　若頭かしらと若頭補佐ほさの関係は、そう単純ではない。

　組織のナンバー２とナンバー３であり、次期宗主を水面下で争う政敵であることなど、どの氏族でもよくある話だ。

　もちろん、ヨルゲンにそこまでの野心はないが――どう考えても勇斗よりヨルゲンのほうが先に逝いく――それでも彼が心服し敬愛する親分の長男でありたいという想おもいは少なからずある。

　そんな相手に弱みを見せるなど、あまり褒ほめられたことではない。

　が、どろどろとした政権闘とう争そうの機き微びを、幼少期から帝てい王おう学がくを学んでいるリネーアが知らぬはずもない。

　つまり、その愚ぐを完かん璧ぺきに理解した上で、問うてきていると見るべきだ。

　おそらくは、いや間違いなく、全ては《鋼》にとって最上の選択肢を取るために。

（ふふっ、敵かなわんなぁ）

　器の違いをまざまざと感じつつも、どこか清すが々すがしさを覚えるヨルゲン。

　勇斗にしても、リネーアにしてもまだ一〇代なのである。

　つまらぬ嫉しつ妬とより、安心して今後の《鋼はがね》を任せられるという安心感がはるかに勝った。

「……というわけで、とりあえずボクとしては至急、《角つの》の待機兵力を《豹ひよう》と《麦》に送るべきだと考えている。問題ないだろうか？」

　ヨルゲンが感かん慨がいに耽ふけっている間も、リネーアの話は続いていた。

　聞いている限り、特に問題はなさそうに思える。

　むしろなさすぎるぐらいだった。

　あえて言えば、堅けん実じつすぎる、地味すぎるといったところだが、そこが彼女の持ち味でもある。

　勇斗のような突とつ飛ぴな発想をする人間を補佐する人材は、そういう人間のほうがきっと相応ふさわしい。

「よろしいかと。きっと彼らも一日も早い援軍を待っているはずです」

「うん、では……」

「そこに関しては少々異論がある」

　決定しかけた矢先、壁かべ際ぎわから声が上がる。

「むっ」

　ヨルゲンがあからさまに苦々しげに表情を歪ゆがめ、壁によりかかる、黒い仮面で顔の上半分を覆おおったなんとも異形の男へと視線を向ける。

「なんでしょう、フヴェズルング叔父おじ上うえ？」

　リネーアのほうは特にわだかまりなく、彼の名を呼ぶ。

　元《豹ひよう》の宗主として一代で《豹ひよう》を大国へとのし上げるも、その後、勇斗に敗北し、今は彼の舎弟として《鋼はがね》の独立騎き兵へい団長を務めている男だ。

　だが、ヨルゲンにはどうにもこの男を見ていると、ある男をほうふつとしてしまうのだ。

　かつて《狼おおかみ》で若頭かしらを務め、皆みなの信望を集めていたものの、躍やく進しん著いちじるしい弟分の勇斗の存在に嫉妬し、やがて盃の親である先々代《狼おおかみ》宗主ファールバウティをその凶きよう刃じんで斬きり殺した、決して許すべからざる大罪人を。

「何かボクの考えに不備がありましたか？」

「不備というほどではないけど、兵を分散させるまでもないんじゃないかな」

　柔らかく穏おだやかな声と口調で、フヴェズルングが言う。

　その見た目や、《蹄ひづめ》の族都ノーアトゥーン制圧時の虐ぎやく殺さつ劇、《鋼はがね》が侵しん攻こうした時の焦しよう土ど作戦など、暴虐の限りを尽くしユグドラシル西部一帯を震しん撼かんさせた凶王という評判からは、少々違い和わ感かんがあるが、一方でその物腰にヨルゲンは強い既き視し感かんを覚えずにはいられない。

（やはり似ている。ロプトに……）

　他人の空似と言うには、あまりに共通点が多すぎた。

　だが、勇斗が兄弟分の盃を交わした相手を、まさか親殺しの犯人かと問い質ただすわけにもいかない。

　もっとちゃんとした確証が必要だった。

「《豹ひよう》の宗主スカーヴィズは、《鋼はがね》でも三本の指に入るであろう歴戦の名将。特に防衛戦はお手のものだ。『荷車城塞ワゴンブルク』も配備してある。援軍など送らずとも、そうそう崩くずされることはないと思うよ」

「ふむ」

「翻ひるがえって、《麦》は弱小氏族だ。抜きん出た将の名も特に聞かない。こっちのほうを優先的に援えん護ごしないと抜かれる可能性は高いと見るね。また、《鋼はがね》的に見ても、穀倉地帯である《麦》と、まだ復興が始まったばかりの《豹ひよう》、取られて困るのがどちらかは明白だろう？」

「むぅ……」

　フヴェズルングの言葉に、リネーアが難しい顔で唸る。

　ヨルゲンの見たところ、リネーアは勇斗同様、一氏族の宗主としては、優やさしすぎるほどに優しい人間だ。

　戦せん禍かで家や仕事を失い、辛しん苦くにあえいでいる人たちに、さらなる悲劇を味わわせることに抵てい抗こうがあるのだろう。

　だが、時に小を切り捨て大を取る決断を下さねばならないのが、氏族を束ねる立場ある者の責任だ。

　現在、《豹ひよう》残党が侵しん入にゆうしてきているアールヴヘイムの北西部は、土地こそ広大ではあるが河か川せんからも遠く、大きな収しゆう穫かくは望めない。

　実利だけで言えば、当然、フヴェズルングの言うとおり、《麦》なのである。

　そして、どれだけ優しくても、情に流されて重要な選せん択たくを誤るリネーアではなかった。

「……わかりました。《角つの》の兵は全軍、《麦》に向かわせましょう。ヨルゲンほさ殿もそれでよろしいか？」

「そう、ですな。それがおそらくは現状の最善かと」
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　ヨルゲンにも、そこに関しては否いなはなかった。

　気になったのは、別の点である。

「ところで叔父貴。スカーの兄弟が防衛戦が得意なことを知っておられるとは、驚きましたぞ」

　世間話を装よそおって、ヨルゲンは揚あげ足を取りに行く。

　この男とスカーヴィズが矛ほこを交えたのは、ナーストレンドと《豹ひよう》征せい伐ばつの二度だけのはずだ。

　たったそれだけで、どうしてスカーヴィズが防衛戦の第一人者だなどと把は握あくできているのか。

「ああ、ミュルクヴィズの守将をしていただろう？　こちらの誘さそいにまるで乗ってこないくせして、堅実にするべき仕事はこなすし、厄やつ介かいこの上なかったよ」

　朗ほがらかに笑って、フヴェズルングは答える。

　特に焦あせった様子も見られなかった。

　もっとも彼が本当にロプトだったとしても、この程度でボロを出すほど浅はかではないか。

「まあ、当面、《豹ひよう》と《麦》はこれでどうにかできると思うが、問題は《灰》だね」

　するりと話を逸そらされる。

　もともと、逸らしたのはヨルゲンのほうで、フヴェズルングは本筋に戻しただけなので不自然ではない。

　仕方なく、同意を示す。実際、こんな瑣さ末まつなことを気にしている状況ではない。

「確かに。近隣の《爪》を応おう援えんに回すつもりですが、それでも本隊到着まで耐え切れるかどうか」

　一応、《剣》の参戦までは計算に組み込んでいたが、まさか《槍》に《兜》まで加わるなどまったくの想定外だった。

　三万などという途と方ほうも無い兵力には、目眩めまいさえ覚える。

　先の《狼おおかみ》をギリギリまで追い詰めた《豹ひよう》《雷いかづち》の二大氏族連合軍にしても、総兵力は二万に届かなかった。

　しかも今回はさらに、北からは《豹ひよう》の残党、西からは《蹄ひづめ》まで攻め込んできており、こちらは兵力を分散させざるを得ない。

《鋼はがね》となり、当時より国力は飛ひ躍やく的てきに増してはいるが、それでも数字だけを見れば状況は先の危機よりも最悪だった。

「我が独立騎兵団も、そちらに向かうつもりだ。騎馬による一いち撃げき離り脱だつ戦法は、初見での対処は難しかろう。時間稼かせぎにはなるはずだ」

「……うむ」

　返事にわずかに間が開いたのは、不信感である。

　確かに遊牧民の騎兵三〇〇〇の応援は、喉のどから手が出るほど欲しい戦力だ。

　留守居役だったため実際に相対したことこそないが、敵としての厄介さは幾度となく伝え聞いている。

　味方につけばこれほど頼もしいものはないのだが、どうしてもこの男がロプトなのではないか、という想いが拭ぬぐい去れない。

「あー……不ぶ躾しつけなことをお願いするが、かまわんでしょうか？」

「ん？」

「その仮面の下、見せてもらってよろしいか。申し訳ないが、一いつ緒しよに戦う身となれば、顔も知らぬ相手に命は預けられん」

　意を決して、ヨルゲンは申し出る。

　戦場では死の恐きよう怖ふと戦い続けねばならぬ。

　ただでさえ兵数的には不利という重圧、この上また裏切られるのではないか、そんな不安まで抱かかえていては、心が参ってしまう。

　危急に迫せまられての問いだったが、

「では預けねばいいのでは？」

　フヴェズルングはにべもなく切り捨てる。

「仮面の下に何か大きな傷でも？　これでも戦場経験は長いほうです。拷ごう問もんの痕あとなど無む惨ざんな傷も何度となく目にしてきてもおります。変な目で見ることはありませぬから、見せて頂けませぬか？」

「そう言われてもなぁ」

　フヴェズルングはポリポリと面めん倒どうくさそうに後頭部を掻かく。

　誠意の欠片かけらも感じられない、なんとも人を喰くった態度である。このあたりの飄ひよう々ひようとした素振りも、ある人物とダブる。

　むしろこれまでのやりとりで、確信さえしてしまったヨルゲンである。

「ここまでお願いしてもですか」

「んー、そうだね。どうしても見たければ兄貴に取り合ってよ。兄貴の命令なら、私も考こう慮りよしようじゃないか」

　フヴェズルングにとって、兄貴と呼べる人間は、周防すおう勇斗ただ一人である。

　つまり、大宗主レギンアークの命令以外では、外す気はないという宣言であった。

　ここでヨルゲンは、はたとあることに気づく。

　まがりなりにも兄弟の盃を交わしたぐらいだ。勇斗がその素す性じようを全く知らないというのも考えにくい。

「……親父殿は、貴方の素顔を知っておられるのですかな？」

「ええ、ご存知かと」

「～～っ！」

　あっさり即そく答とうされ、もはや言葉にもならぬ声が漏もれる。

　つまり勇斗もこの件に関しては共犯ということか。

（親父殿の無茶には大たい概がい慣れたつもりであったが、これはその中でも最大級じゃな）

　あまりの事態に頭痛さえ覚え、ヨルゲンはうつむき眉間を揉もみしだく。

　親殺しは盃さかずき事ごとにおいて最大級の大罪だ。それに目をつぶり、その上要職まで与えて重用しようなど、さすがに常じよう軌きを逸いつしていると言うしかなかった。

（まあ、四の五の言っていられる状況でないことも確かか。今、《鋼はがね》に必要なのは清せい廉れん潔けつ白ぱくな者ではない。力ある者だ）

　剣けん腕わんは《鋼はがね》の双そう璧へきともいうべきジークルーネ、スカーヴィズに伍ごし、将としても中小氏族の一つに過ぎなかった《豹ひよう》をユグドラシル有数の大国にのし上げた、勇斗に次ぐ並外れた実績の持ち主だ。

　この八方塞ふさがりの状況の中では、まさしく喉から手が出るほど欲しい逸材だった。

「は～～～～～っ、で、あれば！　私からは何も言うことはありませぬ」

　長い嘆息の後、ヨルゲンは苦く渋じゆうをにじませ、身を切る想いで吐はき捨てる。

　ロプトに殺害された《狼おおかみ》の先々代ファールバウティは、ヨルゲンにとって約二〇年、苦楽を共にした最初の親であった。

　並々ならぬ恩もあり、敬愛もしていた。

　その犯人が目の前にいるのに見み逃のがさねばならぬというのは、頭では仕方ないとわかっていても、やはり無念この上なかった。

「……いや、一つだけありました。イアールンヴィズには今後あまり長居せぬことですな。命を保証しかねますので」

「了りよう解かいした」

　フッと口の端を吊り上げて、フヴェズルングが頷うなずく。

　その不敵な仕草にピクピクッとヨルゲンのこめかみが引き攣る。

　拳こぶしをギュッと握にぎり締しめるも怒りが収まらず、

「では出しゆつ撃げきの準備もあるので私はこれで」

　ヨルゲンはなんとかそれだけ口にし、憮ぶ然ぜんとした顔で室内を後にしたのだった。







「何か、ヨルゲン殿とは因いん縁ねんでもあるのですか？」

　怒りをにじませて、ドスドスと去っていったヨルゲンの背中を見送ってから、リネーアはフヴェズルングに問いかける。

　リネーアの知るヨルゲンと言う男は、厳いかつい外見に反して、温おん厚こうで面めん倒どう見みのいい、なかなかに度量のある人物だ。

　そんな彼が怒りを露あらわにするなど、過去一度しか見たことがない。

　それは《爪》の宗主ボドヴィッドの一件だったが、今回はそれすらはるかに上回る怒りである。

　これからこの二人は《鋼はがね》討とう伐ばつ軍三万を相手に共きよう闘とうするのだ。こんな状態ではさすがに大だい丈じよう夫ぶなのかと不安になる。

「ふふっ、どうも私と誰かを勘かん違ちがいしているようだね」

　フヴェズルングは実にぬけぬけと、爽さわやかに言ってのける。

　さすが鉄仮面を被かぶっている分、面の皮は尋じん常じようじゃなく厚いようだ。

　しかし、こうもきっぱり言われると、不用意に立ち入りにくい。

「まあ、いいでしょう。せいぜい仲良くやってください。今が危急の時だということをくれぐれもお忘れなく」

　はぁっと小さく溜ため息いきを吐ついたあと、リネーアは今回の一件を不問にすることにした。

　事情を知らぬ自分が下手に首を突っ込んで、事態を悪化させたら目も当てられない。

「それはヨルゲン殿に言ってくれ。では私も失礼する」

　皮肉げに口の端を吊り上げて、フヴェズルングも踵きびすを返し室内を後にする。

　それを確認してから、

「後で父上におうかがいするしかないな。まったくあの人は……」

　やれやれとぼやくリネーア。

　若頭かしらである自分には大切なことはきちんと全部話してくださいと重ね重ね言っておいたというのに、こんな爆弾てつはうを隠かくしていたとは……。

　得てして、それでいらぬ気苦労を背負う羽目になるのは、だいたい自分という役回りである。

「これは後でしっかりかわいがってもらわねば割に合わない」

　うんっとリネーアは断言する。

　父親代わりである舎弟頭のラスムスも高こう齢れいだ。彼かれの生きている内に自分の子を見せてあげたかった。

　なにより、愛するひとの子は産みたかった。

　まだ正妻である美み月つきに子がなければ遠えん慮りよもしたが、すでに懐かい妊にんしているのでそれも問題ない。

「まあ、そんな呑のん気きなことを言っていられる状況でもない、か」

　我に返り、立ち上がるや窓から外を見み渡わたす。

　ここから見下ろす街を眺ながめるだけでも、活気が伝わってくる。

　たった二年前とは、比べ物にならない繁栄ぶりだ。

　それが無性に怖い。

　このギムレーの街が象しよう徴ちようするように、《鋼はがね》は急速に大きくなりすぎた。

　文化や価値観の違ちがう者同士が共存するにはそれなりの時間が必要である。

　今や七つもの氏族が混在し、とても一枚岩とは言えない状態だった。

　温厚で人当たりのいいヨルゲンでさえ、《爪つめ》の宗主ボドヴィッドや、独立騎き兵へい団長フヴェズルングと確かく執しつを抱えている。

　他にも水面下でいくつも似たような問題はうごめいているに違いない。

　心しん配ぱい性しようすぎるのは自分の悪い癖くせだと自覚しつつも、焦しよう燥そうが募つのるリネーアだった。







　独立騎兵団の拠きよ点てんは、ギムレーから南東に馬で一時間ほど行った高原にある。

　現在、ギムレーには人口の流入が続いており、三〇〇〇騎もの人馬を収容できる施し設せつを作る余よ裕ゆうはない。

　また、食糧や訓練・調教の観点からも、草原に拠点を置いたほうが合理的という判断だ。

　ギムレーのある川そばの平地に比べると気候は寒く厳しいが、はるかに過か酷こくなミズガルズで生まれ育った遊牧民たちにはてんで大したことではない。

　むしろこちらのほうが故郷の風土に近く、街での生活より生き生きのびのびとしている者たちが多いようだった。

「お帰りなさいませ、父上」

　馬を走らせ戻ってきたフヴェズルングを、精せい悍かんで野性的な遊牧氏族の男には珍めずらしい、貴公子然とした物腰の青年が出で迎むかえる。

「ああ。ナルヴィ、出撃の準備はどうなっている？」

　早さつ速そく、フヴェズルングは馬上から問いかける。

　ナルヴィは《光のたてがみスキンフアクシ》のエインヘリアルで、フヴェズルングが《豹ひよう》の宗主だった頃ころからの腹心である。

《豹ひよう》征伐のおり捕ほ縛ばくされ、そのまましばらく牢ろう生活が続いていたが、大宗主レギンアーク結けつ婚こんの恩おん赦しやでフヴェズルングと時を同じくして釈しやく放ほう。

　その後、独立騎兵団の副団長に抜擢され、今に至っていた。

「はっ、万ばん端たん滞とどこおりなく。いつでも出られますよ。ところで後ろの方々は？」

　ナルヴィが視線をずらし、フヴェズルングの後ろに続く騎兵たちに目を向ける。

　馬に乗ってこそいるが、遊牧民である独立騎兵団の面々とは服装や雰ふん囲い気きが明らかに違う。

「ああ。なんでも親衛騎団ムスツペルの方々が、わざわざ私の護衛に付いてくれるんだそうだ」

　言って、フヴェズルングはおどけたように肩かたをすくめてみせる。

　もちろん、ただの護衛であろうはずもなく、いわゆる監かん視し役やくである。

　フヴェズルングが怪あやしい行動や命令をしないか、逐ちく一いち目を光らせてくれることだろう。

　少々鬱うつ陶とうしくはあるが、過去が過去だけに仕方がないと理解はしている。

　ここで監かん視しも付けぬような甘ちゃんだったなら、むしろ失望していたところである。

　……ところではあるのだが、

「まったく針のむしろだなぁ」

　思わず苦く笑しようが漏れる。

　先のヨルゲンとの一件といい、信用を勝ち得るための道のりは、平へい坦たんとはとても言えなさそうである。

　今いま更さらひとにどう思われようと気にはしないが、この窮きゆう屈くつな思いが続くのはさすがに勘かん弁べん願いたいところである。

「まあ、ちょうどいい機会だ。今後のため、ここで多少なりとも手て柄がらを立てておくとしようか。よし、独立騎兵団、出撃するぞ！」







「布ふ陣じんが完かん了りようしました！　いつでも出撃できます！」

「そうか」

　兵士の報告に、《剣つるぎ》の宗主ファグラヴェールは小さく首しゆ肯こうする。

　机を囲んで、その右斜ななめ前には《雲くも》の宗主イェルハルトと《槍やり》の若頭補佐ほさヘルモース、左斜め前には《牙きば》の宗主シーギスムントに《兜かぶと》の若頭かしらオレルスが鎮ちん座ざする。

　ここはヴィーズリーズ城の北に設営した、《鋼はがね》討伐軍の本ほん陣じんである。

　地面に打ち込んだ四本の柱に羊の毛の不織布フエルトを被かぶせただけという簡素な造りだが、とりあえず雨風を凌しのげるだけ一いつ般ぱん兵たちから見ればはるかにマシと言えよう。

　とは言え、実際に一般兵がこの空間にいても、くつろげるかどうかは怪しいところであったが。

　これほどの大物たちが一堂に会しているのだ。

　しかも和気あいあいというには程ほど遠とおく、それぞれが自国の利益のため、水面下で駆け引きや腹の探さぐりあいを繰くり広げているのだ。

　自然、場には殺さつ伐ばつとした空気が満ち、重苦しい緊きん張ちよう感が漂ただよっていた。

「う……あ……」

「敵の兵士たちの様子はどうだ？」

　重圧にすっかり呑のまれガチガチになった兵士に、ファグラヴェールは柔らかい口調で尋たずねる。

　それが呼び水となり彼は自らの任務を思い出せたようで、

「はっ、敵は徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを見せております。士気もかなり高いように自分には見えました」

「ほう。この状じよう況きようで高い士気を維い持じできているのか」

　小さく目をみはらせ、ファグラヴェールは感かん嘆たんの声を漏らす。

　事前に放った間者から、ダウエ城に詰つめている兵士の数はざっと三〇〇〇ちょっと、四〇〇〇には届かないとの報告を受けている。

　一〇倍近い敵という絶望的な状況の中で高い士気を保つのは、相当に至難の業わざである。

　普ふ通つうなら戦意をくじかれ、降こう伏ふくを訴うつたえる者が出てきてもおかしくない。

「この要よう衝しようを任されるだけあって、噂うわさ通り、なかなかに優ゆう秀しゆうな将のようだ」

　ファグラヴェールは素す直なおに賛辞を口にする。

　有能な者には敵味方を問わず敬意を払う。それがファグラヴェールの流りゆう儀ぎだった。

「ああ、ほんと厄介な奴やつだよ。フリュムの野や郎ろうはっ！」

「うむ、奴には何度煮にえ湯を呑まされたことか」

《雲くも》の宗主イェルハルトが忌いま々いましげに吐き捨てれば、《牙きば》の宗主シーギスムントも同調し眉み間けんに深いしわを作る。

　隣りん国ごくであるこの二氏族の宗主は、どうやら敵将と実際に矛を交え、手痛い思いを味わっているようだった。

　彼ら二人の力のほどは、長年敵同士として渡わたり合ってきたファグラヴェールがその身をもって味わっている。

　この二人にここまで言わしめるとは、やはり相当の難敵と見るべきだろう。

「ふむ。そういえば確かに名前ぐらいは耳にしたことがある」

　ファグラヴェールは脳内から記き憶おくを引っ張りだす。

　もっとも詳しよう細さいはおぼろげで、自分の耳にまで届くほどの名将、という程度だ。

　一応、《剣》も国境を接してはいたのだが、所しよ詮せん《灰》などとるにたらぬ弱小氏族、自分たちからわざわざ攻せめ入って大国の怒いかりを買うようなことはしないだろうと、ファグラヴェールの意識はもっぱらユグドラシル中央に集中していたためである。

「具体的にはどういう将なのだ、そのフリュムとかいう者は？」

　ファグラヴェールは率そつ直ちよくに問う。

　戦は、特に長期間に渡る攻こう城じよう戦せんは、多分に心理戦の様相を呈ていする。

　敵将が何が得意で、何が苦手か、何を好み何を嫌きらうのかなどなど、これらがわかっているかどうかで作戦も変わってくる。

　実際に戦った者たちの言葉は、ぜひとも聞いておきたいところだった。

「そうだな。繰り返すが、とにかく厄介なやつだ。それ以外のことは、正直よくわからん」

　言って、イェルハルトは肩をすくめる。

「わからない？」

「ああ。あえて言うなら、そういう癖がないのが、特とく徴ちようだ。攻守どちらも巧たくみで隙すきがない。搦からめ手を使ってきたかと思えば、強ごう引いんな手を仕し掛かけてくる時もある。状況に応じて定石と奇き策さくを変へん幻げん自じ在ざいに使いこなす」

「なるほど、それは確かに、厄介、だな」

　思わずファグラヴェールも苦笑するしかない。

　人というものは得てして、以前の成功にあやかりたがるものだ。そして同じ戦法を繰り返す。

　いかに強固な戦法であろうと、敵が何をしてくるかわかれば対処の仕様はいくらでもあるというのに、今回の敵はそれがないらしい。

　何をしてくるかまったく読めず、それでいて何をやらせても巧みにこなしてみせる。

　つくづく難敵と言うしかなかった。

「とは言え、あまりここでグズグズ手をこまねいているわけにもいかぬ」

　机に肘ひじをついて口元で手を組みつつ、ファグラヴェールが独りごちると、

「そうですわね～。この城を落とせぬまま～、《鋼はがね》の本隊に到とう着ちやくされては～、ちょ～っとわたしらにとって面白おもしろくない事態になるかと～」

　傍かたわらからこの緊きん迫ぱくした空気にそぐわぬ間延びした声がそれに答える。

《剣》の幹部の一人で、名をバーラ。

　ファグラヴェールの『懐ふところ刀がたな』として内外にその智ち謀ぼうの冴さえで知られている女性である。

「城兵たちは援えん軍ぐんが到着したことで、《鋼はがね》の本隊は城を落とされる前に間に合ったということで、敵の士気は大いに高まり、ますます城を落とすのは困難となる、ということですね」

「あら～、エルナにしては賢かしこいじゃない～」

「あたしにしてはってどういう意味ですかっ」

　バーラの反対側に立つ若い女――エルナが不服げに声を荒あららげる。

　見た目は若く、その言動や雰囲気も相まって一見頼たよりなく映るが、《剣》の宗主ファグラヴェールに仕える、たった九人のエインヘリアルで構成された少数精せい鋭えいの親衛隊『波の乙女おとめ』の一角であり、その中でも剣腕においては一、二を争うと噂される猛もう将しようだった。

「まあ、そんなことは～おいておいて～、御お館やかた様～、どうするの～？」

　激げき昂こうするエルナをあっさり無視して、バーラはファグラヴェールに問いかける。

　エルナとしてはまだ文句が言い足りないという体ていだったが、場所が場所だけにグッと唇くちびるを噛かんで押おし黙だまっている。

　そうなることもバーラの計算の内だろう。おっとりしているようで、けっこういい性格をしているのだ。

「そうだな。やはり、なんとしても援軍の到とう着ちやく前にこのダウエ城を落としておかねばな」

「でも～、そんなに時間もないわよ～？」

　バーラの指し摘てきはもっともであった。

　すでに自分たちの襲しゆう来らいを知らせる伝令が、《鋼はがね》の族都ギムレーへと必死に駆けていることだろう。

　このダウエ城からギムレーまでは、おおよそ二〇〇リーグ（約四〇〇キロメートル）ほど、一日の行軍速度は一〇リーグあたりが一いつ般ぱん的てきだ。

《鋼はがね》の本隊が現在、《雷いかづち》征伐に遠えん征せい中であるということも考えると、援軍がこの地に到達するまでおおよそ三〇日前後といったところか。

　この難なん攻こう不ふ落らくと名高い城じよう塞さいを、わずか一月で落とすのは、いかな三万もの大軍と言えど、一ひと筋すじ縄なわではいきそうになかった。

「いきなりだが、奥の手を使う」

「……その目を見る限り～、止めても無む駄だそうね～」

「ああ、もう決めたことだ」

「でも～、三万もの兵に使えば～、あなた～、死ぬかもしれないわよ～？」

　心配げなバーラの忠告に、しかし、ファグラヴェールはフッと肩をすくめてみせる。

　その表情には、いっぺんの迷いもない。

「ふっ、元よりこの命、陛下に捧ささげた身だ。それに、軍神を相手にするのだ。出し惜おしみしてなどいられんだろう？」







「フリュムの親父おやじっ！　敵が攻めてきたぞ！　奴ら、この城を力ずくで落とす気だ！」

「ほう」

　椅い子すに腰こし掛かけうたた寝ねをしていた老人は、うっすらと目ま蓋ぶたを開いた。

　すっかり身体は痩やせ細り、顔も袖そでの先から覗のぞく手もしわくちゃで、髪かみは真っ白に染まっている。

「まったく、おちおち昼ひる寝ねもできんわい」

　ぼやくなり、老人は地面に杖つえを突つき立ててよっこいせと立ち上がる。

　齢よわい七〇を越こえたあたりからすっかり足あし腰こしも衰おとろえ、今や杖なしでは歩くこともままならなくなっていた。

　多くの者が彼を見た時の第一印象は概おおむね、思ったより小さい、だろう。ただでさえ小こ兵ひようなことに加え、今はもう腰も曲がっており、なお一層小さく映る。

　だが、このいかにも貧相な老人こそ、ビフレスト一帯に名を轟とどろかし、《牙きば》と《雲くも》の宗主に恐おそれられた名将フリュムその人であった。

「よくこの状況で寝られんな。俺おれなんて飯も喉を通らねえよ」

「ん～？　何を情けないこと言うとるんじゃ。いずれはおぬしが儂わしの跡あとを継ついで、この城を守っていかねばならぬのじゃぞ。そんなことでは先が思いやられるわい」

「面めん目ぼくねえ。だが、あんな大軍見たの初めてでよ……」

「ほっほっほっ、たとえ三万が五万であろうと、このダウエ城は落ちたりせんわい」

　身体を震ふるわせ、老人は高らかに笑う。

　彼は三〇歳さいの頃より四〇年間、危機は幾いく度どもあったがそれらを全て撥はね除のけ、守り続けてきたのだ。

　ダウエ城は、南側は激流の川が敵の侵入を阻はばみ、北にはユグドラシルの屋根とも称しようされるヒミンビョルグ山脈が天然の要害としてそびえ立つ。

　西は《灰》領なため、必然的に侵入経路は東側からのみとなり、大軍が用をなさない。

　一方、守る《灰》陣じん営えいはといえば、東側の防備に戦力を集中できる。

　相手がどれほどであろうと、フリュムに言わせれば恐るるに足らずだった。

「弓兵隊に連れん絡らくじゃ。徹てつ底てい的てきに矢の雨を浴びせかけてやれい！　《鋼はがね》から支給されたコンポジットボウなるものの威い力りよくを試ためすにはこれ以上ない機会じゃろうて」

　にんまりとフリュムは笑う。

　このダウエ城が戦場になることは、前もってわかっていたことである。すでに準備は万ばん端たんであった。

「どれ、儂も行くとするかの」

　杖を突きつつ、フリュムはゆったりとした足取りで城じよう壁へきへと向かう。

　この歳になると、階段を上るのは、なかなかに大変である。

　それでもなんとか上り切り、城壁から敵軍を一望すると、フリュムは思わず感嘆の声を漏らした。

「ほっ、随ずい分ぶん遠くまで飛ぶようになったの！」

　年とし甲が斐いもなく、声が弾はずむ。

　前述の通り、彼は四〇年間、この城を守り抜ぬいてきたのだ。ここから矢を放てば、どの辺りまで届くのかぐらい目に焼き付いている。

　この新型弓は、それをあっさりと越えていく。

「いいものをもらったわい。これは一つちょろまかして、同じものを作らせねばな」

　あごひげを撫なでつつ、フリュムは満足気にうむうむと頷く。

　さすれば、ますますこの城は難攻不落となるであろう。

　彼がそんな思案をしている間にも、ダウエの城兵たちは、押し寄せる敵の群れに矢を放ち続けていく。

　しかし、次々と倒たおれていく味方の屍しかばねを踏ふみ越えて、敵兵たちの進しん撃げきは止まらない。

「ほう？　まずは単なる小手調べと思うとったが……いきなり本気で攻め取りに来おったか？」

　籠ろう城じよう戦せんというものは、基本的に防ぼう御ぎよ側のほうが圧あつ倒とう的てき優位な状況にある。

　高い城壁の上から矢を放てば、当たり前ながらより遠くまで飛ぶし、反対に敵の矢はまず届かない。

　堅い城門が敵の侵入を防ぎ、ほぼ一方的に防御側が攻こう撃げきを仕掛ける事ができる。

　ゆえに歴史的に見ても、力ずくで城を攻め落としたという例は少なく、長期にわたり包囲して、相手の食糧や士気を奪うばい、降伏させるのが一般的である。

　てっきりこちらに精神的圧力を与あたえるための様子見だろうと思っていたが、どうもそういう気配ではない。

「……ふむ。《雲くも》や《牙きば》の旗も見受けられるし、この城に長期戦が通じぬことは、あっちも承知しておるか」

　ユグドラシルの屋根とも称される三大山脈に囲まれたこの辺りは、山や谷など地形が入り組んでおり、現状、アースガルズ地方やミズガルズ地方方面から、ビフレスト盆ぼん地ち西部に入るには、この城塞を抜けるしか道はない。

　つまり、西側に敵が侵入する手段そのものがないということで、それは自由に味方からの補給を受けられるということである。

　守るに易やすく、攻めるに難かたく、定石である長期戦も物ともしない。

　まさしく難攻不落であり、《灰》という弱小氏族が《剣》《牙きば》《雲くも》という列強氏族に滅ほろぼされることなく、今日まで存続してこられたのは、名将フリュムの尽じん力りよくもさることながら、ひとえにこの地形の恩おん恵けいが大きかった。

「まあ、あちらさんにしてみれば、《鋼はがね》の援軍が到着する前になんとしてもこの城を落としておきたいところじゃろうしのぅ。そう時間もかけとれんか。とは言え、儂もなめられたもんじゃて」

　くわっとその目を見開き、歴戦の猛将の貌かおになる。

　その眼光の鋭するどさは、未いまだまったく衰えを感じさせない。それどころか経験により蓄たくわえられた知性の光が宿る。

　そこにはもう先さき程ほどまでの好こう々こう爺や然とした老人はいなかった。

「フリュム様っ！　敵が破城槌ついを持ち出してきました！」

　弓兵の誰だれかが、声を張り上げる。

　破城槌はユグドラシルではごくごく一般的な攻こう城じよう兵器である。

　兵器と言うのもおこがましく、有り体ていに言えば単なる丸太なのだが、これを複数人で持って勢いよく叩たたきつけることで、城門をこじ開けるのだ。

　当然、防衛側としても城門が破られるのを黙って見過ごすはずもなく、

「絶対に近づけさせるでないっ！」

　大たい抵ていは敵の集中攻撃を受けることとなる。

　そんな中で作業するのは並大抵のことではなく、破城槌を構えた兵士たちが一人、また一人と射倒されていく。

「矢数のことなど気にせず、撃うって撃って撃ちまくるのじゃ！」

　老人とは思えぬ大声で、フリュムが兵士たちに檄げきを飛ばす。

　今回の防衛戦の肝きもは、敵軍を倒すことでも、追い返すことでもない。まずは《鋼はがね》本隊の到着まで城を守ることである。

　変に後先考えて出し惜しみなどせず全力で迎げい撃げきすることで、相手に強力なしっぺ返しが来ると恐怖を植え付け、容易には手を出せなくさせる算段だったのだが……

「むぅぅっ！」

　眉間に深いしわをよせ、フリュムは思わず唸うなる。

　倒れても倒れても、後続が破城槌を支えに入り、着実に城門へと近づいてくるのだ。

　だが、フリュムが驚きよう愕がくしたのは、そのこと自体ではない。

「なんなんじゃ、あの兵どもは!?」

　明らかに、異常であった。

　当たり前ながら、人間誰しも死にたくないものである。

　戦場とは言え、死ぬとわかっているところに突っ込める人間などそうそういるものではない。

　実際、大抵の戦では死者など一割にも満たない。戦いの趨すう勢せいが決まった時点で皆みな、死ぬのはごめんと我先に逃にげ出すからだ。

　それが目の前の兵士たちはどうだ。

　味方が次々とただ一方的に矢の雨を受け倒れていっているというのに、まるで怯ひるむことなく城門へと押し寄せてくる。

　普通では有り得ないことだ。

　指揮官が行けと命じたところで、こんな無む謀ぼうな命令には兵は従わないし、下手に強行しようものなら反乱さえ起きかねない。

「「「「「おおおおおおおっ!!」」」」」

　だというのに彼らは、高らかに鬨ときの声をあげ、戦意を漲みなぎらせて、むしろ我先にと突っ込んでくる。

　フリュムは戦せん慄りつとともに、ゴクリと唾つばを呑み込む。

　戦歴五〇年を数える彼も、こんな不気味な連中を相手にするのは初めてだった。

　ドォン！

　ついに破城槌の一いち撃げきが、城門へと叩きつけられる。衝しよう撃げきがフリュムのいるところまで振しん動どうとして響ひびいてくる。

　もちろん、一撃かそこらで破られるほど城門はやわではない。

　だが、さすがに数十回と繰り返されれば、所詮は同じ木製、いずれひび割れ砕くだけるのは目に見えている。

「ええいっ、城門の前に槍兵を集めよ！　弓隊は攻こう勢せいを緩ゆるめるな！　輜し重ちよう隊は弓隊に矢を補ほ充じゆうじゃ。急げ！」

　フリュムは矢や継つぎ早に指示を出していく。

　常識を逸いつ脱だつした状況に瀕ひんしても、即そく座ざに冷静に判断を下す。

　当たり前といえば当たり前のことだが、そうそうできることではない。この辺り、やはり彼は名将と呼ばれるだけのことはあった。

　ドォン！

　メキメキ……ピシィッ！

　何十度目かになる破城槌の一撃に、城兵たちにとっては最悪の事態を告げる嫌いやな音が響き、城門に亀き裂れつが疾る。

　ドォン！

　べキィッ！

　続けての一撃で亀裂の入っていたところが完全に砕け、穴が開く。

　こうなったら後は早かった。

　二度三度と打ち付けられる度、城門は跡あと形かたもなくただの瓦が礫れきと化し、そして《鋼はがね》討伐軍の兵たちがこれまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのごとく勢いよく雪崩なだれ込んでくる――

　――も、そこに前方、左右に待ち構えた槍兵たちが迎撃する。

「ぐあっ！」

「ぎゃあっ！」

「がふっ！」

《鋼はがね》討伐軍側から、断だん末まつ魔まの悲鳴が次々と上がる。

　軍勢というものは、基本的に前方の敵を倒すことだけに特化しており、左右からの攻こう撃げきにはすこぶる弱い。

　戦いの趨勢を決めるのは、なにより「数」である。

　攻撃側は狭せまい城門から限られた数しか入れない。それを利用して、防御側は広い場所で待ち構え、いわゆる包囲した状態を作ったのだ。

　この「場」においては、《灰》の守勢と、《鋼はがね》討伐軍の兵力差は完全に逆転する。

「ふん、城門を破ったぐらいで調子に乗るでないわい……むっ!?」

　フリュムが勝ち誇ほこりかけたその時だった。

　城兵の攻撃に絶命したかに思われた兵士たちが、倒れることなく自らを貫つらぬく槍を両手でガシッと押さえつけたのである。

　城兵たちも慌あわてて槍を引き戻もどそうとするも、ビクともしない。

　そうしてもたついている内に、後続が次々と城内に侵しん入にゆうし、身動きの取れない城兵たちを斬きり殺していく。

　フリュムはまず自らの目を疑い、次に正気を疑い、最後にこれが現実ではなく夢ではないかとさえ疑った。

「な、なんなんじゃ、こいつら!?」

　まるで死霊にでも取り憑かれているようにしか思えない。もはや人間を相手にしている気がしなかった。

　瞬またたく間に城門前が攻撃側に占せん拠きよされていく。

　こうなっては元々数的に圧倒的不利な状況にある防衛側にはもはやなす術すべなく――

　ダウエ城は難攻不落の伝説に終しゆう止し符ふを打ったのである。







「神帝陛下万歳ジークテイウダンス！　神帝陛下万歳ジークテイウダンス！」

　ダウエ城には対《鋼はがね》陣営の旗が無数にひらめく中、勝かち鬨どきが轟いていた。

　未だ城内に強く立ち込める血けつ臭しゆうが、先程までの激戦のほどを物語る。

「まさかこの城を真正面から力ずくで打ち破るとは、な」

《雲くも》の宗主イェルハルトは、城内の惨さん状じように眉まゆをひそめてつぶやく。

　この城の難攻不落ぶりは、この一〇年、幾度となく挑いどみ続け、その度に跳ね返されてきた自分が一番よく知っている。

《雲くも》はミズガルズ東部一帯に勢力を持つ遊牧民の氏族である。

　ミズガルズの過酷な自然の中で生まれ育ち、主に狩しゆ猟りようと略りやく奪だつを生業とする彼らは、女や子どもでさえ巧みに剣と弓を操あやつるという生きつ粋すいの戦せん闘とう集団だ。

　それを率いるイェルハルトもまた、これまで二つの氏族を打ち破り、先代の頃よりその勢力を強め、傑けつ物ぶつと内外で評判の人物であった。

　その彼と《雲くも》の精鋭をもってしても、このダウエ城にはまるで手も足も出ずに追い返されたものだ。

　それをファグラヴェールは、わずか半日で落としてのけたのである。

　確かに歴史上、類を見ない大軍ではあった。

　しかし、この城塞には大軍の利を消す地の利があった。

　むしろ寡か兵へいを強しいられたのはこちらのほうである。

　その圧倒的に不利なはずの状況で、にもかかわらず敵を圧あつ倒とうしてのけた。

「これが王のルーン《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》か。初代神聖アースガルズ帝てい国こく皇こう帝ていボーダン陛下も同じものを持っていたと聞くが、なるほど、こんな力があれば、ユグドラシルを統一できたのも頷ける話だ」

　取るに足らぬはずの雑ぞう兵ひようたちが、それぞれ一いつ騎き当とう千せんの勇者に変へん貌ぼうし、獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりを見せるのだ。

　その一部始終を目まの当たりにしながらも、イェルハルトはあれが実は夢だったのではないかという疑いを捨てきれない。

「まあ、そう気き易やすく使える力というわけでもなさそうじゃがな」

　言って、イェルハルトは城内中央部のひときわ大きな屋や敷しきを振ふり返る。

　今、この対《鋼はがね》連合の総指揮官を務めるファグラヴェールは、体調を著いちじるしく崩くずし、床とこに臥ふせっていた。

　いかにエインヘリアルと言えど、一個の人間の持つ力としては桁けた外はずれに過ぎる。相応の代だい償しようがある、ということなのだろう。

　そうでなければ今いま頃ごろ、《雲くも》も《牙きば》もなす術なく呑み込まれていたはずだ。

「ふん、敵ながら、《鋼はがね》の連中には同情するわい」

　初戦で躊躇ためらいなく用いたぐらいだ。

　本番ともいうべき《鋼はがね》本隊との決戦においても、まず間ま違ちがいなく使うに違いない。

　唯ゆい一いつの問題は、短期間での連続使用が難しそうだという点だが、《鋼はがね》本隊の到着までまだまだ時間はある。

　ファグラヴェールにしても、それまでには十分に回復出来ると踏んだからこそ使用したのだろう。

「軍神だか獅し子し王だか知らぬが、あの小こ僧ぞうの快かい進しん撃げきもここまでじゃな」

　確信めいた口調だった。

　確かに、ここまで急激に勢力を拡大したほどだ。

《鋼はがね》の軍勢もそれは恐ろしく強いのだろう。

　だが、所詮は、「人」だ。

　どれだけ強かろうと、あんな悪あつ鬼き羅ら刹せつのような軍勢に立ち向かえるとは、到とう底てい思えなかった。







ACT 2







　ガタンゴトンガタンゴトン……。

　三頭立ての馬車が、荒こう野やを駆かけていた。

　辺りにはごろごろと大小様々な石が転がり、本来、馬車が通れる道ではないのだが、車体を大きく揺ゆらしながらも車輪は力強く突き進んでいく。

　鉄製の車輪は、木製のものに比べ遥はるかに頑がん強きようゆえ、多少の悪路など問題にしないのだ。

　だがこの時代、鉄を精せい錬れんできる国は世界でも極きわめて限られている。

　中央アジア、歴史上初めて鉄の精錬に成功したとされるヒッタイト帝てい国こくと、はるか未来からの漂ひよう流りゆう者しやを宗主パトリアークに掲かかげるユグドラシルの《鋼はがね》と《炎ほのお》ぐらいである。

「すー……すー……」

　その《鋼はがね》の大宗主レギンアークはといえば、白い巨きよ大だいな狼おおかみを枕まくらに、気持ちよさそうに寝ね息いきを立てている。

　つややかな黒くろ髪かみの、まだあどけなさの残る少年である。

　この寝顔を見る限り、わずか二年でビフレストからアールヴヘイム一帯を支配する大国《鋼はがね》を築き上げた稀き代たいの英えい雄ゆうだとは、誰も思うまい。

「よくこんな状況で熟じゆく睡すいできますね、このひと……。お供だって少ないのに」

　呆あきれ半分感心半分でそう呟つぶやいたのは、ヒルデガルドだ。

　おさげ髪のなかなかに可愛かわいらしい少女で、《狼をまとうものウールヴヘジン》のエインヘリアルでもある。

　まだ勇ゆう斗と直属の最精鋭部隊『親衛騎団ムスツペル』に先日入団したばかりというぺーぺーの新人だが、鼻や耳が常人よりはるかに利きき、それを買われて今回の旅に同行していた。

「さすが大物と言いますか、肝が太いと言いますか。まあ、だからこそ、あんな化物と渡り合えたんでしょうけど」

　ぶるるっとヒルデガルドは身体を震わせる。

　化物とは、《炎ほのお》の宗主こと戦国の世よりこのユグドラシルに召しよう喚かんされた織田信長のことである。

　圧倒的なまでの覇は気きの持ち主で、思い出すだけでも、背筋に怖おぞ気けが疾り、ちびりそうになる。

　今はその信長との宗主会談の帰り道だった。

「本当にとんでもない御ご仁じんでした。とりあえず敵に回さずに済んで正直ほっと致いたしましたわ」

　フェリシアが苦笑気味に肩をすくめる。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、同性のヒルデガルドから見ても、思わずはっとするほどの妙みよう齢れいの美女である。

　しかも多方面にわたる博識さでは他の追つい随ずいを許さぬという才さい色しよく兼けん備びぶりで、勇斗の副官としても極めて信しん頼らいの厚い《鋼はがね》の大幹部だ。

　ヒルデガルドからしてみたらもはや雲の上のごとき存在なのだが、その彼かの女じよさえ信長の覇気には底知れぬ恐きよう怖ふを覚えたようだった。

「とは言え、《鋼はがね》討とう伐ばつ令が下され、周辺諸氏族はすでに《鋼はがね》討伐に動き出しております。あまり楽観視できる状況でもないのですが……」

「大宗主レギンアーク様ーっ！　大宗主レギンアーク様ーっ！」

　先行きの不安にフェリシアが表情を曇くもらせていると、まるでその予感が的中したかのように馬に乗った兵士が駆け寄ってくる。

　この慌てた様子だと、まず間違いなく何かしら緊きん急きゆう事態が起こったのだろう。

「そろそろどっか動いたってところかな？」

　ただならぬ気配を察したのか、勇斗がむくりと起き上がる。

　先程までのあどけなさは消え失うせ、将の顔になっていた。

「き、き、緊急事態です!!　周辺氏族が示し合わせたように我わが国に対し一いつ斉せいに宣戦布告、侵しん攻こうを開始したとのことです！」

　よほど動転しているのか、伝令兵は裏返った甲かん高だかい声で報告する。

　無理もないことではあった。

　周辺諸氏族が手を組んで《鋼はがね》に対たい抗こうするであろうという予測は、幹部クラスで共有しているだけで、彼かれのような末まつ端たんの兵士が知るはずもない。

　心構えもなくいきなりこんな事態に遭そう遇ぐうして、冷静でいられるほうがどうかしていた。

「そうか」

　一方の勇斗は、実に落ち着き払はらった様子である。

　当然といえば当然だった。

　そもそも今行っている《雷いかづち》征せい伐ばつ自体、敵を燻いぶり出し誘さそい出すために勇斗が張った罠わなである。今いま更さら驚おどろくことなど何一つない。

　しかしこの若い伝令兵にしてみると、この未み曽ぞ有うの危機にさえまったく動じていない大宗主レギンアークに改めて尊そん崇すうの念を抱だかずにはいられないようだった。

　キラキラした眼まな差ざしで勇斗を見上げ、報告を続ける。

「現在、《豹ひよう》、《麦》、《灰》の三氏族が敵の攻撃を受けております。特に《灰》方面は、《剣つるぎ》《牙きば》《雲くも》《兜かぶと》《槍やり》と五氏族総勢三万という大軍です！」

「ほう、これはまた随分と釣つれたもんだな」

　これには勇斗も目を瞠みはらせる。

　彼としては、せいぜいでも二万程度と予測していた。それをはるかに上回る規模である。

　一つ二つ足並みを乱す氏族が出るのではないかと期待していたのだが、甘あまかったらしい。

　とは言え、元々年内に神都グラズヘイムまで攻め上がる腹づもりだったのだ。どうせそのうち戦うことになる相手である。

　ユグドラシル沈ちん没ぼつまでそう時間がないことは確かなのだ。一度に片をつけてしまえるなら、むしろ願ったりかなったりだった。

「詳細はこちらに」

「あっ、そちらはわたくしが。読み上げますね」

「頼たのむ」

　実のところ、最近は美み月つきの勉強に付き合っていたおかげで、もはや勇斗は普通に読み書きができるようになっていたのだが――ユグドラシルの文字が表音文字だったことも大きい――世話好きのフェリシアからわざわざ楽しみを奪うこともない。

　あえてその事は言わずに、以前のまま彼女に任せる。

「『《鋼はがね》が大宗主レギンアークスオウユウト様に伝えよ。我、《灰》の舎しや弟てい頭、ダウエ城が主フリュムが言う』」

　そこには敵軍の構成、規模、自軍の士気など、戦局の情勢が事細かに記されていた。

　日付は二日前だ。

　時代的に最速とされる馬車での配達でも、まず一〇日以上を要することを考えれば、破格の情報伝達速度ではある。

　だが、あくまで二日前の状況に過ぎない。

　今まさにダウエ城が落城していたことを、神ならぬ勇斗はまだ知るよしもなかった。







「っ！　おかえりなさいませ、父上！」

　急ぎ《鋼はがね》の本隊に戻った勇斗を、ジークルーネが声を弾ませ出で迎むかえた。

　見る者が思わず息を呑のむような、絶世と呼んで差し支つかえない美び貌ぼうの持ち主である。

　身体もすらりと細く華きや奢しやで、剣を持つことさえ難なん儀ぎしそうだが、《鋼はがね》でも随ずい一いちの武勇を誇る猛将だった。

「すでに使いの者から聞いておられるとは思いますが……」

「ああ、敵が一斉に攻せめ込んできたらしいな」

「はっ。父上の読み通りに。そのご慧けい眼がんにはいつも感服させられます」

「世辞はいい。それより帰き還かんの準備は済んでいるか？」

「はっ、わたしの独断ですが、もうすでに後方部隊には移動を開始させております」

「よし！　よくやった」

　勇斗はガシガシッとジークルーネの頭を撫でてやる。

　ダウエ城には三万もの大軍が押し寄せており、一刻も早く援軍に駆け付けねばならぬ状況だ。

　わずかの刻ときも惜おしかった。

「大したことではございません」

　口ではそう言いつつも、ジークルーネは嬉うれしそうに顔をほころばせる。

　彼女にとっては、勇斗に頭を撫でられるのが何よりのご褒ほう美びなのだ。

「それで、《炎ほのお》との盃さかずきのほうはどうなりました？」

　ジークルーネは少しだけ名残なごり惜しそうに離はなれていく手を見送った後、表情を引き締しめ直し問うてくる。

「ん？　ああ、盃までは交かわせなかったが、とりあえず不戦の約定までは取り付けられたよ」

「それはようございました」

　ジークルーネはホッと小さく安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

　年こそまだ若いが、すでにいくつもの修しゆ羅ら場ばをくぐり、武功を挙げてきた少女である。

　三方から攻撃を仕し掛かけられている今の状況で、大国《炎ほのお》まで敵に回せば、いかに危険な状況かわからぬはずもない。

　特に軍行動で最も危険なのは退たい却きやく中である。背後を襲おそわれる心配をしなくていいというのはなによりの朗報だったのだろう。

「ちなみにどのような御仁でしたか、その《炎ほのお》の宗主は？」

　実直で要件以外話すことが少ない彼女には、珍めずらしい問いだった。普ふ段だんの彼女なら、約定が成ったという事実だけでよしとしていたはずである。

　やはりあの虎心王ドールグスラシルステインソールをあっさり討うち取った武将ということで、興味があるのだろう。

「ああ、一言で言えば、とんでもなかったよ。絶対に敵に回したくはないひとだ」

　その言葉には、一いつ切さいの嘘うそ偽いつわり、誇こ張ちようもなかった。

　さすが群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの戦国時代を制し、天下を統一しかけた男は違ちがった。その迫はく力りよく、存在感は圧倒的だったと言うしかない。

「父上にそこまで言わしめるとは、やはり相当に大した男のようですね」

「ああ、もし《炎ほのお》まで敵に回していたら、と思うとゾッとするな。正直、詰つんでいた」

「それでも父上ならば、きっとなんとかなさるでしょう」

「相変わらず、買いかぶり過ぎだって」

　苦く笑しようとともに、勇斗は肩かたをすくめる。

　以前から彼女は勇斗を過大評価する傾けい向こうがあったが、最近はそれがさらに加速しているような気がする。

　自己評価とのギャップが大きすぎて、正直戸と惑まどうことも多い勇斗である。

「まあ、なにはともあれ最悪の状況は回かい避ひできたが、それでも状況が厳しいのは確かだ」

「はい。自分も三万という数字を聞いた時には我が耳を疑いました」

　ジークルーネも厳しい表情で頷うなずく。

　今回の《雷いかづち》征伐には、総勢一六〇〇〇という過去最大の兵を動員したが、実にその倍近い。

　しかもそれは東部に限っての話で、現在、西部に関しても北《豹ひよう》と《蹄ひづめ》の二氏族から攻撃を受けている状況だ。

　想定しうる最悪こそ回避したものの、《狼おおかみ》時代も含ふくめて、《鋼》史上最悪の事態であることは間違いなかった。

「ああ、いかに難攻不落のダウエ城と言えど、そう長くはもたないかもしれない。そこでだ、ルーネ。お前に一つ、重要な任務を与える」

「はっ！　なんなりとお申し付けくださいませ！　察するに、先行し、一いち撃げき離り脱だつによる敵の撹かく乱らんでしょうか？」

　敵の哨しよう戒かいが知らせに戻るよりも速く敵へと接近、奇き襲しゆうを仕掛け、敵が態勢を立て直し迎撃に移るや風のように撤てつ退たいする。

　ジークルーネ率いる親衛騎団ムスツペルの得意戦法の一つだ。

　これにより、昨年の《蹄ひづめ》戦では敵を撹乱させ、その行軍を大おお幅はばに遅おくらせるという戦果を挙げている。

　状況も近く、彼女がそう思うのは無理もないことだったが、勇斗はかぶりを振った。

「いや、今回頼むのは戦闘じゃないんだ」

「え？」

　ジークルーネがキョトンと目を丸くする。

　普段、よく出来た彫ちよう刻こくのように表情の変わらない彼女には、珍しいことである。

　親衛騎団ムスツペルはこれまで常に最前線で戦い続けてきた、《鋼はがね》でも自他ともに認める最強の精せい鋭えい集団である。

　戦闘以外の任務など想像だにしていなかったのだろう。

「お前らにしか出来ないことだ。この戦、お前たちの働きにかかっていると言っても過言ではない」

　ニッと悪戯いたずらっぽく、勇斗が口の端はしを吊つり上げる。

　明らかに何かを企たくらんでいる時の顔だった。







「ダ、ダウエが落ちただと!?」

　飛び込んできた凶きよう報ほうに、《灰》の宗主ドーグラスは客人の前であることも忘れて、恥はじも外聞もなく大声を上げる。

　敵は三万もの大軍だ。最悪、ダウエ城が陥かん落らくさせられる可能性も、もちろん考こう慮りよはしていた。

　しかし――
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「いくらなんでも早すぎるぞ！」

　敵の大軍が押おし寄せてきたと聞いたのは、ほんの二日前である。

　伝でん書しよ鳩ばとに騎き兵へいという他国が知らない高速通信網を用いてさえ、ようやっと出しゆつ征せいしている《鋼はがね》軍の本ほん陣じんに知らせが今届いたかどうかといったところであろう。

　ギムレーから《灰》の族都ヴィーグリーズまで、従来の馬車を用いた場合で一〇日はかかる。武器に鎧よろいと重量のあるものを身につけた徒歩の兵士では、その倍はかかる。

　しかも《鋼はがね》本隊はギムレーよりさらに西の《雷いかづち》領に入り込んでいる。

　つまり、《鋼はがね》からの援えん軍ぐんが到とう着ちやくするまで、普ふ通つうに考えて三〇日近くはかかるということだ。

　ダウエ城なき今、気が遠くなるような数字である。

「何があったというんじゃ!?　敵はいったいどんな策を仕掛けてきおった!?」

　ドーグラスは椅い子すから立ち上がるや、伝令兵の両りよう肩かたを掴つかんで思いっきり揺さぶり詰きつ問もんする。

　ダウエ城の堅けん固ごさと、英雄フリュムの人望と巧たくみな采さい配はいを、ドーグラスは知っている。

　それをまさか一日足らずで落とすなど、尋じん常じような方法で成し得られるとは思えなかった。

「真正面からの強きよう攻こうです」

「はぁっ!?」

　ドーグラスの下した顎あごがガクンと勢いよく落ちる。

　ついでわなわなと身体を震ふるわせ、

「馬ば鹿かを言うな！　いかな三万の大軍とは言え、フリュム爺じいもいるのだ、あの城がそれであっさり落ちたりするわけがなかろう!?」

「うむ。ユウトの親父おやじ殿どのが作った確か……平衡錘投石器トレビユシエツトとか言ったか？　あれでもあるならともかく、にわかには信じがたいのぅ」

　対面に腰こし掛かけた小太りの男が、難しい顔で口を挟はさんでくる。

　隣りん国ごく《爪つめ》の宗主ボドヴィッドである。

　事前に交わした約定により、三〇〇〇の兵を引き連れ、救きゆう援えんに駆けつけてくれたのだ。

「そ、そう言われましても、本当なのです。矢の雨を降らせても、三方から包囲し敵を槍で突ついても、とにかく止まらないのです。致ち命めい傷しようなはずのその身体で我らに喰くらいつき、屠ほふっていくのです。死霊の兵とでもいいますか……。そんな死を恐おそれぬ蛮ばん勇ゆうが生み出す勢いもただただ圧倒的で……」

　落城の時のことを思い出したのだろう、伝令兵は顔を青ざめさせ、カタカタと身体を震わせ始める。

　よほどの恐怖を味わったらしい。

「ふぅむ……これは嘘うそを言っておる感じではないぞ、兄弟」

「どうやらそのようだ。しかし、死霊の兵、か。なんとも空そら恐おそろしい響きよ」

「ん～、わしはどうにもあの男を思い出さずにはいられんわい」

「あの男？」

　誰のことかわからず、ドーグラスは問う。

　ボドヴィッドは苦笑するように肩をすくめて、

「虎心王ドールグスラシルステインソールじゃよ」

「ああ、先日戦死したという《雷いかづち》の先代宗主か」

　結局、ドーグラス自身は一度も相対することはなかったが、その名は嫌というほど耳にしていた。

　どんな勇者も敵かなわない、他を隔かく絶ぜつした天下無む双そうの豪ごう傑けつだ、と。

　その突とつ撃げきは誰にも止められない、と。

　そして――

「虎心王ドールグスラシルに率いられた軍勢は、狂戦士ベルセルクルの群れと化す、だったか。ふむ、確かに、かなり近いものを感じるな」

「うむ。より狂きよう信しん的てきな臭においがするがな。問題は、そんな化物みたいな連中が相手では、とても我らだけでは抗こうしきれんということじゃ」

「むぅ～……」

　ドーグラスが渋じゆう面めんを作るとともに獣けもののように唸る。

　兵のほとんどをダウエ城に振り分けており、今や《灰》が動かせる兵は一〇〇〇かそこらといったところだ。そこに《爪》の三〇〇〇を足しても四〇〇〇。

　いずれダウエの敗残兵も帰参してくるとは思うが、身体の芯しんにまで恐怖を刷り込まれていた伝令兵の様子を見るに、使い物になるのか正直怪あやしい。

　個々の兵の能力でも及およばず、兵数でもはるかに及ばないとなれば、勝利どころか、勇斗が到着するまでもたせることさえ至難の業わざに思えた。

　絶望が心を覆おおいかけたその時だった。

「フッ、兵が入りようかな？」

　不意に、部屋の入り口のほうから声がした。

　そこにいたのは、ドーグラスもボドヴィッドも見たことがない男である。だが、それが誰だれであるのかは、ふたりとも一目でわかった。

「おお、フヴェズルングの叔父おじ貴き！」

　ドーグラスは立ち上がり、両手を広げて心からの歓かん迎げいを表す。

　ノーアトゥーンでの虐ぎやく殺さつ、《豹ひよう》征伐時の焦しよう土ど作戦など、決して評判の良い人物ではないが、一いつ介かいの中小氏族だった《豹ひよう》をわずか一年で大国へと育て上げ、ガシナでは軍神スオウユウトを後一歩のところまで追い詰めたとも聞いている。

　その配下である遊牧民による騎き馬ば軍団も、《鋼はがね》最強と名高い親衛騎団ムスツペルに勝るとも劣おとらぬ精せい鋭えい揃ぞろいという話だ。

　今この状況にあっては、これほど頼たよりになる男はそうそういなかった。







「どうやら天は、私たちにおあつらえ向きの場を用意してくれたようだぞ！」

　宿営地に戻るなり、フヴェズルングは意い気き揚よう々ようと部下たちに発破をかける。

　しかし、それに応こたえる者はいなかった。皆、長が戻ってきたというのに出迎えもせず、地べたに大の字になり胸を上下させている。

　普段であれば部下のこのような不ふ遜そんな態度を許すフヴェズルングではないが、今日は大目に見てやった。

　ギムレーからここまで、ほぼ不ふ眠みん不休で馬を駆けさせたのだ。

　さすがにそんな強行軍では、いかに精鋭揃いの独立騎兵団でも、体力が底を突くのも無理からぬことと言えた。

　否いな、彼らだからこそ、わずか三日で走破できたと言うべきか。

「現在の状況を説明する。休みながら耳だけ傾かたむけていろ」

　フヴェズルングはドーグラスたちから聞いた話を語って聞かせる。

　はるか遠方、ミズガルズ西部の出身である彼らには、ダウエ城の陥落がいかに大事なのかはいまいちピンとこなかったようだが、死霊の兵のくだりには皆、興味を覚えたようだった。

「そういうの覚えあるわ」

「ああ、俺おれも同じこと思った。ガシナで獅子王様が前線に出てきた時の《狼おおかみ》の連中だろう？」

「そうそう、あの死に物狂ぐるいさには正直さすがにびびったわ」

「実は俺もだ」

　当時を思い出したのか、遊牧民の男たちは顔を引きつらせて頷き合う。

　矢が刺ささっても剣で斬られても、命を確実に奪うばうまでなりふり構わず突っ込んでくる。

　あんな連中とは二度と戦いたくない。

　それがここにいる場の人間の共通見解だったが、

「あれよりさらにトチ狂った連中らしい」

　フヴェズルングは無情に現実を突きつける。

「マジすかぁ……」

「そりゃあゾッとしかしませんなぁ」

　心底嫌そうに顔をしかめる遊牧民たちだったが、フヴェズルングは笑う。

　口元を歪ゆがめ、それはもう不敵に、邪じや悪あくに。

「何を言っている？　そんな奴やつらこそ我らの格好のカモだろうが」







　ドドドドドドッ！

「な、なんだぁ!?」

「敵てき襲しゆうか？」

　真夜中、突とつ如じよとして巻き起こった地じ響ひびきに、ダウエ城周辺に屯とん留りゆうしていた《鋼はがね》討伐軍の兵士たちは眠ねむりから叩たたき起こされた。

　ヒュンヒュンヒュン！

　まだ戦いくさ支じ度たくもしていないというのに、大量の矢が空から降ってくる。

「うわあっ！」

「ひぃっ！」

「いきなりかよ!?　銅ど鑼らぜんぜん鳴ってねえじゃねえか」

「ちくしょう！　見張りの連中は何をしてやがる!?」

　ところどころで混乱の声が上がる。

　そんな彼らに追い打ちをかけるように、それは矢の雨を降らせながら、とんでもない速さで突っ込んでくる。

「う、う、う、馬ぁっ!?」

「は、はええ！　ま、待て待て待て！」

「まだ準備が……ぎゃあっ！」

「し、死にたく……ぐふっ！」

「助け……がはっ！」

　慌てふためく兵士たちを、騎兵団の先頭を駆ける男が次々と容よう赦しやなく槍で薙なぎ払っていく。

　漆しつ黒こくの仮面を被かぶった、異形の男だ。

「よし、敵は浮うき足立っているぞ。この機に乗じて暴れ回ってやれ！」

「「「「「おおおおおおっ!!」」」」」

　仮面の男が血の滴したたる槍を掲げ号令を下すや、後ろに続く騎兵たちが鬨ときの声とともにその脇わきをすり抜ぬけ、襲い掛かかってくる。

　それはまるで、さながら怪物の群れだった。

　一応、討伐軍の兵士たちも、《鋼はがね》には馬に乗って戦う部隊があると事前に聞かされ、心構えは皆みなしていた。

　だが、実際に目のあたりにすると、そんなものは吹ふき飛んでしまう。

　とにかく、でかいのだ。

　人馬一体となったそれは、さながら創生神話に出てくる巨きよ人じん族並みの大きさなのである。

　そんなものが人が走る倍以上の勢いで突っ込んでくるのだ。

　しかもである。

　持っている武器までとんでもない。

　こちらの剣はあっさりと叩き折られるし、盾たてや鎧もまるでチーズか何かのように易々と貫つらぬかれる。

　こんなの相手にどうしろというのだ!?

　圧あつ倒とう的てきな戦力差に、兵士たちの心を絶望が支配していった。







「敵襲ーっ！　敵襲ーっ！」

　ゴンゴンゴンッ！

　金切り声とともに高らかに銅鑼の音が轟とどろく。

「すーすー……あら～？」

　椅子に腰こしかけたまま船を漕こいでいたバーラは、ゆっくりと目を見開くと、なんとも緊きん張ちよう感のない声を上げる。

　どんな状況にあっても、決して彼女はこののんびりとした調子を崩さない。

　言い換かえるならば、何があろうと慌てることがない。

　その資質を買われ、《剣》の宗主ファグラヴェールからは副官兼けん参さん謀ぼう役やくを任されている。

「敵襲、だと？　……くっ」

　寝しん台だいに横になっていた主のファグラヴェールが立ち上がろうとして、しかし膝ひざに力が入らず、カクンと体勢を崩す――

　――も、すでにそうなることを予測し立ち上がっていたバーラがふわりと危なげなく受け止める。

「こらこら～、無理は禁物～。まだ寝ねてないと駄だ目めよ～」

　小さい子をたしなめるように、バーラは言う。

　まったく、どうにもこの主は、責任感が強すぎて無理をするので困ったものだった。

「敵が来ているのだろう。大将の私が出なくてどうする？」

　口でこそ勇ましいファグラヴェールであったが、ランプの炎に照らされたその顔色は悪く、先の戦いでの疲ひ労ろうが色いろ濃こかった。

「こんな身体で何を言っているのよ～。自分一人じゃ立つことも出来ないくせに～」

「むっ、これぐらい……」

　ファグラヴェールはバーラから身体を離し、一人で立とうとし、

「ほら～、まだ全然駄目じゃないの～」

　今度は後ろに倒たおれそうになり、またバーラに受け止められる。

「くっ、この程度のことで言うことを聞かぬとは、我が身体ながら軟なん弱じやくな……っ！」

「この程度のことって～、何を言ってるのよ～」

　なんとも口くち惜おしそうに吐はき捨てるファグラヴェールに、バーラは苦笑するしかなかった。

　ファグラヴェールの持つ《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》は、味方の士気を極限まで高め、その潜せん在ざい能力を引き出すことに特化したルーンだ。

　将としてはまさしく最強と呼んで差し支えない強力無比なルーンだが、どうしようもない難点が一つあった。

　大軍であればあるほどその本領を発揮するというのに、大軍になればなるほど、体力を消しよう耗もうするのである。

　普段《剣》勢一万に用いただけでも、その後、立っているのがやっとになるのだ。今回は実にその三倍である。

　むしろよくこの程度で済んだものだった。

「ここは～わたしたちに任せておきなさいな～」

「し、しかしだな」

「落ち着きなさ～い。ハールバルズによれば～、開戦時～、《鋼はがね》軍はガシナ砦とりでにいたのよ～？　あれからまだ～、三日しか経たっていないのね～。つまり～、《鋼はがね》の本隊ではありえないの～」

「むっ、そういえば……」

　はっと今さらのようにファグラヴェールは目を見開く。

　普段の彼女であれば、この程度のこと気づかぬはずがないのだが、やはり心身ともに相当消耗しているのだろう。

「相手はあの軍神スオウユウトよ～？　あなたの力はその時まで温存しておかないと～。露つゆ払はらいはわたしたちに任せて～？」

「……うむ」

　ようやく納なつ得とくしたらしく、ファグラヴェールが小さく頷く。

　バーラはそっとファグラヴェールを寝台に寝かせ、部屋を出ると、唇くちびるに人差し指を当て、やはりのんびりと呟く。

「《鋼はがね》には～、馬に乗って戦う部隊があると聞くわ～。おそらくそいつらね～。エルナは指示した通りにやってるかしら～？」







「奇き妙みようだな？」

　馬上から逃にげ惑まどう敵兵たちを見下ろしつつ、フヴェズルングはいぶかしげにつぶやいた。

　事前情報では、死も恐れぬ不ふ屈くつの強兵だと聞いていたが、実に脆もろい。

　脆すぎるとさえ言っていい。

　かつて打ち破った《蹄ひづめ》の兵士たちのほうが、よっぽど粘ねばり強かったように感じる。

　この調子なら、それこそ自分たちだけで片がついてしまいそうでさえある。

「罠、か？」

　まず真っ先に疑ったのは、敵を調子づかせて陣じん深くまでおびき寄せ、包囲殲せん滅めつするという策だ。

　勇斗も高く評価するその観察眼で、フヴェズルングは戦場を注意深く探さぐっていく。

　だが、そんな気配はない。

　そんな手はずなら、もう少し兵の動きに統とう率そつがあるはずだ。兵士たちの怯おびえきった表情は、間ま違ちがいなく本物だ。

「とは言え、この城をわずか一日で落としたのは事実。油断できん」

　ダウエ城の西側は《灰》領だったため防備の類たぐいはなく容易に侵しん入にゆうが出来たが、もしこれが仮に城じよう壁へきがあったならば、さすがのフヴェズルングも立ち往生していただろう。

　死し霊りようの兵の話も、多少の誇張があるかもしれないが、全て嘘とも思いにくい。

「深追いは少々危険か、しかし好機を逃のがすのも……むっ！」

　突如、右方から強きよう烈れつな殺気を感じるや、無数の矢が飛来する。

　槍を振ふるってなぎ払うも、その隙すきを突き、小さな影かげが地を這はうように滑すべり込んでくる。

「そこっ！」

　フヴェズルングはくるりと宙空で槍を翻ひるがえし、影へと突き下ろす。

　だが影はあっさりとそれをかわし、彼の乗る馬の足下まで忍しのび寄りすかさず前まえ脚あしを斬きり飛ばす。

「くっ！」

　片脚を失った愛馬が体勢を大きく崩くずし、巻き込まれるようにフヴェズルングも地面にもんどり打つ。

　全身を衝しよう撃げきが疾るが、呑のん気きに痛がっている暇ひまはなかった。

　頭上から振り下ろされる刃やいばを、フヴェズルングは転がってなんとか回避する。

　そのまま勢いを利用して立ち上がり、改めて敵を確かく認にんする。

　まだ若い女だ。

　だが、まとう空気も、放つ威い圧あつも、そしてなにより先さき程ほどの一連の動きが、彼女が只ただ者ものでないことを告げている。

「やあやあ我こそは《剣》が特とつ攻こう隊長エルナ！　この部隊の長は貴様だな!?　その首貰もらい受ける！」

　名乗りと口上を告げるとともに、敵がダンッ！　と地面を蹴ける。

「なにっ!?」

　迅い！　その尋常ならざる脚きやく力りよくに、フヴェズルングはぎょっと目を見開く。

　エインヘリアルとの戦せん闘とうもこれまで幾いく度どとなくくぐり抜けてきたが、ここまで鋭するどい踏ふみ込みを目まの当たりにするのは初めてだった。

「はあっ！」

「っ！」

　首筋めがけて繰くり出された斬ざん撃げきに、フヴェズルングの血が凍こおる。

　防ぼう御ぎよが間に合わない。

　自らの死が脳のう裏りに浮かび、しかし唐とう突とつに敵の攻撃が緩ゆるやかになる。

　否、敵が遅おそくなったのではない。

　こちらの心が加速したのだ。

　死を意識することで神速の扉とびらを開く、ジークルーネから盗ぬすんだ奥おう義ぎである。

「ぬぅっ！」

　フヴェズルングは水のごとく重たい空気を押しのけ、敵の剣の軌き道どうに自らの刀を滑りこませる。

　自らの動きの鈍にぶさに焦しよう燥そうが募つのるが、それでも自分より敵のほうが遅くなっている。

　チクッとした痛みとともに、敵の剣が止まる。

　なんとか首の皮一枚のところで間に合ったようだった。

「なっ!?」

　今度は敵が驚おどろく番だった。

　その手に持つ剣にピシッと亀き裂れつが疾り、次の瞬しゆん間かん、真っ二つに折れたのだ。

　フヴェズルングの持つ日本刀は、鉄に最適な炭素を加え、鍛たん錬れんに鍛錬を重ねた刃金で作られている。

　その強きよう靭じんさは、この時代で一いつ般ぱん的てきな青銅製の武具とは比べ物にならない。あれほど強く打ち付ければ、折れるのも無理はなかった。

　無理はないのだが、それは敵にはあずかり知らぬことである。

　自らの命を頼んだ愛剣が勝負の最中に折れるなど、絶対にあってはならぬことである。

　ほんの一いつ瞬しゆん、呆あつ気けにとられた敵の動きが止まる。

　そして、その隙を見み逃のがすフヴェズルングではない。

「ふんっ！」

　お返しとばかりに相手の右みぎ肩かためがけて袈け裟さ斬ぎりを仕掛ける。

　捉とらえた！　そう確信さえ抱だいたが、

「くっ！」
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　敵が地面を思いっきり蹴って、後ろに飛び退のく。

　斬！

　硬かたいものを切り裂さく手て応ごたえ、敵の鎧の胸部に深々と傷が刻まれるも、そこから血は噴ふき出さない。

「チッ、浅かったか」

　舌打ちしつつ、フヴェズルングは踏み込み、追つい撃げきの突きを放つ。

　が、敵はさらに後ろに飛び退き、フヴェズルングの一撃はかすりもしない。

　今の一連の攻撃は、神速の領域の中での肉体の限界を超こえた、フヴェズルングの生しよう涯がいの中でも会心の物であったが、敵はそれをあっさりと凌りよう駕がしてのけたのだ。

「脚力特化のエインヘリアルといったところか」

　腕わん力りよくはそれほどでもなかったが、こと脚力だけならあの化物、虎心王ドールグスラシルステインソールに匹ひつ敵てきするかもしれない。

　神速の境地を体得していなければ、今いま頃ごろ、フヴェズルングは確実に屍しかばねをさらしていただろう。

　間違いなく、強敵である。

「うおおおおお！　『波の乙女おとめ』が来たぞ!!」

「助かったぁっ！　乙女たちが来てくだされば百人力、いや千人力だ！」

「一気に押し返せーっ！」

　突如、前方の敵軍から息を吹き返したかのような歓かん声せいが巻き起こる。

　ついで騎兵の一人、また一人と槍やりに貫かれ落馬するのを視界に捉え、フヴェズルングは瞠どう目もくする。

「くくっ、我らだけで片付けてしまおうとは、やはり侮あなどりすぎたか」

　フヴェズルングは苦笑する。

　事前に頭に叩き込んでおいた情報から、フヴェズルングは該がい当とう項こう目もくを引っ張り出す。

『波の乙女』――確か《剣つるぎ》が誇ほこる九人の精鋭エインヘリアルだ。

　徒歩かちのまま圧倒的優位にあるはずの騎兵を屠るあたりその名に偽いつわりなしといったところか。

「ヒヒヒーン！」

　今度は左方から馬の断だん末まつ魔まの悲鳴が上がり、ズズーンと巨きよ体たいが地面に崩れる音が響ひびく。

「ほう、久しい顔じゃな」

　現れたのは、灰色の狼おおかみの毛皮を身にまとった野性的な風ふう貌ぼうの男である。

　筋骨隆りゆう々りゆうながら均整の取れた体たい躯くをしており腕力も俊しゆん敏びんさも兼かね備えているであろうことが一目でうかがえる。

　年の頃ころは三〇代後半から四〇代と少々とうが立っているが、身の丈たけを超える大槍を軽々と操あやつっているあたり、衰おとろえはまったく感じさせない。

「確かに久しいな、イェルハルト」

「ふんっ、《鋼はがね》の小こ僧ぞうにやられくたばったものと思っていたが、その犬に成り下がっておったとはな。ずいぶんと堕おちたものではないか、ええおい？」

　侮ぶ蔑べつも露あらわに、《雲くも》の宗主がせせら笑う。

　だが、そんな安い挑ちよう発はつに乗るフヴェズルングではない。冷静に今の状じよう況きようを判断していた。

　すでに敵は恐きよう慌こう状態を脱だつし、戦意を取り戻もどしている。

　こうなれば、いくら独立騎兵団がその戦せん闘とう力りよくにおいて他を圧倒するとは言え、多勢に無勢すぎる。

　ここらが潮時だった。

「父上っ！」

「ふっ、いいところに来た。はっ！」

　駆かけ寄ってきた部下の手を握にぎり、引き上げられるのに合わせて大地を蹴って、フヴェズルングはひらりと軽かろやかに馬の背にまたがる。

「撤退するぞ、ナルヴィ！」

「はっ！」

　小気味良い返事とともに、ナルヴィが手た綱づなを引き、愛馬を回頭させる。

　フヴェズルングも惚ほれ惚ぼれするほど鮮あざやかな手並みであったが、それでもそんな隙を見逃すほど、《雲くも》の宗主は甘あまくなかった。

「させるか！」

　馬の脇わき腹ばらめがけて、紫し電でんの突きを放つ。

　が、フヴェズルングもそこは読んでいた。

　刀を一いつ閃せん、その穂ほ先さきを切り払はらう。

「ぬっ!?」

　愛槍をあっさり破は壊かいされ、イェルハルトが鼻白む。

　そんな彼かれを馬上から見下ろし、意い趣しゆ返しとばかりにフヴェズルングはせせら笑う。

「ふふっ、いずれ近いうちに貴様もその《鋼はがね》の小僧の軍門に降くだる事になるさ。ではまた会おう！　さらばだ！　いくぞ、ナルヴィ！」

「はっ！」

　ナルヴィが腹を蹴るや、馬が勢い良く走り出す。

　と同時に、フヴェズルングは腰に下げた角笛を手に取り吹き鳴らす。

　撤退の合図である。

　さすがに独立騎兵団の精鋭たちは心得たもので、みな戦いの手を止め、脱だつ兎とのごとく逃げ出し始める。

　実に統率されきった、一糸乱れぬ見事な逃とう走そう劇げきだった。

「逃がすかぁっ！」

「ここまで好き勝手してはいそうですかって帰すかよ！」

　当然、さんざん暴れまわられた《鋼はがね》討とう伐ばつ軍の兵士たちが、殺気立ち、怒いかり狂った形相で追撃してくる。

「ふっ、飛んで火にいるなんとやらだな。やれ」

　フヴェズルングがサッと手をあげると、騎兵たちは馬を走らせたまま、上半身だけ後ろを振り返り、矢をつがえ追ってくる兵に次々と放つ。

　矢を喰らい、バタバタと兵士たちが倒れ伏ふしていく。

　それがまた、《鋼はがね》討伐軍の兵士たちの戦意を燃え上がらせる。

「「「「「ぶっ殺せーっ！」」」」」

　怒ど号ごうとともになお突っ込んでくる兵士たちだが、フヴェズルングは思わず苦く笑しようするしかない。

「おい、貴様ら、どうやら奴っこさんたちはまだまだ矢の雨をご所しよ望もうのようだぞ！」

「「「「「ほいさぁっ！」」」」」

　野や卑ひた掛け声とともに、騎兵たちが第二射を放つ。

　パルティアンショット。

　逃とう走そうしながら矢を放つ、未来の騎馬民族の一八番ともいうべき騎き射しや技術である。

　普通ならここまで戦意が高まった軍は強力極きわまりなく、ぜひとも交戦を避さけるべき相手だが、この戦法を持つ独立騎兵団にとっては、やられてもやられても追いかけてきてくれる格好のカモでしかなかった。

　そう、そのはずだった。

　突如、フヴェズルングを乗せた馬が急停止する。

「何事だ!?」

「そ、それが……」

　顔に驚きよう愕がくを貼はり付けたナルヴィの視線の先に目を凝こらすと、いつの間に仕し掛かけたのか、木製の柵さくが、ズラリと一列に二〇は並び、行く手を阻はばんでいる。

　しかも、先っぽを槍のごとく鋭えい利りに尖とがらせた丸太がいくつも前方に突き出された、凶きよう悪あく極きわまりない柵である。

　高さはそれほどでもないが、その分、しっかり数を揃そろえている。これは馬の、低い柵でも飛び越こえたがらないという習性をよく知ってのことだろう。

「いつの間に!?　一度も相あい見まみえたことのないはずの騎兵の対策をこうも鮮やかにしてのけるかっ！」

　さすがのフヴェズルングも苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になる。

　あえて防御に使うのではなく、敵を誘さそい込んだ上でその退路に仕掛けるなど、完全にこちらを殲滅にかかってきている。

　敵にはどうやら、恐ろしい策士がいるらしい。

　これが歩兵であったならば、どかすのは簡単だが、なまじ騎兵なだけに下りねばどうしようもない。

　しかし、とてもではないが、そんなことをしている暇はなかった。

　すぐそこまで追撃の手が迫せまっているし、柵の奥おくでは、これらを設置したと思おぼしき兵士たちが待ってましたとばかりに矢をつがえている。

「ちぃぃっ、まさかいきなり切り札を使わされる羽目になるとはな」

　忌いま々いましげに吐き捨て、フヴェズルングは懐ふところからてつはうを取り出す。

　いざという時の切り札として、勇斗から預かったものだった。

　ライターで火を点つけ、五つまとめて放り投げる。

　ドォン！　ドォン！　ドドドォン！

　立て続けに爆ばく音おんが轟く。

　柵は地面に埋うめ込まれたわけではない、ただ置かれた代しろ物ものであることが幸いした。

　さすがに騎き馬ば対策ということでかなり頑がん丈じように作られていたらしく、焦こげこそすれその原形を保ってはいたが、爆ばく発はつの衝撃にその場から吹き飛んでいる。

　柵を設置した連中も、耳をつんざく炸さく裂れつ音おんにすっかり茫ぼう然ぜん自じ失しつ、攻撃するのも忘れているようだった。

　道も拓ひらけた。逃げるなら、まさに今しかない。

「やれやれ、いきなりあいつに借りができてしまったな。まったく癪しやくな話だ」

　ふんっとつまらなさげにフヴェズルングは鼻を鳴らす。

　こうして独立騎兵団は辛からくも戦場を離り脱だつ、なんとか九死に一生を得たのである。







ACT 3







　独立騎兵団が苦い初うい陣じんを飾かざっていたのとほぼ同じ頃――

　勇ゆう斗とは昼夜を問わず馬を飛ばし、兵たちより一足早く族都ギムレーへと舞まい戻っていた。

　時刻は深夜であり、七氏族を従える大宗主レギンアークの帰き還かんにもかかわらず、出で迎むかえはない。門番が突とつ然ぜんの事態に目を白黒させている。

　先さき触ぶれよりも早く到着しているのだから、当然といえば当然だった。

　日々の鍛錬は欠かさずこなしているものの、基本的には机の上で書類とにらめっこという毎日を送っている勇斗である。

　歩兵が普通七日かかるところをわずか一日半という強行軍に、すっかり疲労でへとへとになっていたが、最後の気力を奮い起こして馬を下りるやフェリシアを連れ宮きゆう殿でん内ないを駆け走る。

「レ、大宗主レギンアーク様!?」

「あっ、お待ち下さい。すでに母上はお休みになって……」

「一刻を争う。通せ！」

　問答している時間さえ惜おしい。

　制止してくる衛兵たちを強ごう引いんにどかし、勇斗は部屋に押し入る。

「リネーア！」

「すー……すー……」

　名を呼んでも安らかな寝ね息いきしか返ってこない。

　毎日、誰よりも早く出仕し、誰よりも遅くまで働いている娘むすめである。それは眠りも深かろう。

　このまま寝かせておいてやりたいところではあるのだが、そうも言っていられない。

「すまん、リネーア、起きてくれ」

　肩かたを抱き、思いっきり揺ゆさぶる。

「う、ううん……」

「起きたか？」

「むにゃっ……ふふっ、父上……お慕したい申し上げております」

「へ？」

　突然の愛の告白に、勇斗は急ぎの状況だということも忘れて呆気にとられる。

　ついでカーッと顔が熱くなる。

　もちろん、リネーアに男として好かれていることは知っている。

　しかし、寝ぼけてまでもというのは、それが心からというのが伝わってきてやばかった。

「む～、わたくしだって寝てる時もお兄様のことを想おもっておりますから！」

　隣となりでは、フェリシアが頬ほおを膨ふくらませて言う。

　リネーアとの仲を取り持ったのはお前ではないかと勇斗は思ったものだが、どうも勇斗が顔を紅あかくしたことで、対たい抗こう心しんを掻かき立てられたらしい。

「い、今はそんなこと言ってる場合じゃないだろ。おい、リネーア、起きてくれ！」

　こっ恥ぱずかしさにいたたまれず、慌てて勇斗はリネーアをもう一度揺さぶる。

　その甲か斐いあって、リネーアがうっすらとその目ま蓋ぶたを開く。

「ん～……父、上？」

「お、すまん、起こして。実は、むぐっ!?」

　目が合った瞬間、ガバッと抱き寄せられ、唇を塞ふさがれる。

「ふふ～、父上～♥」

　唇を離はなしたかと思えば、今度はすりすりと頬ずりされる。

　どうやらまだ寝ぼけているらしい。
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　これもなんというか、先程以上にやばい。

　リネーアの柔やわらかな感かん触しよくに、自分への思し慕ぼに、さすがに身体が反応してしまう。

「む～、こうまで見せつけられてはわたくしも参戦しないわけには……っ！」

「張り合うな！」

　勇斗の悪あく戦せん苦く闘とうは、それからリネーアがしっかりと目を覚ますまで、しばらく続いたのだった。







「も、申し訳ございません、父上。てっきり夢の続きだとばかり……っ！」

「ああ、いい、いい。こんな夜中に押しかけた俺が悪いんだ。そんなことより、戦せん況きようはどうなっている!?」

　平ひら謝あやまりするリネーアを勇斗はバッと手で制し、すぐさま本題に入る。

　ただでさえ妙みようなことで時間を食ったのだ。

　ここでさらに押し問もん答どうに時間を費やす気はなかった。

　リネーアも咄とつ嗟さの事態には少々弱いが、頭の回転は極めて速い少女である。歳とし相応の少女から、瞬またたく間に大国の宰さい相しようの顔になって端たん的てきに答える。

「はい、ダウエ城が落ちました」

「なっ!?　マジか!?　いくらなんでも早すぎだろ」

　いきなりの最悪な報告に、さしもの勇斗も驚きを露わにする。

　今回の《雷いかづち》征せい伐ばつから連なる敵の燻いぶり出し作戦のいわば要ともいうべき城が、まさしくダウエだったのだ。

「いったい敵はどんな手を使ったんだ？」

　まず最初に頭に思い浮かんだのは、《灰》の宗主パトリアークドーグラスと同じ疑問だった。

　ダウエ城の堅けん牢ろうさは、これまで勇斗も幾度となく耳にしている。

　結けつ婚こん式しきを挙げる少し前にお忍びで訪おとずれ、実際にこの目でどんなものかしっかり確認もしている。

「にわかには信じられないのですが、強きよう攻こうで力ずくで落とされた、と」

「……ふむ、大軍だからといって、そう易やす々やすと落ちる城ではないはずなんだが」

　地形を上手うまく利用し、敵が大軍であろうとその利を活いかしにくいよう作られていた。

　平衡錘投石器トレビユシエツトなしで落とせと言われたら、勇斗も正直お手上げというしかないほどの堅城だった。

　だからこそ、今回の討伐軍の本命であろう東からの大だい攻こう勢せいにも、この城ならばしばらくは食い止められると当てにしていたのだ。

　それがわずか数日ももたずに落ちるなど、普通では考えられない事態であった。

　つまり、逆説的に言えば、普通ではない何かがある、ということか。

「やっぱり一ひと筋すじ縄なわじゃいきそうにねえな。……他の地域はどうなっている？」

　攻せめこまれているのは、何も東からだけではない。

　西部もまた、《豹ひよう》の残党と《蹄ひづめ》から侵しん攻こうを受けたと聞いている。そちらの様子もやはり気になった。

「《麦》もなかなかに厳しい情勢のようです。至急、援軍を乞こう、と。現在、我わが《角つの》の若頭補佐ほさハウグスポリを救きゆう援えんに向かわせたところです」

「そうか。いい判断だ」

　うんと勇斗も一つ頷うなずく。

　ハウグスポリは女性にだらしなく、飄ひよう々ひようとして掴つかみどころのない男ではあるが、今回のようなケースではむしろ適任と言えよう。

　あくまでまずは「撃げき退たい」ではなく、「しのぐ」ことが第一である。

　下手に血気盛んな男では、功に焦あせっていらぬ損害を出しかねない。その点、ハウグスポリなら、冷静な判断が期待できる。

「スカーの兄弟からは、『《豹ひよう》のことは心配御ご無む用よう。他の地域に兵を回されよ』との書簡が届いております」

「ふっ、あのひとらしいな」

　これまで厳しい情報が続いていただけに、その頼たのもしさに勇斗も自然、顔がほころぶ。

　現《豹ひよう》の宗主スカーヴィズは、その武勇もさることながら、守戦の名手としてビフレスト一帯にその名を轟かせていた男である。

　ミュルクヴィズの守将として、騎き馬ばとの戦いにも慣れている。あの男が心配ないと言うのなら、任せて他に専念してもいいのだろう。

「となると、やはり問題は東か」

　む～っと眉み間けんにしわを寄せ、勇斗は唸うなる。

　改めて、ダウエ城が落とされたのは痛かったと言うしかない。

　エインヘリアルは万まん人にんに一人とさえ言われるほど稀き少しような存在だが、今回は東側だけで、《剣》《雲くも》《牙きば》《兜かぶと》《槍》と、そうそうたる列強が足並みを揃えているのだ。

　それだけに、兵力だけでなく、多数のエインヘリアルが在ざい籍せきしているであろうことは想像に難かたくない。

　おそらくは勇斗が思いもよらない、ステインソールに匹敵するようなとんでもない能力の持ち主が、その中にいるのだろう。

　だが、普通じゃないのは《鋼》とて同じである。

「頼んだぜ、兄弟。俺おれが行くまでなんとかしのいでくれよ」







　フヴェズルングとしては、初戦をしてやられたと苦々しく感じていたが、一方の《鋼はがね》討伐軍にしてみても、それは同様だった。

　さんざん暴れ回られたあげく、仕掛けた罠わなはあっさりと抜ぬけられ、おめおめと取り逃がしたのである。

　こちらは数百人からの死傷者を出したが、敵はせいぜい数十人。結果だけを見れば完敗である。

　むしろ腹立たしさでは、彼らのほうがはるかに上だったと言えよう。

「完全に～、想像の上をいかれちゃったわ～」

　襲しゆう撃げきから一夜明けた翌朝、バーラはしゃがみこんで焦げた木柵を検分しつつ、残念そうに独りごちる。

　馬にはこの柵は越えられないはずだったが、まさか未知の兵器で吹ふき飛ばして無理やり道をこじ開けてしまうだとは、まったく思いもよらなかった。

　完かん璧ぺきに策に搦からめとったというのに、それを覆くつがえされたのは初めての経験である。

「なるほどね～、これは確かにとんでもない脅きよう威いだわ～」

　この柵を吹き飛ばした、雷いかづちのような轟ごう音おんを発する兵器が、ではない。

　いや、その兵器自体も確かに脅威といえば脅威なのだが、知っていればなんとか対処はできる。

　最も恐おそろしいのは、敵が次々と新兵器を作り上げている、ということだ。

「確かにこれは～、一刻も早く潰しておかないと～、手に負えなくなるわね～」

　今、戦場を蹂じゆう躙りんした騎兵しかり、エルナの愛剣を叩たたき折ったという鉄の武器しかり、そしてこの雷玉しかり、どれ一つとっても、戦局を左右しかねないほど強力な代物だった。

　こんなものがまだまだ他にもあるのだろうか？

　勇斗がダウエ城を落とした《力》に得体の知れなさを感じたように、奇くしくもバーラもまた、勇斗の存在に底知れぬ畏い怖ふを感じていた。

「済みませんバーラ姉。あの時、あたしがあの敵将を討うち取っていれば……っ！」

　憤ふん懣まんやる方なしという風に、渋じゆう面めんのエルナが謝あやまってくる。

「仕方ないわよ～。敵もかなりの凄すご腕うでだって話だし～？」

　バーラはひらひらと手を振って、労いたわりの言葉を口にする。

　エルナは、少々頭は足りないかもしれないが、こと戦闘能力に限るなら『波の乙女』の中でも、ダントツの強さを誇る。

　ルーンのもたらす神力アースメギンの全てを脚力に注ぎ込んだ彼かの女じよの踏み込みは、まさしく雷いかづちの如しであり、その初太刀をかわすのは容易ではない。

　バーラも一応エインヘリアルであり、そんじょそこらの兵士など軽くひねれる剣けん腕わんの持ち主なのだが、未いまだに一度も防げたことがない。

　それをまさか初見で見切り防ぐなど、これはもはや敵のほうを褒ほめるべきだろう。

「それなんですが、少々妙なことが」

「ん～？」

「敵の騎兵部隊の長は、確か銀ぎん髪ぱつの氷のような女、だったはず。しかし、指示を出していたのは、得体のしれない仮面の男で……あと兵たちも、身にまとっているのは、毛皮やなめし革がわの類で、どこか遊牧民ぽかったと言いますか」

「仮面～？」

　バーラは訝いぶかしげに小首を傾かしげる。

　遊牧民で仮面といえば、思いつくのは《豹ひよう》の宗主『仮面王グリームニル』フヴェズルングである。

　先の《豹ひよう》征伐で、《鋼はがね》に捕ほ縛ばくされたと聞いたが……

「そもそも《鋼はがね》の騎馬部隊『親衛騎団ムスツペル』は、せいぜい五〇〇かそこらだったはず。しかし、今回襲おそってきた奴やつらは、間違いなく二〇〇〇はいたかと」

「それについては、俺に心当たりがある」

　そう言って話に割り込んできたのは、《雲くも》の宗主イェルハルトである。

「そういえばイェルハルト殿どの。なにやらあの仮面の男と顔見知りのようでしたが……」

「うむ、あやつは《豹ひよう》の宗主フヴェズルングじゃ。一年以上前、不ふ可か侵しんの約定を結んだ時に一度、顔を合わせたことがある」

「あ～、やっぱり～。そうでしたか～」

　頬に手を当て、バーラは大きく溜ため息いきを吐つく。

　悪い予感ほど当たるというのは、どうも本当らしい。つまりまた別個に、《鋼はがね》最強と名高い親衛騎団ムスツペルも存在するというわけだ。

　騎き兵へいの圧あつ倒とう的てきな戦闘力は、今回の戦いで嫌いやというほど味わった。それが当初の見込みの軽く五倍以上いるということになる。

　そして、敵が最後に見せたあの技術。

「これはかなり厄やつ介かいなことになるかもしれませんね～」

　バーラのその言葉は、すぐに現実のものとなる。







　翌日――

「はははっ！　《鋼はがね》の臆おく病びよう者ものどもめ。矛ほこも交えずに逃げ出すとは情けない奴らだ」

　……。

　…………。

「性しよう懲こりもなくまた来たか。今度は逃げるなよ？」

　……。

　…………。

「くそっ、また逃げられた！」

　吐き捨てると同時に、エルナはダンダンッと苛いら立だたしげに地面を踏みつけた。

　熊くまでも歩いているような地じ響ひびきに、周囲の兵士たちが思わずビクッと身体を震ふるわせる。

「落ち着きなさーい、エルナ～」

「これが落ち着いてなどいられますか！」

　バーラがとりなすも、烈れつ火かのごとき咆ほう哮こうが返ってくる。

　気持ちはわからないでもなかった。

　昨日の今日で例の騎馬隊が幾度となく攻めてきて、その度に取り逃にがしているのである。

　しかも、まだ昨日は多少なりとも敵に打だ撃げきを与あたえられたものだが、今日は被ひ害がいを受けるのはこちらだけで、相手にはなんら損害を与えることもできないという体ていたらくである。

　というのも、

「くそっ、あの卑ひ怯きよう者ものどもめ！　こちらが届かない距きよ離りから矢をけしかけてきて、こっちが近づくと矢を放ちながら逃げる。まったく腹立たしい！」

　からである。

「今回は後一歩のところだったのに！　おのれ、次こそは必ずひっ捕つかまえてこれまでの借りを返してくれる！」

　パンッ！　と手のひらに拳こぶしをしたたかに叩きつけて、エルナはさらに闘とう志しを燃やす。

　すっかり頭に血が上っているらしい。

　そんな彼女の頭を、バーラはポカッと小こ突づく。

「だから、落ち着いて～、冷静になりなさいってば～。エルナ～、貴女あなた、完全に敵の術中にハマっているわよ～？」

「ええっ!?」

　ギョッとした顔で振ふり返るエルナに、バーラは肩をすくめて、

「普通に考えて、いくら人が乗ってたって、馬に人が追いつけるわけがないでしょ～？」

「あ～、そういえばそうでした……」

　今さら気づいたように、エルナは言う。

　この娘に限って言えば、それが可能だっただけに、なおさら失念していたのだろう。

「速度を落として～、わざと追いつかせていたのよ～。矢を浴びせるためにと～、そして～、兵を疲つかれさせるためにね～」

　人を何より疲ひ弊へいさせるのは、徒労である。

　これがあっさりと逃げられるなら兵も追わないのだが、あと少しでなんとか追いつけそう、と散々に走らされてしまった上で、敵兵一人倒たおすこともできず、とぼとぼと帰還させられるのだ。

　こんなことが数日も続けば、《鋼はがね》討伐軍の兵は、心身ともに疲れ果て、来る《鋼はがね》本隊との決戦前に使いものにならなくなっているだろう。

「くそ～っ、ならばあたしが一人先行して敵を足止め……」

「いくら貴女が強いと言っても～、多勢に無勢すぎるわよ～」

　血気にはやるエルナを、バーラは苦笑しつつ押し止とどめる。

　彼女は《剣》の大黒柱の一人である。そんな犬死にをさせるわけにはいかなかった。

「しかしこのままでは、徒いたずらに兵と士気を失うだけです」

「ん～、そうなのよね～。ほんと～どうしようかしら～。困ったわ～」

　バーラは腕うでを組み、しきりに首を捻ひねる。

　その間延びした口調からいまいち緊きん張ちよう感は感じられないが、一応、本人としてはかなり深刻に悩なやんでいたりする。

　近づくことさえ難なん儀ぎなのだ。いかな神しん算さん鬼き謀ぼうで近きん隣りんに名を馳はせるバーラとて、正直なところ、手の打ちようがない。

　これまで《剣》が戦場で無敵を誇ったのは、いかなる難敵も打ち破るファグラヴェールの《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》という最強の奥の手があったからに他ならない。

　が、この相手には、それさえおそらく通用しないだろう。

　こんな戦い方もあるのか、と正直、舌を巻いているほどである。

　唯ゆい一いつ、対たい抗こう策さくといえるのが、土ど塁るいや馬防柵を設けて馬が入ってこられないようにする、というものだが、攻め込んでいるのに守りを固めるのは本ほん末まつ転てん倒とうというものだろう。

　そもそも一いつ朝ちよう一いつ夕せきに築けるものでもなく、さんざん妨ぼう害がいを喰くらうことは目に見えている。

　そうして疲弊しきったところに《鋼はがね》本隊に到着などされては目も当てられない。

「つくづく～、最初の時に～、仕留められなかったのが痛いわね～」

　それにより相手がこちらを警けい戒かいするようになり、不用意に突っ込んでくることがなくなってしまった。

　たとえ隙すきを見せたところで、もう二度と近づいてきてはくれまい。

　下手に大だい打だ撃げきを狙ねらわず、チクチクチクチクと遠えん距きよ離り攻こう撃げきに終始するはずだ。

「うっ、す、すみません」

「あ～、違ちがうのよ～。貴女を責めたわけじゃなくて～」

「しかし……」

「ふむ、お困りのようですな？」

　暗雲が立ち込める中、なんとも余よ裕ゆうのある声が割り込んでくる。

　豊かなひげが印象的な、小太りの男である。着ている物は希少品の絹製であり、彼が高貴な身分の人間であることを示している。

「貴方あなたは～……」

「アレクシス殿っ！」

　二人がよく知り、そして最も警戒する人物であった。

　神しん儀ぎ使しアレクシス。

　表向きこそ、神帝テイウダンスの代理として各氏族の盃さかずきの取持人役を務めているが、裏では《槍》の宗主ハールバルズと繋つながっている事をバーラたちは突つき止めている。

　今回もハールバルズの「目」として、軍に同行していた。

「何用ですか？」

「ふふっ、そう邪じや険けんにしないで欲ほしいものですな。せっかく耳寄りな情報を持ってきたといいますのに」

「耳寄りな情報～？」

　オウム返ししつつ、バーラは訝しげな目でアレクシスを見る。

　水面下で権力争いを続けてきた政敵ハールバルズの犬である。何か裏があるのではないかと疑ぎ惑わくを抱いだいてしまうのは致いたし方なかった。

　それはアレクシスも承知のことらしく、あっさりと受け流してにんまりと笑え顔がおを作って続ける。

「ええ、ハールバルズ様が、貴女がたにぜひ協力したい、と」







「当てが外れたな。ここに餌えさはないぞ」

　トコトコと朝あさ露つゆに濡ぬれた草の上を歩くカラスを見下ろし、フヴェズルングは声をかける。

　屍し肉にくを漁あさるカラスは、戦場では実に見慣れた存在だ。

　血の臭においを嗅かぎつけてか、どこからともなく集まってくるのだ。

　それゆえ不ふ吉きつな存在とされ忌いみ嫌きらわれているが、フヴェズルングはしたたかで抜け目のない彼らが嫌いではない。

　それは宗主や将になにより求められる重要な資質ではないか。

　自分もかくありたいものだ、そんなことをとりとめなく考えていると、放っていた斥せつ候こうの一人が慌あわてた様子で帰ってきた。

「親父おやじ！　ダウエ城に陣じん取どっていた討伐軍が、西進を開始しやしたぜ！」

「そっちを選んだか。やはり相当な切れ者がいるらしい」

　フヴェズルングは口元に手を当てふむと頷いた。

　彼としては、騎馬隊による一いち撃げき離り脱だつ戦法への敵の反応は、大きく分けて二通りと考えていた。

　すなわち、万ばん全ぜんの態勢で待ち構えて迎げい撃げきしてくるか、出てこざるを得ない状じよう況きようにして誘おびき寄せてくるか、だ。

　フヴェズルングとしては前者のほうが都合がよかった。

　彼の目的は討伐軍の撃退ではなく、《鋼はがね》の本隊が来るまでの間、敵を足止めしつつ疲弊させること、である。

　迎撃するため動きを止めてくれるなら、まさに願ったり叶かなったりだったのだが、敵の嫌がることをするのが兵へい法ほうであり、その意味では敵は英断だったといえる。

「目指すは当然、ヴィーグリーズだな」

　周辺の農村も含ふくめれば、数万単位の人間が生活をしている《灰》の族都である。

　ここを攻めれば、うっとうしくも一撃離脱を繰くり返す騎馬部隊も、これまでのように逃げずに本ほん腰ごしを入れて戦うしかなくなるという算段だろう。

　そして、それは概おおむね正しいと言える。

　子分は親分に絶対の忠誠を誓ちかい、親分は子分を庇ひ護ごし、その後ろ盾だてとなる。

　それがユグドラシルにおける誓せい盃はいであり、もし族都ヴィーグリーズまで落とされようものなら、傘さん下か氏族を守れなかったということで、《鋼はがね》の威い信しんは大きく損そこなわれる。

「少々、面めん倒どうなことになったな」

　ダウエからヴィーグリーズまで歩兵ならざっと三日、一撃離脱戦法で足止めしたところで、それを倍にするのがせいぜいといったところだろう。

　一方、《鋼はがね》の本隊到着まではあと二〇日以上はかかる。

　難なん攻こう不ふ落らくのダウエ城をたった一日で陥かん落らくさせた連中だ。普通に計算すると、どう考えても間に合わない。

「まあ、それでもなんとかせねばならない、か」

　フヴェズルング個人としても、ヴィーグリーズを落とされるわけにはいかない事情があった。

　自国の領土さえ焼き払はらった男だ。つい数日前に足を踏ふみ入れたばかりの土地などどうなろうと知ったことではないが、《鋼はがね》内部での評価が落ちるのはできる限り避けたいところである。

　ひっそりと余生を過ごすには、彼はまだ若すぎた。しばらくはこの動きやすい地位で、自分を倒し超こえた男の行く末を見ていたかった。

「フッ、とりあえず今できることをするのみ、だな」

　バサッと外がい套とうを翻ひるがえし、フヴェズルングは立ち上がる。

　考える時間はまだある。そして討とう伐ばつ軍の進行速度を落としておいて損はない。

「者共、いくぞ！」

　掛かけ声とともにフヴェズルングは馬を駆かけさせ、独立騎兵団もそれに続く。

　そして馬を走らせること半刻、行軍中の討伐軍を発見する。

　と、同時に討伐軍のほうから高らかに銅ど鑼らが鳴り響ひびいた。昨日散々してやられただけに、しっかり独立騎兵団の奇き襲しゆうを警戒していたらしい。

　だが、大した問題ではない。

「矢を射かけよ！」

　フヴェズルングの号令とともに、独立騎兵団から一いつ斉せいに矢が放たれる。

《鋼はがね》から支給された、親衛騎団ムスツペルも使っている新型の複合弓コンポジツトボウである。

　独立騎兵団の面々がそれまで使っていた弓矢とは比べ物にならない飛ひ距きよ離りが出る。このおかげで、敵の射程外から、つまり、一方的に攻こう撃げきすることができるのだ。

　大空へと打ち上げられた矢が、大きく弧こを描えがいて雨となって討伐軍へと降り注ぐ。

　タタタン！　タタタン！

「むっ!?」

　小気味良い音とともに、矢が討伐軍の兵士たちが構える木製の盾たてに次々と突き刺ささっていく。

　鉄の矢でも貫つらぬけない辺り、かなり厚手のもののようだ。

「……妙だな」

　フヴェズルングは仮面の奥で眉まゆをひそめる。

　昨日まで、討伐軍の兵士はもっと薄うす手での盾を使用していた。ヤジリが石や木を尖らせただけという矢には、それで防ぐには十分だったのだ。

　昨日の今日で、そんなものを三万という全軍に行き渡わたらせられるとは思えない。

　数氏族からの寄せ集めの軍隊ということを考えれば装備が一律というのも考えにくく、たまたま今回は厚手の盾の部隊に当たっただけ。

　そう考えられなくもなかったが、なぜか嫌な予感がした。

　その瞬しゆん間かんである。

「「「「「おおおおおおおおっ!!」」」」」

「「「「「おおおおおおおおっ!!」」」」」

　突とつ如じよ、右斜め後方と、左斜め後方から、鬨ときの声が巻き起こった。

「なっ!?　なんだ!?」

　ぎょっとしてフヴェズルングは後ろを振り返る。

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのかわからなかった。

　本来なら、考えるまでもなく、答えは一つである。

　しかし、フヴェズルングをもってしても、そこに行き着くのに数瞬の時を要した。

　絶対にあり得ぬはずのことだったからだ。

「伏ふく兵へいだとっ!?」

　地響きと土つち煙けむりを巻き上げて、討伐軍の旗を掲かかげた兵士たちが突っ込んできていた。

「解せん！　どういうことだ!?」

　伏兵を仕し掛かけたからには、つまり、敵がどこを攻めてくるかわかっていたということだ。

　これが偽ぎ装そう撤てつ退たいをし、所定のところまで敵をおびき寄せた、というのならわかる。

　もしくは斥候により敵を早期発見していた、でもいい。

　だが、今回はそのどちらでもない。

　敵は偽装撤退などしておらず行軍中で、長ちよう蛇だの列を作っている。そのどこを、加えるなら、左右どちらから襲ってくるかなど、わかるはずがない。

　斥候により察知されていた？

　それこそ有り得ない。

　独立騎兵団は疾しつ風ぷう迅じん雷らいの機動力が持ち味だ。

　歩兵の斥候が戻もどるよりもはるかに速く、敵に接近できる。

　大きく目をつぶって、なんとかそれが可能だったとしても、だ。これほど大規模な策を仕掛ける時間などなかったはずだ。

「くっ、わけがわからん！　が、今はそんなことを考えている場合でもない、か」

　すでに来た方角、すなわち退路は敵てきの伏兵に塞がれ、包囲された状況にある。

　このままでは全ぜん滅めつするのは時間の問題だ。

　迷っている時間はなかった。

「全軍突とつ撃げき！　このまま突き抜けるぞ！」

　フヴェズルングは腰こしの刀を抜き放ち、自ら先せん陣じんを切って敵軍へと正面から切り込んでいく。

　どうせ死ぬなら潔いさぎよく、などという諦てい観かんからの判断ではない。

　そここそが唯一の活路と判断してのことだ。

　これほどの大軍だ。

　優ゆう秀しゆうな前線指揮官もいれば、その逆も当然いる。

　確かにユグドラシルは実力主義であり、力ない者が上の地位につくことは少ないが、人には得手不得手というものがある。

　武力に優すぐれた人間が、人を指揮する能力にも長たけているとは限らない。

　しかも数氏族の寄せ集めの軍だ。

　意思疎そ通つうが上手くいかず、部隊間の連れん携けいにもほころびがある。

　普通の人間なら、否いな、かなり熟練した人間でさえ見み逃のがすであろう兵士たちの些さ細さいな動きから、彼かれはそこを正確に見み抜ぬくことができた。

　まさしく、勇斗が絶賛する卓たく越えつした観察眼の為なせる業わざである。

　鋒ほう矢しの陣により、一点突とつ破ぱに戦力を集中させたのもよかったのだろう。

　激戦の末、独立騎兵団はなんとか敵陣を貫き、戦場を離り脱だつする。

　包囲さえ抜けてしまえば、後はもうこちらのものだった。

　騎馬の機動力を存分に活かして追撃をあっさり突き放し、多少の損害こそ出したものの、なんとか窮きゆう地ちを切り抜けることに成功する。

　が、これが独立騎兵団を襲う恐きよう怖ふの序章にすぎないことを、こののち彼らは嫌というほど思い知ることになる。







「くあー、ひでえ目に遭あったぜ」

「あいててて、馬乳酒を呑のむと傷が痛む」

「じゃあ、呑むなよ」

「うっせ、呑まずにやってられっか」

　真夜中の森の中、独立騎兵団の男たちは小さな火を囲んで、喧けん々けん囂ごう々ごうでやりあっている。

　言葉は荒あらいが、ギスギスした空気というほどでもない。

　独立騎兵団は戦場を離脱後、ダウエ近きん郊こうの深い森に潜せん伏ぷく、戦の疲れを癒いやしているところだった。

「おい、明日もあるんだ、ほどほどにしておくんだぞ？」

　釘くぎを刺したのは、もちろん、この部隊の長おさフヴェズルングである。

「へへっ、わかってますって」

「これぐらい酔よったうちに入らねえっすよ」

「てか、こうも寒いんじゃ、酒ぐらい呑まねえと身体が冷えて風邪かぜ引いて逆に明日に障りまさー」

　すでに小麦の収しゆう穫かくも終わり、季節は秋の中なか頃ごろを迎むかえている。

　ただでさえそろそろ野宿するには難しい時期であることに加え、ビフレスト盆ぼん地ちは平地よりさらに冷える。

　敵に居場所を知られてしまう恐れがあるため焚たき火をするわけにもいかず、ゆえにフヴェズルングも少量の酒を許可したのである。

「随ずい分ぶんと慕したわれておりますなぁ」

　そう言って、フヴェズルングに近づいてきたのは、彼のお目付け役である親衛騎団ムスツペルの副団長ベムブルである。

　戦せん闘とう能力こそ大したことはないが、団内の調整役であり、それだけに人をよく見ている男だ。いかにフヴェズルングと言えど、彼の目を盗ぬすんでよからぬことを企たくらむのは至難の業と言える。

　もっともその気もないが。少なくとも、今のところは。

「正直、独立騎兵団の皆みながフヴェズルング殿の命令に従うのか、少々心配だったのですが、どうやら杞き憂ゆうだったようです」

「ふん」

　つまらなさげに鼻を鳴らし、フヴェズルングはちびっと盃をあおる。

　ベムブルの心配も、わからないではなかった。

　自らの生死がかかっているのだ。器量のない者には、部下はついてこないものだ。

　フヴェズルングはこと勇斗との戦いでは、負け続きだ。ナーストレンドの戦いに、ケルムト河の戦い、そして《豹ひよう》征伐と、かなりの死傷者を出した。

　今回も敵にしてやられており、彼の命令を聞くのを嫌がる者が出たとしても、なんらおかしくはなかった。

「ははっ、そりゃ無用の心配ってやつだな」

「そうそう、このひとの実力は、共に戦ってきた俺たちがよく知っている」

「たった一年で、ミズガルズ西部を制したんだからな。いやぁ、ありゃ凄すごかった」

「《鋼はがね》との戦いに関しては、まあ、相手が悪かったと言うしかねえしな」

「うんうん、荷車の壁かべに、雷玉、あんなもん用意されたら勝てるわけねえや」

「それでも、次々と対策を講じるんだぜ？」

「まったく大したひとだよ」

　独立騎兵団の者たちが、口々にフヴェズルングを褒め称たたえる。

　フヴェズルングは小さく苦く笑しようをこぼして、

「ふふっ、お前らの考えなどお見通しだ。おだてたところで、酒はもう出さんぞ」

「ちぇっ、親父のいけず！」

「褒めて損した！」

「そうだ、酒出さねえと言うこと聞いてやらねえぞ？」

「そりゃあいい」

　ドッと場が沸わき立つ。

　これに面食らったのが、ベムブルをはじめ親衛騎団ムスツペルの面々だ。

《狼おおかみ》時代から法の支配を進めてきた《鋼はがね》は軍規に厳しい。中でも親衛騎団ムスツペルは長であるジークルーネの性格も相まって、特に厳格な気風である。

　そんな彼らにしてみれば、仮にも元は大国の宗主に対して、このような態度で接するなど絶対に許されることではない。

「随分とその、あ～、砕くだけた気風のようですな」

「ふっ、ミズガルズの男は粗そ野やで礼れい儀ぎを知らないからな」

「はあ……」

　ベムブルは曖あい昧まいに頷く。

　さすがの親衛騎団ムスツペル副団長も、文化の違いにすっかり呑まれているようだった。

「まあ、これでも命令には至って忠実だ。問題な……ん？」

　不意に鳥たちが一斉に羽ばたく音が響き、フヴェズルングは言葉を止め、訝しげに空を見上げる。

　普ふ段だんなら、大して気にもせずに意識を通りすぎていっていただろう。

　しかし、昼間の一件から、妙みような胸むな騒さわぎがした。

　夜に動く鳥もいるにはいるが、基本的に鳥は昼飛ぶものである。

「おい、貴様ら、すぐ動けるよう準備をしておけ。レキ、スコラ、鳥が飛んできた方角を探さぐってこい」

「へーい」

「あいあいさー」

　命令された男たちが愛馬を駆って、フヴェズルングが言った方角へと駆けていく。

　鳥はちょっとしたことで驚おどろき、一斉に羽ばたく生き物だ。近くに肉食の鳥や獣けものが現れたとか、そんな程度の可能性のほうが高い。

　だが、用心しておくに越こしたことはなかった。

　このフヴェズルングの判断は、結果としてその後の独立騎兵団の命運を大きく分けた。

　しばらくして――

「親父！　敵だ！　敵がこっちに近づいてきてる！　かなりの数だ！」

　斥候に出した男たちが慌てて駆け戻ってきて叫さけぶ。

「ちぃぃっ、なぜ俺たちの居場所がわかる!?」

　苛立たしげに、フヴェズルングは吐き捨てる。

　戦場を離脱後、追手がついてきていないことは念入りに確かく認にんした。敵てき影えいが見えなくなってから、進路も変えた。

　昼間の奇襲を時間・場所ともに読んでいたことといい、不可解極きわまりなかった。

「とりあえず、ずらかるぞ！」

　命令を下すや、フヴェズルングも愛馬に飛び乗り駆け出す。

　前もっての指示で準備ができていたおかげで、独立騎兵団の男たちもすぐさまその後ろに続く。

　この初動の差は大きかった。

　もしフヴェズルングが鳥の羽ばたきを無視していれば、敵の奇襲を受け相当に手痛い打撃を被こうむっていたに違いない。

　だが、その後も、独立騎兵団の苦難は続いた。

　襲撃すれば以前と同じように用よう意い周しゆう到とうな待ち伏ぶせを受け、どこに逃げてもあっさりと居場所を特定され、逆に奇襲を仕掛けられる。

「いったいどういう知ち恵え者しやだ!?　いくらなんでも見えすぎだろう!?」

　当然のことながら、航空機も、通信機もない時代である。探たん索さくはもっぱら人力に頼たよるしかない。

　いかに《灰》が小国とは言え、人の足では相当な広さがある。

　こうも容易たやすくこちらの居場所・動きを察知するなど常識では考えられなかった。

「天上から全てを見下ろす神ならばともかく、地を這はうことしかできぬ人間に、果たしてここまで見通せるものなのか!?」

　あまりの戦せん慄りつに、フヴェズルングの背筋を冷たいものが流れた。







（ふふふっ、なかなかに勘かんがいいではないか。まあ、本人は自分が正解を言い当てたなどとは気づいておらぬようじゃがな）

　そんなフヴェズルングを、空から見下ろす小さな影かげがあった。

　ばさっと翼つばさを羽ばたかせ、逃げる彼を堂々と追いかける。

　その影が「人」であったならば、いやせめて地を駆けて追ってくるものなら、観察力に長けたフヴェズルングである。あるいは気づいたかもしれない。

　闇夜を飛ぶ黒いカラスなどそうそう目視できるものではなく、また今まさに敵に追われているというのに、落ち着いて空など見ていられるはずもない。

　だからこそ、気付けない。

　彼こそが監かん視し者である、と。

（確かに貴様らはこのユグドラシルで、他を隔かく絶ぜつして最速の部隊であろう。じゃがそれでも、この儂わし、ハールバルズ様の目からは逃のがれられはせぬ）

　カラス――ハールバルズはニィッとその紅あかい目を禍まが々まがしく輝かがやかせる。

　他の生き物に憑ひよう依いしその意識を乗っ取る。

　それがハールバルズの《力》だった。

　とは言っても、基本的に乗っ取れるのは知能や自じ我がが低い生き物だけである。

　人間ほどになると、眠ねむっており意識のない状態でもなければまず無理であり、しかも意識が戻った瞬間には弾はじき出される程度の、実に弱く中ちゆう途と半はん端ぱな能力だ。

　だが、どんなものでも使いようである。

　ネズミやリスなどの小動物に乗り移れば、宮きゆう殿でんのありとあらゆる場所に潜もぐり込む事ができたし、鳥に乗り移れば今回のように敵を上空から監視できる。

　そうして集めた情報こそが、彼をここまで上り詰つめさせた『力』だった。

　政敵の秘密を暴あばき次々と失しつ脚きやくさせ、外部の敵も罠わなに陥おとしいれ自らの戦功とし、長き年月をかけてその権力を増大させてきたのだ。

　今や彼の圧倒的情報収集能力は周知のものであり、帝てい国こくでは彼の陰かげ口ぐちを叩たたく者さえ滅めつ多たにいない。

　神帝テイウダンスシグルドリーファとファグラヴェールたち《剣つるぎ》の連中ぐらいである。

　もっともその彼らとて、今やハールバルズの意のままに動く駒こまだった。

（ふふふ、《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》、実に素す晴ばらしい力ではないか）

　ダウエ城での一部始終を見ていたが、これほど戦場で無類の力を発揮するルーンを持っているのは、それこそ上空より敵軍の全てを把は握あくできるハールバルズぐらいであろう。

　片方だけでも凶きよう悪あく極きわまりないのに、そんな二人が今は手を組んでいるのである。

　加えて、その力を十全に活いかし切ることのできる有能な将まで揃そろっている。

　まさしく万全の布ふ陣じんであった。

（くくっ、さしもの『黒きもの』も、ここで終わりじゃな）

　闇夜にカラスの鳴き声が高らかに響き渡る。

　地上を駆ける独立騎兵団の者たちには、それはなんとも禍々しく、まるで哄こう笑しようしているかのように聞こえた。







ACT 4







　古今東西、高貴な家いえ柄がらにおいては、我が子を実母が育てず、すでに子を産んだ乳母うばが育てるということがしばしばある。

　そうして、血の繋がりこそないが、同じ女性の乳を飲んで育った者のことを乳ち兄弟きようだいといい、多くは主従関係となり、本物の兄弟同然の特別な絆きずなで結ばれることが多い。

　ファグラヴェールもまた、シグルドリーファのことを、恐おそれ多いと思いながらも、実の妹同然に慈いつくしんでいた。

　まして陽ひの下には出られぬ難儀な身体を持って生まれたシグルドリーファである。

　自分が守って差し上げねば。

　ファグラヴェールが幼心にそう固く自らに誓ったのは、半ば必然だったといえるだろう。

　転機が訪おとずれたのは六年前である。

「因果なものじゃな。できそこないの妾わらわが神帝テイウダンスか」

　先代神帝テイウダンスの不ふ慮りよの死により、乳兄弟であるシグルドリーファが神帝テイウダンスの座を継けい承しようしたのだ。

　本来であれば、彼かの女じよの兄が次期皇位継承者と目されていた。

　だが、どんな運命の悪戯いたずらか、神聖アースガルズ帝国正当皇位継承者の証あかしである双そう紋もんは、彼女の双そう眸ぼうに輝いた。

「我らが大神ユミルはご聡そう明めいであらせられます。リーファ様の類まれなるご器量を見抜かれたのでしょう」

　お世辞ではなく、本心からファグラヴェールは言う。

　確かにこの妹は、身体が弱い。床とこに臥ふせっている日も少なくない。

　だが、その分頭がよく、また極めて勉強熱心だ。

　わずか一〇歳さいにして政治に祭事、歴史、秘法に精通し、その知識量は七つ年上のファグラヴェールも思わず舌を巻くほどである。

　翻って、彼女の兄はどうだ。

　政治への関心がなく、勉学に勤いそしむこともなく、皇族の権けん威いを笠かさにきて我わが儘まま放題、酒に女と遊興に耽ふけっている。

　どちらが神帝テイウダンスに相応ふさわしいか、比べるまでもない。

　シグルドリーファは、戦場で荒あら々あらしく駆けることは出来ずとも、善政を敷しき帝国を安あん寧ねいに治める名君になる。

　姉の欲目かもしれないが、ファグラヴェールはそう確信していた。

　だが、シグルドリーファは諦観に満ちた乾かわいた笑えみをこぼす。

「ははっ、お飾かざりに器量など関係あるまい」

「陛下、それは……」

「ふん、言葉を弄ろうしたところで現実は変わらぬ。すでに帝国の実権は神帝テイウダンスではなく、あの醜しゆう怪かいな老人の手の内にある」

　忌いま々いましげにシグルドリーファは吐はき捨てる。

《槍やり》の宗主パトリアークハールバルズ。

　平均寿じゆ命みようが五〇歳にも満たぬこのユグドラシルで、齢よわい八〇にも届こうかという年にありながら、かくしゃくとしている妖よう怪かいじみた老人である。

　この二〇年の間に帝国内でじわじわとその勢力を広め、ついに先日、臣下の身にして異例の『大神官』の地位を得た男だ。

　大神官は、神を奉たてまつる祭事を執とり行う最高責任者だ。祭政一いつ致ちの政治体制の神聖アースガルズ帝国において、それはすなわち、帝国の最高権力者であることを意味する。

　そして、その専横を許すしかないほど、彼の帝国内での勢力はもはや圧あつ倒とう的てきであり、同時に神帝テイウダンスの力が衰おとろえているということである。

「聞いたか？　あの老人が、妾の婿むこ候補に自分をゴリ押ししているという話を」

「なっ!?」

　シグルドリーファの言葉にファグラヴェールは思わず絶句する。

　青せい天てんの霹へき靂れきとはまさにこのことである。

「曽ひ孫まごと曽そう祖そ父ふほどに年が違うというのに……」

「うむ、まあ、それが問題となって難航しているようじゃが、それでも最終的には奴やつの思い通りになるのじゃろうな」

　溜ため息いきとともに、シグルドリーファが遠くを見つめる。

　その瞳ひとみには精せい彩さいがなく、すでに人生そのものを諦あきらめきっているようにさえ見えた。

（なぜこの方にばかり不幸が降り注ぐ!?）

　ファグラヴェールは憤いきどおりとともに奥おく歯ばを噛かみ締しめる。

　生まれた時から病弱で陽の下を歩けず、両親からさえその特異な容姿で疎うとまれ、宮きゆう廷てい内では忌み子として敬遠され、ついにはあんな老人に嫁とつがねばならぬとは、あんまりにもあんまりではないか。

「まあ、それも妾が成人を迎える六年後の話じゃ。それまでには、あの老人もぽっくり逝いってくれて、この話は立ち消えになるじゃろうよ」
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　ファグラヴェールの表情が険しくなったのを見て取ったのだろう、シグルドリーファがおどけたように言う。

　だが、ファグラヴェールの心は晴れなかった。

　確かに、ハールバルズは高こう齢れいだ。

　常識だけで言えば、今後六年の間に亡くなっている可能性のほうがはるかに高い。

　だが、すでにあの年まで生きていることのほうが奇き跡せきなのだ。

　あの妖怪じみた老人が、あっさり亡くなってくれている未来が、ファグラヴェールにはどうにも想像ができない。

「……陛下」

「ん？　なんじゃ、急に怖こわい顔をして」

「しばし、お暇ひまを頂きとうございます」

「なっ!?　きゅ、急にどうした!?」

　これまで感情を凍こおらせていたシグルドリーファが、一転、慌てたように声を荒らげる。

　自分と離はなれたくない。

　彼女がそう思ってくれていることが、ファグラヴェールには嬉うれしく誇ほこらしくもあった。

　だからこそ、自分は彼女の下を離れねばならない。

「今の私には、あの老人に対たい抗こうするだけの力がありません。六年の間に、必ずやその力をつけてまいります。貴女あなたを何者からも守れるだけの力を」

　それからファグラヴェールは、父のコネを使って《剣》の盃を受け、死に物狂ぐるいで武功を上げメキメキと頭角を現していく。

　そして、ついに一昨年、《剣》の宗主の座をもぎ取り、神都へと凱がい旋せんしたのである。

　ただただ、大切な妹を守るために、だ。

　さらに時は流れて。

「《鋼はがね》大宗主レギンアークスオウユウト。あやつは……『黒きもの』じゃ」

「なっ!?」

　ファグラヴェールが最初、それを聞いた時には耳を疑い、そして、この上さらに妹に過か酷こくな運命を背負わせるのかと、大神ユミルを呪のろわずにはいられなかった。

『黒きもの』

　初代神帝テイウダンスヴォーダンが、巫女みこヴォルヴァに帝国の未来を占うらなわせた際に、帝国を滅ほろぼす者として示し唆さされた存在である。

　妹が初めて淡あわい思いを抱いた相手が、よりによって帝国にとって不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵だったとは！

　何かの間ま違ちがいではないかと、心から願ったものだ。

　だが、ヴォルヴァの残した予言と、《鋼はがね》の宗主の軌き跡せきは、これでもかというぐらいピタリと一いつ致ちしてしまうのだ。

　最近のシグルドリーファがどこか人が変わったように見えるのも、おそらくはこのせいなのだろう。

「おいたわしや、リーファ様……はっ！」

　そんな自らの声に、はっとファグラヴェールは目を見開く。

　布で覆おおわれた空間は狭せまく、薄うす暗ぐらい。

　ガタガタガタと車輪が地面を転がる音とともに、振しん動どうが伝わってくる。

　どうやら自分は馬車の中にいるようだ。

「あら～、や～っと起きた～？」

　傍かたわらに腰こし掛かけていたバーラが、にこ～っと笑いかけてくる。

「懐なつかしい夢を、見ていた」

　天てん井じようを見上げたまま、ファグラヴェールは感かん慨がい深ぶかげにつぶやく。

　身体のなまり具合が、日数の経過を教えてくる。自分が寝ね込こんでいたのは、一日や二日程度ではなさそうだ。

　バーラをはじめ、子分たちには心配をかけたと申し訳なく思う。

　だが、おかげで自らの使命を再確認できた。

　妹を苦しませ、傷つける全てのものを排はい除じよする。

　それが躍やく進しん著いちじるしい覇は王おうスオウユウトであろうと、不気味な力で帝国を隠いん然ぜんと支配する妖怪ハールバルズであろうと、だ。

　たとえ己おのれの身と引き換かえにしても、必ず成し遂とげてみせる。

　誓いを新たに、ファグラヴェールは手のひらを突つき上げ、グッと拳こぶしを握にぎりしめた。







「そんな恐ろしい連中が……なぜ私を起こさなかった!?」

　バーラから自分が眠っていた間のあらかたの戦せん況きようを聴きき終えるや、ファグラヴェールはすぐさま叱しつ責せきめいた声でそう問い質ただした。

《鋼はがね》には馬に乗って戦う戦士たちだけで構成された部隊がある、と噂うわさには聞いていたが、実際のその戦いぶりには、戦慄を禁じ得ない。

　そんな難敵が攻せめてきているというのに、総大将たる自分が寝こけているなど言語道断、責任放ほう棄きもいいところである。

　命を預けてくれている子分、孫分たちに申し訳なかった。

「別にいいわよ～。どうせ御お館やかた様が起きていたって～、特に出番はなかったろうし～」

「むっ」

　きっぱり言われて、ファグラヴェールは面白おもしろくなさそうに鼻白む。

　相変わらず、親相手にも遠えん慮りよのない口をきく娘むすめであった。

　バーラは神都グラズヘイムの粘土板の家学校で、机を並べて学んだ幼おさな馴な染じみである。

　親子の盃さかずきを結んでも、その関係は特に変化することなく続いている。

　もっともファグラヴェールは彼女が「そのまま」でいてくれたことを、とても嬉しく思っている。

　宗主という絶対権力者には、彼女のように言葉を飾らぬ存在は自らを省かえりみるためにも必要不可欠でありながら、稀き少しようなのだ。

「ま、まあ、確かに、私のルーンとは、少々相あい性しようの悪い相手ではあったようだな」

　ファグラヴェールはふんっと鼻を鳴らし、しぶしぶ認める。

　正直、逃にげつつ敵を釣つっての背面射しや撃げきのくだりには、背筋が凍る思いだった。

　そんな相手にはどれだけ士気を高めたところで無意味だ。否、むしろ無む駄だに追いかけ、被ひ害がいを拡大させるだけだっただろう。

　そんなファグラヴェールの心情を読み取ったように、バーラがにこ～っと優やさしげな笑みを浮うかべる。

「少々？」

「うるさいな！」

　容よう赦しやのない娘分に、思わずファグラヴェールは声を荒らげる。

　普段の彼女は極めて理性的であり、部下相手に大声を出すことなど滅多にないのだが、そこは幼馴染ゆえの気安さだった。

「役に立たなかった分は、これから挽ばん回かいしてやるさ！」

　ファグラヴェールは語気を強めて叫ぶ。

　バーラとは子供時代は成績を競きそい合った好敵手でもあり、どうしてもその頃ころの名残なごりか負けず嫌ぎらいが顔を出してしまうのだ。

「ふふふ～、期待しているわ～。で～、どう～？　身体の調子は～？」

「ん？　そうだな、まだ少々身体も重く本調子とは言いがたいが、一時期よりは随分楽になった。指揮を執るには問題ない」

「じゃあ～、無理しないで休んでて～。代わりにやっとくから～」

「いや、そんなわけにはゆかんだろう。総大将たる者がずっと寝こけていては、他の者に示しが……」

　反論しようとしたファグラヴェールだったが、バーラにそっとその唇くちびるを人差し指で押さえられる。

「ほんと生き真ま面じ目めね～。まあ～、そういうところが皆がついていきたくなるあなたの魅み力りよくなんだけど、今回だけはちょっとその信念を曲げてちょうだいな～」

「むぅ……」

「総大将の一番大事なお仕事は～、とにかく戦いくさに勝つことよ～。これ以上はないわ～」

　大勢の命を預かっているのだ。

　大将たるもの、どんな手を使っても勝たねばならない。どんな高こう潔けつな志こころざしも、負ければ価値はない。

　頭では、わかっているのだ。

「それは、もちろんそのとおりだ」

「そしてそのためには～、《鋼はがね》の本隊が来るまでに、あなたが体調を完全に整えていることが最優先～。あなたのその力は～、わたしたちの最大の切り札でしょ～？　使わずに済むならそれにこしたことはないけど～、相手はあのスオウユウトよ～？」

「……わかった」

　短い逡しゆん巡じゆんの後、ファグラヴェールは眉み間けんにしわを寄せ、厳しい表情で頷うなずく。

　感情面で納なつ得とくしたとは正直言いがたいが、今回はバーラが言うように相手が相手だ。先程ほどの誓ちかいもある。万ばん全ぜんに万全を期して望むべきなのは確かだった。

「ふふふ～、まあ～、露つゆ払はらいは任せておきなさいな～。《鋼はがね》の本隊が来る前に～、ヴィーグリーズはわたしたちで落としておくわ～」







　ダウエ城を出てから四日目、討とう伐ばつ軍は《灰》の族都ヴィーグリーズに到着し、その包囲を着々と始めていた。

　実に予定通りの日程である。

　二日目以降、敵の騎き馬ば部隊による襲しゆう撃げきはなりを潜ひそめている。襲撃する度に周しゆう到とうな待ち伏せを食くらうとあっては、さすがに懲こりたらしい。

　アレクシスからの報告では、現在、討伐軍のはるか後方に陣じん取どっているとのことだ。

　距きよ離りを大きく取っている辺り、こちらへの警けい戒かいがうかがえる。

　背後を取られているというのは少々気分が悪いが、とりあえず今は放置しておくしかない。

　とにかく逃げ足の速い連中だ。別働隊を差し向けても空から振ぶりに終わる可能性が高い。

　どうせ動けばわかるのだ。

　その時に後の先で対処するのがとりあえず賢けん明めいであろう。

　となるとやはり、このヴィーグリーズを落とすのが先決だった。

　遠路はるばる《灰》を守るためにやってきたというのに、すでに族都が落ちていたとなれば、《鋼はがね》軍が受ける衝しよう撃げきと徒労感は、相当なものになるはずだ。

　士気も大いに下がり、それは討伐軍に有利に働くだろう。ここは是ぜが非でも落としておきたいところではある。

「《鋼はがね》本隊が来るまで～、普通に考えればどんだけ早くても後一五日ぐらいはかかるはずよね～。まあでも、常識はずれなことをするって評判の宗主だから、さらに半分ぐらいには見積もっておいたほうがいいかな～」

　ぶつぶつと独りごちつつ、バーラは考えを整理していく。

「となると～、あと七～八日か～。ふむ、それまでには御館様も復調してるでしょ～。さて～、後の問題は～、それまでにどうやってここを落としますかね～？」

　遠くそびえる城じよう壁へきを眺ながめつつ、バーラは思考を巡めぐらせる。

　ファグラヴェールを安心させるため大口を叩いたものの、実のところ、特になにか策があったわけではない。

　実物を見ればどうせ何か適当に思いつくだろう、というなんとも行き当たりばったりな発言だったりする。

　言い換えれば、大抵の場合は思いつけてしまい、それで困らない人間なのだ、彼女は。

　そして今回も、それで問題なかった。

　パンッ！　と小気味良く手を打ち鳴らす。

「そういえば～、ちょうどいいのがいましたね～。どうせなら～、一いち網もう打だ尽じんにしてしまいましょう～」







「親父おやじ！　討伐軍がヴィーグリーズの包囲を解いて、ダウエに戻もどっていくぞ！」

「なに!?　どういうことだ？」

　斥せつ候こうに放っていた子分の報告に、フヴェズルングは訝いぶかしげに問い返した。

　その服の何なん箇か所しよかが、おそらくは刃は物ものによるものだろう、ぱっくりと裂さけており、その下には赤く滲にじんだ包帯が覗のぞく。

　その類まれな観察眼と突とつ撃げき力により、なんとか三度の包囲をくぐり抜ぬけたフヴェズルングと独立騎兵団だったが、さすがに無傷というわけにはいかなかった。

　三〇〇〇いた精せい鋭えいはすでに二〇〇〇に減り、フヴェズルング自身も命に別状こそないものの、もはやいつものように戦うのは難しい有様だった。

「あっしにはなんとも……ヴィーグリーズは落とすのは無理って諦めたんですかね？」

「いや、それはないだろう。あのダウエ城さえ一日で落とした奴らが、今さらヴィーグリーズごときで怖おじ気けづくはずもない」

「う～ん、じゃあ、本国の方で何かあったとか？」

「ふむ」

　有り得ない話ではない。

　有利に戦いを進め、あと一歩というところまで追い詰めていたにもかかわらず、本国で宗主が逝せい去きよしたなどの理由で帰き還かんせざるを得なくなった、などという事例は、フヴェズルングも耳にしたことがある。

　そういうなんらかの問題が幸運にも敵側に発生した、ということか？

　だが、それはさすがに楽観がすぎるというものだろう。

「引き続き監視を続けろ。警戒を怠おこたるな、何か変化があればすぐに知らせろ」

「了りよう解かいっす」

「さて、今度は何を企む？」

　空を見上げ、フヴェズルングは独りごちる。

　敵が策略を好むことはこれまでの経けい緯いでわかっている。

　具体的にどのようなものかはまだ皆かい目もく見当もつかないが、これがなんらかの策の一いつ環かんであろうことを、彼かれはほぼ確信していた。

　動きがあったのは、すぐ翌日のことだった。

「敵が二手に分かれました！　一方はどうやら、俺おれたちの背後に回り込もうとしているのではないかと」

「なるほどな。いったんダウエに向かったのは、それを悟さとらせぬためか」

　真正面から素す直なおに攻められれば、独立騎兵団としては逃げるのみである。

　それは相手も百も承知のことだろう。

　そこでいったんダウエに向かうと見せかけこちらの背後を取り、しかるのち二手に分かれ退路を絶ちにきた、ということか。

「ちっ、しかし、やはり私たちの居場所は筒つつ抜ぬけのようだな」

　忌々しげに舌打ちする。

　つまり今この時も、敵はフヴェズルングたちをどこからか監視しているということである。

　実に不快極まりなく、そして、それに気づけない自分が、とにかく腹立たしかった。

「やはりこのままでは後手後手だな。何か反はん撃げきの糸口だけでもつかめれば……」







「全隊、所定の位置についたな？　ではかかれっ！」

「「「「「おおおおおおっ!!」」」」」

　ファグラヴェールがサッと手を振ふりかざすや、鬨ときの声が巻き上がり、兵士たちが地じ響ひびきとともに駆かけてゆく。

　それを見送り、「ふう」とファグラヴェールは椅子に腰掛ける。

「お疲つかれ～。ごめんね～。わたしなんかが命令してばかりだと～、《剣》の兵はともかく～、他の氏族から不満が出ちゃうから～」

　そんなことを言いつつ、バーラが温めたミルクを差し出してくる。

　その意は、もう要件は済んだからこれ飲んでとっとと寝ろ、といったところか。

　どうも最近のバーラは過保護な気がする。

　それだけ三万という大軍に《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》をかけることの負ふ荷かを心配しているのだろう。

「なに、これぐらいかまわんさ。多少なりとも仕事をしていたほうが、むしろ落ち着くというものだ」

　肩かたをすくめて、ファグラヴェールは言う。

　無理をしているというわけではなく、本心だ。

　何もせず寝ているだけというのは、どうにも気が落ち着かず、結局休めないのである。

　バーラをはじめ、子分たちから揃って「生真面目すぎる！」と言われるゆえんだった。

「で、上手うまくいきそうか？」

「そうね～。出来る限りの手は打ったわ～。後は仕上げをごろうじろ～」

「御館様！　敵が逃げます！」

　早さつ速そく、伝令が飛び込んでくる。

「ふむ、お前の言った通りだな」

「そうね～。まあ、でも、逃げ撃ちもせずに一目散に逃げ出すあたり～、よっぽどわたしたちを警戒しているみたい～」

　これまでさんざん罠に嵌はめられ、痛い目に遭あっているのだ。

　動きもちくいち読まれている。

　こんな状じよう況きようで下手に仕し掛かけて、またぞろ罠に搦からめ捕とられては堪たまったものではないといったところか。極めて自然な反応である。

「では、予定通り、事を進めるとしよう。全軍、このまま前進！」







「駄だ目めだ。親父！　あっちの道は敵兵に封ふう鎖さされてる！」

「親父、こっちもだ！」

「もう驚く気にもなれんな……」

　フヴェズルングは思わず空を見上げ、フッと自じ嘲ちようするような笑みをこぼすしかなかった。

《灰》は山やま間あいの国だ。

　二〇〇〇もの兵が行軍できる道は、自然、それなりに限られてくる。討伐軍の兵力なら、それら全てを塞ふさぐのはそう難しいことではない。

　ここが敵地でなければ、だが。

「まったく面めん妖ような相手だ。領内ならともかく、敵国内の地形さえ完かん璧ぺきに熟知しているか」

　これがまだ、十数年かけての計画的侵しん攻こうというのならわからないでもないが、《鋼はがね》討伐令が下されて、まだ一ヶか月げつも経たっていない。

《灰》と領土争いをしていた《雲くも》・《牙きば》にしたところで、ダウエ城の奪だつ取しゆがまず先決であり、それに手こずりまくっていたのに、その後の侵しん略りやくのための情報を事細かに調べあげているというのもおかしな話だ。

「まあ、おかげで敵の狙ねらいはわかった。皮肉な話だが、な」

　唯ゆい一いつ、敵が進路を塞いでいないのが、ヴィーグリーズへと続く街かい道どうだった。

　騎き馬ば隊たいの長所は、なんといってもその機動力だ。

　これがあるからこそ、位置も動きも敵に丸わかりという圧倒的不利な状況下でも、窮きゆう地ちをくぐりぬけてこられたのだ。

　だが、ヴィーグリーズの城壁の奥おくに閉じ込めてしまえば、もはやその強みは活かせないし、逃げ場もなくなる。

　袋ふくろのネズミであり、城兵ともども一網打尽にしてしまえばいい、という算段だろう。

「しかし、他に道はなし、か」

　封鎖している兵を蹴け散ちらし、強ごう引いんに他の道に出る、という手もなくはないが、そんなことをしている間におそらく追いつかれる。

　加えて言えば、繰くり返すが、敵はこちらの動きが見えているのだ。

　突とつ破ぱしようとした道に、何重もの備えが成されている可能性も高い。まごついている内に本隊に追いつかれれば、挟はさみ撃ちで完全に逃げ場をなくしかねない。

　そこまで考えて、フヴェズルングはパチンと指を鳴らす。

「ふっ、ならばあえて、その手に乗ってやるのも一興か」







「ふう～、ようやっと面めん倒どうな連中を～、檻おりの中に押し込められたわ～。これで一安心ね～」

　騎馬部隊のヴィーグリーズへの入城を確かく認にんし、バーラはにこにこと満面の笑えみで頷く。

　実はバーラとしては、ヴィーグリーズよりも、あの騎兵部隊を《鋼はがね》本隊の到着前にどうにかしておきたかったというのが正直なところである。

　いくら、ハールバルズの「目」があったとしても、やはりあの機動力・突撃力はとんでもない脅きよう威いだった。

　特に《鋼はがね》本隊を相手どって余よ裕ゆうのないときに背後から襲撃などされては、来ると前もってわかっていても、対処に兵がさけない可能性がある。

　ここで潰つぶし、なんとしても後こう顧この憂うれいを断っておきたかったのだ。

「ここまでは上手くいったな」

　隣となりでは、ファグラヴェールがヴィーグリーズの城壁を見み据すえつつ、厳しい表情で呟つぶやく。

　その緊きん張ちよう、焦しよう燥そうがありありと伝わってくる。

「エルナたちならきっと上手くやってくれるわよ」

　ぽんっとファグラヴェールの肩を叩きつつ、バーラは告げる。

　そう、彼女の策はまだ完かん遂すいしていない。

　むしろここからが本番、総仕上げだった。







　パチパチ……パチパチ……。

　薪まきの爆はぜる音が、各所で響ひびく。

　戦時下ということもあって、ヴィーグリーズは夜だというのにもかかわらず、松明たいまつの明かりが煌こう々こうと街を照らしていた。

　街の中や城壁の上を兵士たちが絶えず巡じゆん回かいし、普ふ段だんとは違ちがう物々しさに満ちている。

　そんな中、物もの陰かげからひっそりと動き出す三つの影かげがあった。

　兵士たちの死角を突き、音もなく移動しまた物陰に潜む、を繰り返していく。

「ほんと小こ狡ずるい手を考えさせたら右に出る者なしだな、バーラ姉は」

　路地に入り、人ひと影かげがないことを確認してから、影の一人エルナが誰だれに言うでもなく小声でつぶやく。

　その身に纏まとっているのは、普段と違い、鹿しかの皮をなめした服に、鳥の羽根をあしらったものである。

　幾度かの交戦で倒した騎兵から拝借したものだった。

　これで帰城する騎兵たちの中に紛まぎれ込み、ヴィーグリーズの中に入りこみ、今の今まで息を潜めていたのだ。

「いいんですかぁ、そんなこと言ってぇ。言いつけますよ～？」

「ちょっ、フレン！　あんた、どっちの味方よ!?」

「あたしはエルナ姉より、バーラ姉のほうが怖いです」

　フレンと呼ばれた少女が、悪びれもせずに言い切る。

　髪かみを左右に束ね、その顔にもまだ多分に稚ち気きが残るが、エインヘリアルであり、れっきとした『波の乙女おとめ』の一員である。

「二人共、無駄なおしゃべりは禁止。今は隠おん密みつ行動中」

「「（コクコク）」」

　氷のように冷ややかな声に、エルナとフレンは揃そろって慌あわてて自らの口を塞ぎ、何度も頷く。

　闇やみの中から現れたのは、腰こしほどまである長い銀色の髪が印象的な妙みよう齢れいの美女だった。

　しかしその線の細い華か麗れいな見た目とは裏腹に、二人の態度からは相当に恐れられていることがわかる。

　それもそのはずで、彼女こそ『波の乙女』の鬼の筆頭、『氷ひよう麗れい』のスィールそのひとであり、エルナとフレンの武術の師でもあった。

　神帝テイウダンスシグルドリーファの護衛を任されたことからも、ファグラヴェールからの信しん頼らいのほどがうかがえる。

　ちなみに、『波の乙女』ぶっちぎりの最年長であり、すでに不ふ惑わくを越こえているはずだが、どう見ても二〇代半ばにしか見えない。

「人選を間違えたかしら？」

　二人をまじまじと見つめた後、スィールはほうっと溜息を吐く。

　今、彼女たちはバーラから任された極ごく秘ひ任務の遂すい行こう中であった。

　目的は、城門を開き味方を招き入れること、である。

　大量に兵を潜もぐりこませるのはさすがに難しく、そこで『波の乙女』の中でも武勇にかけては三指に入るこの二人に白羽の矢が立ったのだが、明らかにこの二人は隠密行動に向いていない気がした。

「まあ、今さら言っても詮せんなきことね。いくわよ」

「「はい」」

「返事だけはいいのよね、二人とも」

　やれやれと肩をすくめた後、スィールは音なくその場から掻かき消える。

　気配を殺し、闇に紛れ込んだのだ。

「相変わらず、とんでもないなぁ。どこにいるのか全然つかめないです」

　フレンがキョロキョロと辺りを見回している。

「ぼ～っとしてると置いてくわよ？」

「は、はいっ！」

　ビクッと身体を震ふるわせた後、フレンも動き出す。

　エインヘリアルの鋭えい敏びんな知覚をもってさえ、彼女の気配は感じ取れないようだった。

　若く血気盛んなエルナやフレンにはまだまだ至れぬ、まさに匠たくみの業わざと言えた。

「……ふむ、思った通り、見張りは少ないわね」

　城門前にたどり着くや、スィールは周囲の状況を冷静に見回す。

　門のそばに立っているのは、ざっと五人かそこらといったところか。

　一方、城壁の上にはそこかしこに無数の人影が見える。

　冷静に観察していると、その視線は街の外、すなわち討伐軍のほうへと向いており、中には意識が向いていないのがわかる。

　当然といえば当然であろう。

　敵というものは、普通、外から来るものだ。

　そして、まだ敵が動いてもいないのに門の前で待ち構えていては、いざというとき、疲れて使い物にならない。

　休める時にはしっかり休んでおくのが籠ろう城じよう戦せんの鉄則なのだ。

　それを逆手に取る。

「よし、作戦開始。いくわよ」

　言い捨てるや、スィールは又また再び闇の中に溶とけ消える。

　そして――

「ほんと勘かん弁べんしてほしいぜ。俺、来月、結けつ婚こん式しきだってのによぉ。式あげられんのかなぁ」

「それはすみませんね」

「えっ？　がっ!?」

　見張りの兵士が振り向くより早く、スィールはその首を短たん剣けんで掻かき切る。

「な、なにや……ぐはっ！」

　対面で話していた兵士が咄とつ嗟さに剣を抜こうとするも、その胸からは鈍にぶく銀色の剣が生えていた。

　エルナが騎兵から奪うばった鉄の剣である。

「くっ、敵か!?　み、みんうぐっ!?」

「大声を出されては困りますね？」

　気づいた兵士が叫さけぼうとするも、闇にまぎれて後ろに回り込んでいたスィールが、その口を押さえ、またもや首を掻き切る。

「ひ、ひぃぃっ、な、なんだ、こいつら!?」

「つ、強すぎる！」

　残り二人の見張りが恐きよう怖ふに引きつった顔で慌てて逃げようとするも、

「敵前逃とう亡ぼうとは、情けない奴らだ」

　瞬またたく間に追いついたエルナに、それぞれ一刀の下に斬きり捨てられる。

　時間にしてわずか一〇秒にも満たぬ、一いつ瞬しゆんの殺さつ戮りく劇であった。

「ちょっ、あたしの分も残しておいてくださいよぉ？」

「そんな暇があるか。味方を呼ばれたら一巻の終わりなんだぞ」

　ぶ～たれるフレンをエルナがたしなめ、

「呼ばれなくても来るけどね」

　会話に割り込んできた声に、ギョッと勢い良く振り返る。

　そこにいたのは、エルナもよく知る仮面の異形の男だった。

「フヴェズルング……っ！」

「《剣》の勇者にその名を覚えてもらっているとは光栄だね。ああ、イェルハルトかな？」

　優しく、なんとも親しげな口調で話しかけてくる。

　それがまた不気味である。

　有り体ていに言えば、バーラと同じ裏がありそうな臭においがする。

　そして、その勘かんは当たっていた。

「君たちには随ずい分ぶん世話になった。その御お礼れいがしたい」

　フヴェズルングがサッと右手を上げると、スーッと闇の中から兵士たちがぞろぞろと出てくる。

　その数、実に一〇〇人以上！

「これほどの人数が隠かくれていながらまるで気づかぬとは……不覚」

「ふふっ、ミズガルズの男は草原で獣けものを狩かるのを生業とする。気配を殺すのはお手のものさ。その中でも選よりすぐりの精鋭たちだ。気づけなかったのも無理はない」

　実に悔くやしげなスィールの様子に、なんとも楽しげにフヴェズルングは言う。

「ちっ、エルナ、フレン、いったん引くわよ！」

　号令を下すや、三人のエインヘリアルたちは駆け出す。

　相手も気配を殺して潜んでいただけに、まだ包囲にほころびがあった。速すみやかに巧たくみにそこをくぐり抜ける。

「逃がすか！　追うぞ！」

　フヴェズルングの号令の下、兵士たちも追いかけてくる。

　馬に乗っていないというのに、それでも皆みな、大した脚きやく力りよくであった。

　スィールとフレンは、エインヘリアルと言えど、エルナのような人並み外れた脚力は持ち合わせていない。

　なかなか突き放すことができず、そうこうしているうちに街の地理に明るくないことが災わざわいした。

「っ！　行き止まり!?」

　選んだ道の先が、壁かべで塞がれていたのである。

　すでに来た道は敵兵でいっぱいで、戻って別の道を、というわけにもいかない。

「鬼おにごっこは終わりかな？」

　兵士たちの間を縫ぬって、仮面の男が現れる。

「そう、みたいね」

　呼吸を整えつつ、スィールは答える。

　いついかなる時も、万全の態勢を整える。

　それが戦士たる者の務めであると、エルナたちにも教えていたことだ。

「よく、気づいたわね。わたしたちがあなたたちと一いつ緒しよに城内にまぎれこんで、城門を開けようとしていたこと」

「ふふっ、お前たちの指揮官様は、策を弄ろうするのがずいぶんお好きのようだからな。ただ一箇か所しよに集めるだけじゃ芸がないと思ってね、考えたらすぐにピンときたよ。私もガシナでやったことがあるんだ、これ」

「なるほど、ね」

　そして、意い趣しゆ返しとばかりに待ち伏ぶせを仕掛けたわけだ。

　まったくいい性格をしている。

「ああ、機会があれば、そいつに伝えてあげるといい。とある国にはこういう言葉があるそうだ。『策士、策に溺おぼれる』と。まあ、機会があれば、だけどね」

「……一応、覚えておくわ」

「さて、軽口はこのくらいにして、降こう伏ふくする気はないかな？　君たち相手じゃ取り押さえるのも苦労しそうだ。それで部下を失うのも馬ば鹿か馬鹿しいし、今なら寛かん大だいな扱あつかいを約束するけど？」

　両手を広げ、にこやかに囁ささやいてくる。

　まったく優しげな口調がいちいち鼻につく男である。

　狙ってやっているなら、本当にいい性格をしている。つくづくバーラあたりと話の合いそうな御ご仁じんだと思った。

「けど、抵てい抗こうするのなら……嬲なぶりものも覚かく悟ごしてもらうよ？　いろいろ吐はいてもらいたいこともあるしねぇ。私たちの居場所や動きがわかる理由とか」

　仮面の悪あく魔まが、その本ほん性しようを覗かせ、ニィッと口の端はしを吊つり上げる。

「それが狙いですか」

　敵を城内に招き入れるのは、一種危険な賭かけである。それを押しても、その謎なぞを解いておかねば、と思ったのだろう。

　そして、それは概おおむね正しい。

　あの力をどうにかしない限り、《鋼はがね》に勝機などないのだから。

　頭が切れ、先を見通す目があり、武勇に優すぐれ、度胸まである。

　まったく敵ながら、大した男であった。

　だが、スィールは頭の切れ具合に関してなら、彼以上の悪魔を知っている。

「ふふっ、勝ち誇ほこっているところ悪いんだけど、いいの、こんなところにいて？」

「なに？」

　フヴェズルングが訝しげな声を出したその時だった。

　ドォン！　ドォン！　ドォン！

　高らかに、街中に銅ど鑼らが鳴り響く。

「まさ……か……」

　やはり目の前の男は、相当に頭が切れるようだった。

　この一瞬で、全てを把は握あくしたらしい。

　なので、その推測を確信に変えてあげることにする。

「ええ、そう。わたしたちは陽動。わたしたちで開けられるなら開けて、それが無理なようなら敵を引きつけ、その隙に本命が開く。そういう手はずよ」

「ぐぬっ」

　仮面の男が悔しそうに、下した唇くちびるを噛かみ締しめる。

　自分の力に絶対の自信を持っていそうな男のこういう顔を見るのは、なかなかに痛快であった。

　なので、スィールは嫌いやみたっぷりにこう付け加える。

「わたしたちを見つけて読み勝ったと思ったまさにその瞬しゆん間かんに、貴方あなたは負けていたのよ。ああ、そうだ。最近、いい言葉を教えてもらったの。確か……『策士、策に溺れる』だったかしら？」

　なんとも痛つう烈れつな皮肉である。

　この嗜し虐ぎやく性こそ、エルナとフレンが彼かの女じよを心底恐おそれる所以ゆえんである。

　徹てつ底てい的てきに、心をえぐってくるのだ。

「～～っ！　殺せ！　一人残らずなぶり殺しにしてしまえ！」

　激げき昂こうし、ついにフヴェズルングが本性を現す。

　ゾクゾクと背筋が痺しびれるほど気分はよかったが、少々やりすぎたと反省も覚える。

　放つ凶きよう気きが、ちょっととんでもない。

　さすがは一代でミズガルズ西部からアールヴヘイム西部を支配した大国を築き上げた男であった。

　あまりの威い圧あつに、経験豊かなスィールでさえ表情が引き攣つる。

　エルナはなんとか持ちこたえたようだが、若く経験の浅いフレンなどはすっかり呑のまれ怯おびえきっている。

　役目はすでに果たした。そろそろ奥の手を使ってもいい頃ころ合あいだろう。

「エルナ！」

「っ！　はい！」

　名を呼ばれるや、エルナはがしっとスィールとフレンの腰を抱だき寄せ――

　空を飛ぶ。

　もちろん、鳥ならざる彼女に、空を飛ぶなどということはできない。

　だが、そうとしか形容できない、人間離ばなれした圧あつ倒とう的てきな跳ちよう躍やく力りよくだった。

「なっ!?」

　これにはフヴェズルングも呆あつ気けに取られたようだった。

　それはそうだろう。

　人二人抱かかえて、地上から屋根まで飛び移るなど、とても人にん間げん業わざではない。

　こんなことができるのは、ユグドラシル広しといえど、彼女と虎心王ドールグスラシルぐらいのものであろう。

　いかにあの仮面の男が智ち謀ぼうに優れていようと、こんな脱だつ出しゆつ手段は想定できまい。

　たった三人での潜せん入にゆうを敢かん行こうできたのも、この奥の手があってこそであった。

「じゃ、またね。仮面の色男さん」

　ひらひらと手を振って、スィールは屋根の上を駆けて裏手に回り飛び降りる。

　当然ながら、追ってこられる者はいなかった。







　ドォン！　ドォン！　ドォン！

　遠く、銅鑼の音が響いてくる。

「合図よ～。どうやら潜入したみんなが上手くやってくれたようね～」

　心持ち弾はずんだ声でそう言って、バーラは後ろを振り返る。

　視線の先にいたファグラヴェールが、コクリと一つ頷うなずく。

「ああ、さすがは『波の乙女』たちだ。よし、《灰》が族都ヴィーグリーズに向け、全軍……突撃ーっ!!」

　椅子から立ち上がるや、剣を抜き放ち、ヴィーグリーズへと突つきつける。

　美び麗れい王の二つ名を持つほどに整った容姿に、光り輝かがやく黄金の鎧よろいを身につけ、号令を下す姿は実に絵になった。

　こういうものは雰ふん囲い気きである。

「「「「「おおおおおおおおっ!!」」」」」

　討伐軍から高らかに鬨の声が上がり、ヴィーグリーズへと殺さつ到とうし、城兵たちとの戦せん闘とうが始まった。

　怒ど号ごうや剣けん戟げきの音が本陣まで響いてくる。

「ん～、けっこうしぶといですね～」

　バーラとしては城門さえ開けてしまえば、あっさり落ちると思っていたので、少々意外であった。

　あの騎兵たちは、恐ろしい精鋭だった。

　彼らが奮戦しているのかもしれない。

　だが所しよ詮せん、そんなものが長く続くはずもない。

　人は疲れる生き物だ。

　休みなく戦うしかない防ぼう御ぎよ側と、入れ替かわり入れ替わり波状攻こう撃げきを仕掛けられる攻撃側。

　どちらに分があるかは火を見るより明らかだ。

　一進一退の攻防は続き、やがて陽が昇のぼり始める。

　夜通し戦い続け、そろそろ防衛側の体力も尽つきる頃合いだった。

　ヴィーグリーズが落ちるのも時間の問題。

　ファグラヴェールもバーラも、そう確信したその時だった。

「き、緊きん急きゆう事態です！」

　神しん儀ぎ使しアレクシスが裏返った甲かん高だかい叫びとともに本陣に駆け込んでくる。

　いつもどこか余裕で底が知れない男が、こうまで慌てるのを見るのは、二人とも初めてである。

　いったいなにが起きたというのか。

「《鋼はがね》の本隊が……すぐそこまできております！」

「なっ……なっ……なっ……!?」

「え、え、ええええ～～!?」

　絶対にありえぬはずの事態に、ファグラヴェールもバーラも、さすがに言葉を失ったようだった。

　討とう伐ばつ軍が《鋼はがね》に宣戦布告した時、ハールバルズの《力》で《鋼はがね》の本隊が《雷いかづち》領ガシナにいたことは、確認済みなのだ。

　そこからこの地まで、普通ならあと一五日はかかるはずだった。

　戦せん慄りつとともに、ファグラヴェールは呟く。

「いったいどんな魔ま法ほうを使った、軍神!?」







ACT 5







　時はしばし巻き戻もどる。

「リネーア、言っておいたものは準備できているか!?」

　ツカツカツカツカと宮きゆう殿でん内ないを早足で歩きつつ、勇ゆう斗とは前を向いたまま問う。

　当てにしていたダウエ城が落ちたというのだ。

　のんびり歩くことによるタイムロスさえ惜おしかった。

「はい！　なんとか十分な数を揃えることができました」

「そうか。武器防具は？」

「それもすでにご指示の通りに」

「よし。明日の朝には兵たちも着くはずだ」

「では、今から厨ちゆう房ぼうの者たち総出で食事の用意をさせましょう。携けい帯たいできるもののほうがよろしいですよね？」

「もちろんだ」

「承うけたまわりました。後のことは万ばん事じお任せください」

　リネーアからの返答はまさに打てば響く感じで実に小気味良い。

　寝ね惚ぼけてさえいなければ、やはり彼女は優ゆう秀しゆう極きわまりなかった。

　今回の無茶な作戦が成り立つのも、ひとえに彼女の存在が大きい。

　いくら勇斗が案を出したところで、実務レベルで具現化できる者がいなければ、ただの絵に描かいた餅もちなのだから。

　そこで勇斗はようやく立ち止まり、リネーアのほうを振り返る。

　突とつ然ぜんの急停止にきょとんとするリネーアの目を真しん摯しに見据え、

「いろいろありがとな。じゃあ、行ってくる」

「……はい、ご武運を」

　万ばん感かんの想おもいのこもった言葉とともに、リネーアは深々と頭を下げた。

　そんな彼女の見送りを背に、再び勇斗は歩き出す。

　やがて宮殿と街を隔へだてる城門の前まで差し掛かかったところで、見慣れた人影が目に留まる。

「美み月つき？」

「美月？　じゃなーい！　戦から帰ってきたのに、奥さんの顔も見ずに出ていこうとするとはいったいどういう了りよう見けんだよ！」

「うっ」

　正妻の剣けん幕まくに、それまでの厳しい表情から一転、引きつった顔で怯ひるむ勇斗。

「フェリシアが気を利きかせて教えてくれたからよかったものの、見送りぐらいさせてよ」

「……すまん」

　バツが悪そうに頭を掻きつつ、勇斗は頭を下げる。

「ただ、戦を前に気が立ってるし、こういう怖い俺を、あんまりお前には見せたくなかったんだよ。お腹なかに子どももいるしな」

「当のその子が、お父さんを見送りたいって、さっきお腹を蹴けったんだから」

「えっ、もう蹴ったりするのか!?」

　思わず勇斗は、美月のお腹に手を当てる。

「まだそう頻ひん繁ぱんにってわけじゃないけどね。あっ」

「おっ」

　とんっとほんの一瞬だけだが、勇斗の手に小さな小さな衝しよう撃げきのようなものが伝わってくる。

「今の蹴った、蹴ったよな？」

「ふふっ、ちゃんとお父さんがわかるんだね」

「そっか。わかるのか。子どもってすげえなぁ」

　冷静に考えれば、ただの偶ぐう然ぜんだろうとも思うのだが、それでも、勇斗にはまだ見ぬ我わが子が「いってらっしゃい」と言ってくれているような気がした。

　これ以上ない最高の激げき励れいだった。







　その翌日――

　ギムレーから遠くはなれた《爪つめ》の族都の宮殿を闊かつ歩ぽする勇斗の姿があった。

　どれだけ少なく見積もっても、徒歩なら一五日以上かかるはずの距きよ離りであり、この時代の常識ではとても考えられないことではあるが、ギムレーと《鋼はがね》の主要都市間には、すでに《狼おおかみ》の時代より伝馬制が敷しかれている。

　この距離であろうと、一昼夜で走破してのけることなど実に容易たやすいことだった。

「っつ～！」

　長期間の乗馬による股また擦ずれにさえ目を瞑つぶれば。

「す、すみません、お兄様。大だい丈じよう夫ぶですか？」
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　両足の間にひざまずいていたフェリシアが、おろおろと見上げてくる。

　股擦れによく効くという特製の軟なん膏こうを塗ぬってもらっていたのだ。

　場所が場所だけにズボンを脱ぬがねばならず、以前なら「自分で塗るから！」と固辞していたであろうが、もはや今さらである。

　とは言え、格好が格好だけに、少々卑猥な気がしないでもない勇斗である。

　大宗主レギンアークとしての威い厳げんにもかかわる。治ち療りよう作業が終わるまで、誰も部屋に入ってこないことを心から願う勇斗である。

　もっとも、大宗主レギンアークの滞たい在ざいする部屋に許可もなく入ってくる不届き者など――

「うわ～ん！　お父さんお父さーん！」

　――普通にいた。

　一いつ切さい空気を読まず自由きまま、思うがままに生きている自然児が。

　この年の頃ころは一二～三歳さいほど、サイドテールの可愛かわいらしい少女の名はアルベルティーナ。

　こう見えて《風を巻き起こすものフレースヴエルグ》のエインヘリアルであり、俊しゆん敏びんさにかけては《鋼はがね》随ずい一いちを誇る。

　自身の周囲に風を起こす能力も持ち、それを活いかした神速の戦闘術は、『最も強き銀狼マーナガルム』ジークルーネも一目置くほどの遣つかい手――
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「うううっ！　ぐすっ！　ぐすっ！」

　――のはずだが、目め尻じりに大おお粒つぶの涙なみだを溜ためべそをかく姿には、その面おも影かげは欠片かけらもなかった。

「どうした？　クリスにまたいじめられたのか？」

　彼女の妹クリスティーナは、姉いじりを生きがいとする性悪娘むすめである。

　今回もてっきりそれだろうと思ったのだが、アルベルティーナはブンブンと首を左右に振ふった。

「う～っ、宮殿の人たちがね、ぐすっ、話をしているのを聞いたの。うううっ、出で来き損そこないのアタシなんていないほうがよかった。そうすればすんなりクリスが次の《爪》の宗主パトリアークになれるのにって！」

「むっ」

　勇斗は表情を変える。

　またどうせしょうもないことなんだろうと高をくくっていたのだが、思いのほか内容が穏おん当とうとは言い難かった。

「えぐっえぐっ、アタシ、いらない娘なのかな？　いないほうが、ううっ、クリスの為ためだったのかな？」

「そんなことは絶対にない！」

　さすがに聞いていられず、勇斗は力強く言い切る。

　妹のクリスティーナにとって、この姉の存在こそ生き甲が斐いそのものなのを、勇斗はよく知っている。

「お前がいてくれてよかったと、クリスは心から思っているはずだ」

「そ、そうかな？」

「ああ！」

　色々と嘘うそも多く、人をからかうのが趣しゆ味みで、考えていることもわかりにくいクリスティーナであるが、それだけは間ま違ちがいないと断言できた。

　勇斗の言葉にパッとその顔に喜色をかけたアルベルティーナだったが、

「で、でもアタシ、クリスに比べて頭悪いし、お父さんの役にも立ててないし……」

　すぐにまたネガティブなことを言い出す。

　彼女にしてはかなり珍めずらしい。

　これはどうも、よほど酷ひどいことを言われたらしい。すっかり自信をなくしている。

「十分役に立ってるけどな」

　お世辞ではなく、心から勇斗はそう思っていた。

　少なくとも、彼女の天てん真しん爛らん漫まんな明るさに、勇斗はかなり救われている。その妻美月も、果ては妹のように可愛がっているエフィーリアも、だ。

　能力面でも、確かに値あたい千せん金きんの情報をもぎ取ってくるクリスティーナのようにわかりやすい功績はないが、時折宮殿内に忍しのび込んだ賊ぞくをとっ捕つかまえているし、戦争時にはその俊しゆん足そくを活かして、神速の伝令役として部隊間の連れん携けいに貢こう献けんもしている。

　のだが――

「お世辞はいいもん！　自分がダメダメだってことぐらいアタシが一番わかってるもん！」

　まるで信じてもらえない。

　この調子では、いくら勇斗が熱弁を振るっても、あまり効果がなさそうである。

　さてどうしたものかと勇斗は思案して、すぐに名案を思いつく。

「……ふむ、ならばこの戦で、妙みようなことを言っていた連中を黙だまらせる成果を上げればいい」

「ふぇ？　で、でも、アタシなんかじゃ……」

「ふふっ、お前にぴったりのものがある。フェリシア、俺のリュックを持ってきてくれ」

　勇斗は副官の方を振り向き、顎あごをしゃくって指示を出す。

　部屋の奥おくに置かれたかなり大きめのリュックは、二度目のユグドラシル召しよう喚かん時、勇斗が現代から持ってきたものである。

　中には今回の戦でも役に立つであろうはずのものが色々と詰つまっている。

　早さつ速そく、ガサゴソと勇斗はリュックの中を漁あさり、お目当てのものを取り出し、

「ほれ」

　アルベルティーナに手て渡わたしする。

　この時代にあってはなんとも異い彩さいを放つ、金属の光こう沢たくを持った円えん筒とう形けいの代しろ物ものだ。

「これ、は？」

「武器だ。《鋼はがね》広しといえど、お前以上にこれを上手うまく使える者はいないだろうよ」

「えっ？　でもアタシ、使い方どころか、これがなんなのかさえわからないんだけど？」

「簡単だ。ここを押すだけでいい。ああ、今は押すなよ？」

「お父様、あまり物ぶつ騒そうなものを姉に渡わたさないでほしいんですが？」

　不意に、アルベルティーナによく似た声質の、しかしなんとも冷ややかな響ひびきのある声が背後からした。

　誰だれかは振り向くまでもなくわかった。

「いつからそこにいた、クリス？」

「アル姉が泣きじゃくっていた時から、ですかね？」

　そう言って笑うクリスティーナに、勇斗は顔を引き攣らせる。

　今や西の覇は者しやとして名実ともに君臨する勇斗でさえ、ゾクッと背筋が寒くなるような、そんな微び笑しようだったのだ。

「ク、クリス？　なんか怖いよ？」

　すっかり涙は止まり、ビクビクッと妹に声をかけるアルベルティーナ。

「え？　ワタシはいたっていつもどおりですよ？」

　嘘だ、と勇斗は思ったが、心の中に留める。

　基本、クリスティーナは無表情な娘だし、今も表情にこそ現れてはいないのだが、明らかに気配が剣けん呑のんである。

　怒おこっている。

　姉をけなされて、泣かされて、かつてないほどに怒っている。

　このクリスティーナという少女、自分は姉いじりを趣味とするくせに、他人が姉をいじったりコケにしたりするのをよしとしない屈くつ折せつしたところがある。

　情報収集を得意とする彼女のことだ。おそらく今日中にでも犯人を見つけ出すことだろう。

　そしていったいどんな報復に出ることやら……。

　思わず彼女の怒いかりを買った者達に同情しかけた勇斗だったが、無む垢くなアルベルティーナを傷つけた連中だ。

　多少、痛い目ぐらいは見たほうがいいと思い直す。

「……まあ、あまりやりすぎないようにな」

「あら、なんのことです？」

　クリスティーナがすっとぼける。

　つまり、この件については、やりすぎるという宣言だった。

「そんなことより、状じよう況きようはどうなっている？」

　かかわらないほうが賢けん明めいか、と勇斗は話題を変えることにした。

　君子、危あやうきには近寄らず、である。

　そしてこれが、本題でもあった。

　伝書鳩ばとは確かにこの時代にあっては驚きよう異い的てきとも言える情報伝達速度を持つが、鳩を持っていかねばならぬその性質上、そう何度も使えるものではない。どうしても緊急の連れん絡らくに限られる。

　結局、大量の情報をなるべくタイムラグなしで受け取るためには、物理的距離を縮めるのが一番手っ取り早かったのだ。

　勇斗が急ぎに急いで、軍を置き去りにしてまでこの地に来たのは、まさにこれがゆえであった。

　敵の規模はこちらをはるかに上回る。

　ただ闇やみ雲くもに戦って、勝てるものではない。

　情報を制するものが戦いを制す。

　勇斗は経験上、よくそれを知っていた。







　一方その頃――

「いやぁ、俺は《狼おおかみ》先々代ファールバウティ様の頃から従軍しているが、こんなけったいな行軍は初めてだよ」

「はっはっはっ、今さら何言ってんだよ、おっさん。ユウト様が宗主になられて以来、初めて尽くしじゃねえか」

「いや、そりゃそうなんだがな」

「まあ、気持ちはわからんでもねえな。さすがに武器一つ持たずに戦場に行けなんて言われる日がくるたぁ、夢にも思わなかったぜ」

《鋼はがね》軍の兵士たちが談だん笑しようしながら、道を進んでいく。

　その足取りは皆、いたって軽い。

　本来、相当な重量となるはずの武器防具、兵ひよう糧ろうの類たぐいを一切身に帯びてないのだから、当然といえば当然だった。

　これにより速度のみならず、疲ひ労ろうも軽いため、より長い時間行軍することも可能となる。

　もちろん、武器なしで戦などできようはずもないが、

「武器とかは《爪》でもらうんだっけ？」

「ああ、なんでも《雷いかづち》征せい伐ばつの前からこっそり運び込んでたってんだろ？　つまりこうなることがわかってたってことだよな」

「さっすがだよなぁ」

　という段取りである。

　兵士を大きく動かせば、周辺諸国も警けい戒かいするであろうが、結けつ婚こん式しき後から《雷いかづち》征伐までの間、コツコツと小分けにして運んでおいたのだ。

　当初の勇斗の目もく論ろ見みでは、《灰》の族都ヴィーグリーズに持ち込む予定だったのだが、《灰》宗主ドーグラスが《鋼はがね》討伐令にどちらに付くか迷っていた節を考こう慮りよし、《爪》へと変更した。

　ダウエ城が陥かん落らくし、ヴィーグリーズも落とされる可能性も出てきた今、この判断は思わぬ僥ぎよう倖こうだったと言える。

　ちなみに荷の中身も名目上は小麦で、夏ごろ融ゆう通ずうしてもらった分を返す、と偽ぎ装そうする念の入れようだった。

　孫子も物資は現地調達するのが最上と記している。

　かのナポレオンも、物資を現地調達することで、圧倒的な行軍速度を実現している。

　もちろん、現地調達に傾かたむきすぎると、計算通りにいかず物資が不足するという危き惧ぐもありえるわけだが、今回は自国内、かつ実行責任者は後方支し援えんの名手リネーアである。

　まったく問題はなかった。

「そういやお前、馬車乗った？」

「ああ、乗った乗った」

「偉えらい人達の気分が味わえたな」

「俺はちょっと酔よっちまったよ」

　これも、行軍速度を上げるための取り組みの一つである。

　この時代、戦車・馬車の類は、選ばれた上流階級のみが乗ることを許されたものだった。

　乗れることが一種のステータスだったし、指揮官クラスの権けん威い付けにも利用されていた。

　そんなものに雑ぞう兵ひようを乗せるなど、もってのほかというのが普通の価値観だ。

　だが、勇斗にそんな固定概念はない。

　彼かれにとって乗り物は、庶しよ民みんが使うものだ。自動車、列車、飛行機……どれも庶民が普通に乗っているものだ。

　せっかく荷車城塞ワゴンブルクなどを作った関係で、荷馬車が山ほどあるのである。これを利用しない手はなかった。

　さすがに全員を一度に乗せられるほどには数を揃そろえられなかったが、交代制で乗ることで、兵の負担を相当減らせる。つまり、休きゆう憩けい中も行軍できる。

　そして日が暮れれば――

　街かい道どうを無数の松明たいまつが煌こう々こうと照らし出す。

　近くの村民たちが、持ち寄ってくれたものだ。

「みんながんばってー！」

「しっかりねー！」

「応おう援えんしてるよー！」

　道の両りよう脇わきからは黄色い声せい援えんが飛び交かう。

　ぶっちゃけさくらである。

　その機動力を活かし先行してもらっている親衛騎団ムスツペルに前もって村を回ってもらい、若い女性を片っ端ぱしから多少の金銭を払はらって雇やとって引っ張りだしたのだ。

　親衛騎団ムスツペルは《鋼はがね》軍の花形であり、隊長が女性ということもあって、国内では絶大な人気を誇り、信用度も高い。

　皆みな、嫌いやがることはなく、むしろ喜んで協力した。

「はい、これパン。食べてね」

「こっちはお水ね」

「お肉もあるわよ。力つけないとね」

　そして、兵たちに歩きながら食べられる食料を手渡していく。

　男というものは、概ね単純な生き物である。

　女の前で格好悪い姿など見せられぬ。

　強く格好いい姿を見せたいものである。

　たびたび休憩を挟みつつも、朝から晩まで歩きっぱなしで疲つかれていた兵たちも、これには大いに奮起した。

　戦国時代の神速行軍として著名な『中国大返し』で豊臣秀吉が使った手を、勇斗なりに改良した、食料の現地調達と士気向上を狙ねらったまさに一石二鳥の策だった。

　勇斗は勝算のない戦はしない主義である。

　これらの入念な下準備をしていたからこそ、勇斗はあえて《雷いかづち》征伐で敵を燻いぶり出すなどという、かなり危険な策を強行したのだ。

　ダウエ城の難なん攻こう不ふ落らくさからすれば、本来であれば余よ裕ゆうで間に合っていた計算だった。

　こうして《鋼はがね》軍はほとんど脱落者を出すこともなく、本来強行軍でも二〇日以上はかかるはずの距離を、わずか七日で駆かけ抜ぬけたのである。







「かなり厳しい行軍だったと思うが、よくみんな耐たえてくれた！　心から礼を言う。ありがとう！」

《灰》と《爪》の国境付近にまで辿り着いた一万の精せい鋭えいたちを前に、勇斗は大声を張り上げる。

　その言葉に、兵士たちの顔に誇らしげな色が浮かぶ。

　彼らにも、相当に頑がん張ばったという自負が当然あった。

　それを大宗主レギンアークがしっかりと認めてくれたのだ。嬉うれしくないわけがなかった。

「ダウエ城を落とされ、一時は族都ヴィーグリーズを奪われることも覚かく悟ごした。だが、おかげでなんとか間に合った！　ヴィーグリーズは未いまだ健在である！」

「「「「「おおおおおおおおおっ!!」」」」」

　大気を揺るがすような歓かん声せいが巻き起こる。

　徒労は人を大いに落胆させ疲労させるが、達成感は疲労を忘れさせ、心身に力を漲みなぎらせるものだ。

　歓声が収まるのを待って、勇斗は再び口を開く。

「さあ皆、武器を取れ！　敵は確かに大軍だが、恐るるに足らん！　これだけの距離を七日で駆け抜けられる精強なる軍は世界で我らだけだ！　そうだろう!?」

「「「「「うおおおおお!! 《鋼》万歳ジークイアールン！　《鋼》万歳ジークイアールン!!」」」」」

《鋼はがね》軍の士気がますます跳はね上がっていく。

　人は何か困難をやり遂げた時、それを大きな自信とする。

　大宗主レギンアークの言うとおりだ。

　世界のどこに、こんなことが成し遂げられる軍がある!?

　自分たちだけだ。

　そんな自分たちが負けるはずがない。

　彼らは心からそう信じきっていた。

「さあ、ゆくぞ、ヴィーグリーズを救いに！　全軍……出しゆつ撃げきーっ!!」







《鋼はがね》討伐軍には、それぞれ氏族の中から武功著いちじるしい将が選出され、名を連ねている。

　今、本陣に集まっているのは、いずれも幾多の戦いをくぐり抜け、近きん隣りんに大いにその名を轟とどろかす、まさに歴戦の猛も者さ揃ぞろいだ。

《鋼はがね》本隊到着の報は、その彼らをして戦慄に身体を打ち震えさせた。

「ま、真なのか、それは!?」

　まず最初に口を開いたのは《雲くも》の宗主イェルハルトである。

　相当の衝撃を受けているようだった。

　無理もない。

《雲くも》はミズガルズ東部を回遊する遊牧氏族だ。その身軽な機動力は、定住する農耕氏族の比ではない。

　その彼らでさえ、《雷いかづち》領からここまでこの短期間で走破するなど、天地がひっくり返っても不可能なことだ。

「非常に残念ながら、間違いございません」

　慚ざん愧きに堪えぬという顔で、神儀使アレクシスが絞り出すような声で言う。

　これまで敵騎兵部隊の位置や動きを寸分違わず言い当ててきた彼の言葉である。その信ぴょう性を疑う者は今さらいなかった。

「むぅぅぅ、ハールバルズ殿どのは全てを見通せる目をお持ちなのではなかったか？　なぜここまで接近するまで気づけなかったのだ!?」

　そう強い調子で詰問したのは、《牙きば》の宗主シーギスムントだ。

　本来、そこまで的確に把は握あくできることのほうがおかしいのだが、今までが今までだけにそう問わずにはいられないようだった。

「無茶を言わないで頂きたい。ハールバルズ様とて人間。一度に何なん箇か所しよも見通せるわけではございません」

「つまり～、一箇所しか見えないってことですか～？」

　何気ない様子を装よそおって、バーラが質問する。

　アレクシスがギクッと表情を強張らせる。

　ここに集まった者たちは、今は一時的に手を組んではいるものの、《鋼はがね》を打ち倒せばまた以前の関係に戻る。

　いずれ《槍やり》と矛ほこを交える未来も十分に考えられる。

　特に《剣つるぎ》は、帝てい国こく内の権力を巡って水面下で争ってきた政敵だ。

　そんな連中に、主の《力》の限界を教えてしまったのは、まさしく失言以外の何物でもなかった。

「あ、あ～、それは、その～」

　咄とつ嗟さに反論しようと試みたアレクシスであったが、適当な言い訳が思い浮かばなかったらしい。

　もはや白状しているようなものである。

「ふむ、なるほど。つまり、ヴィーグリーズ周辺に絞って見ていたがゆえに、《鋼はがね》本隊のほうは見過ごしてしまった、というわけか」

　ファグラヴェールが口の前で手を組みつつまとめる。

　アレクシスが苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になるが、彼の感情に斟しん酌しやくしてやる義務はファグラヴェールにはない。

「まあ、ハールバルズ殿を責められまい。《鋼はがね》の援軍がこうまで早く到着するなど、この場の誰も予想できなかったことだ。今、実際に戦闘が行われているヴィーグリーズを注視してしまうのは、至極当然のことだし、本来なら正しい選せん択たくであった」

「そうね～。現実に来てしまったものは～、受け入れるしかないわ～。問題は～、どう対処するか～、かと～」

「うむ。あと少しで落とせる感じではあったのだ。落とせるものなら落としてしまいたいところだが……」

　言って、ファグラヴェールはヴィーグリーズのほうへと視線を向ける。

　耳を澄まさずとも、

「「「「「大宗主万歳ジークレギンアーク!!　大宗主万歳ジークレギンアーク!!」」」」」

　彼らの主を称える熱狂的な声が轟いてくる。

　完全包囲されているはずなのだが、どのようにしてか《鋼はがね》本隊の接近を知り得たらしい。

「ちょっと～、それは難しいかと～。完全に～、城兵たちは～、息を吹ふき返してるわ～」

「……だな」

　頷うなずき、ファグラヴェールは小さく嘆たん息そくする。

　どれだけ耐えればいいのかわからない。

　そんな終わりのない状況では、人は心が折れやすい。

　だが、あと半日足らず耐えればいいだけだとわかっているなら、それまで死に物狂ぐるいで耐え抜こうとするに違ちがいない。

　それを力ずくで攻せめ崩くずすのは容易ではない。

　もし、それを可能にするものがあるとすれば――

「ダウエの時のように、ファグラヴェール殿の力を使えば、なんとかなるのではないか？」

　探るような目で、シーギスムントが問う。

《剣》と《牙きば》は、国境を接する隣りん国ごくだ。取らぬ狸の皮算用と言われればそれまでだが、討伐後を見み据すえての布石である。

　やはり一国の宗主になるだけはあり、実に抜け目ない。

「確かに私の《力》を使えば、ヴィーグリーズを落とすことはできるだろう。だが、あれは消しよう耗もうが激しい。ここで使えば、肝かん心じんの《鋼はがね》本隊との戦いではまず使えん」

　自らの弱点を、ファグラヴェールは隠すことなくあっさり口にする。

　思わずバーラは天を仰いだが、これがファグラヴェールという人間なのだともわかっていた。

《鋼はがね》を討伐せよ、という神帝テイウダンスシグルドリーファの勅令を果たす。

　今はそれしかないのだ。

　とことん実直で、一本気で、飾ることを知らない。

　だからこそ、自分がそばにいて支えてあげないといけないのだ、とバーラはクスリと笑う。

「軍師としては～、ここで待ち構えるより～、こちらから撃うって出るべきと具申させていただきます～」

「と、言うと？」

　ジロリとシーギスムントが視線で圧力をかけてくる。

　もう少し、ファグラヴェールの力について探りを入れたかったのだろう。

「確かに～、《鋼はがね》の到着は～、わたしにも予想外でした～。でも～、これだけの速さで移動してきたということは～、それだけ兵は疲ひ弊へいしているはずです～」

「ふむ。それが道理というものだな」

　ファグラヴェールも頷き、同意を示す。

「下手に休ませず～、疲れているうちに叩たたいてしまうべきかと～」

「もっともだ。私としては彼かの女じよの意見を採用しようと思うが、異論はあるかな？」

　ファグラヴェールは右左と視線を向け、諸将の顔を見み渡わたす。

　口を開いたのはまたシーギスムントだ。

「ヴィーグリーズはどうする？　放置しては挟はさみ撃ちだぞ」

「五〇〇〇ほどの兵を押さえとして残せば～問題ないかと～」

「なら、その役は俺が引き受けよう」

　そう言って手を挙げたのは、《雲くも》のイェルハルトである。

「あの仮面の男フヴェズルングとは多少因いん縁ねんがある。ミズガルズの雄がどちらなのか、思い知らせてやるのも一興だろう」

「貴方あなたなら安心だ。シーギスムント殿もそれでよろしいか？」

「……うむ」

「他に異論のある者は？　……ないようだな」

　そう確かく認にんして、ファグラヴェールは立ち上がる。

　そしてバッと手を翳し、力強く宣言する。

「では、これより我らは東進し、《鋼はがね》本隊を討つ！　ここが正念場だ。皆の奮闘を期待する！」







「前方に軍勢を発見！　数はおよそ一万！　《鋼はがね》の本隊と思われます！」

「アレクシス殿の情報通りだな。一万か」

　瞑目したまま、ファグラヴェールは斥せつ候こうの報告を反はん芻すうする。

　兵力的には、自分たちが圧あつ倒とうしている。

　だが、敵はこれまで、《蹄ひづめ》《雷いかづち》《豹ひよう》と、兵力の不利を覆して打ち破り、ここまで勢力を拡大してきた。

　決して侮あなどっていい相手ではない。

「すー……はー……すー……はー……」

　深呼吸して、心を落ち着ける。

　兵士たちの命を預かっているのだ。冷静でなければ勝てるものも勝てない。

　勝敗は、総大将たる自分の指揮にかかっているのだ。

「よし、手はず通り、鳥の陣で行く！」

　間もなくして、討とう伐ばつ軍と《鋼はがね》、二つの軍はヴィーグリーズの東にて衝突する。

　先制したのは、《鋼はがね》である。

「騎兵の時と一いつ緒しよね～。こっちの届かない距離から～矢を射ってくるって～、ほんと厄やつ介かいだわ～」

「まったくな」

　苦々しげに、ファグラヴェールは眉まゆをひそめる。

　こればっかりはもう仕方がないが、一方的に攻こう撃げきを受け続けなければならないというのは、正直、気分のいいものではなかった。

「だが、想定の範囲内だ。このまま進め！」

　距離を詰め、接近戦に持ち込んでしまえば、数ではこちらが一五〇〇〇と上回っているのだ。

　有利に進めることができるはず――

　――だったのだが、耐えに耐え両軍の距離が縮まり、いざ白兵戦が始まってみると、押されるのは討伐軍のほうであった。

「なるほどね～。あのとんでもなく長い槍を密集させることで～、敵を一切寄せ付けず～、一方的に攻撃するか～。考えたもんだわ～」

　感心したようにバーラはふむふむと頷く。

《雷いかづち》戦や《豹ひよう》戦では、その力をあまり発揮できなかったマケドニア式長槍重装歩兵密集陣フアランクスだが、実際には一〇〇〇年時代の先をゆく画期的な装備であり、集団戦術なのだ。

　翻ひるがえって、討伐軍といえば、武具は未だ青銅製であり、集団としての戦術も未成熟で、個々の兵士がそれぞれ思い思いに戦っているだけだ。

　いかに数的には圧倒していても、戦せん闘とう力りよくの差は歴然としていた。

「なるほど。さすがに強いな。だが、その長すぎる槍では小回りがきくまい」

　わずかの間に、ファグラヴェールは敵の戦法の強み・弱点を見抜いてみせる。

　ファグラヴェールは、《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》だけが能では決してない。この辺り、単純に将としても、極きわめて有能な人物であることを示していた。

「よし、銅ど鑼らを鳴らして右う翼よく、左翼に攻撃の合図を出すのだ！」

　すかさず、指示を出す。

　鳥の陣――バーラが大軍を活かすために考案した新陣形である。

　軍を中央一五〇〇〇、右翼五〇〇〇、左翼五〇〇〇の三つに分けて、逆三角を描くように配置。

　右翼左翼を敵に気づかれないよう伏せさせ、敵が通るのを静観、そのまま敵を中央軍のほうへと進ませる。

　そして中央軍が敵を食い止めている間に、右翼と左翼が兵を起こし、敵の斜め後方より襲いかかり殲せん滅めつするという、その兵の軌き道どうがまさしく羽ばたく鳥のごとしということから命名された作戦である。

　ハールバルズの「目」により、敵軍の詳しよう細さいな位置、進路を常に把握できたからこそ可能となった、大軍の利を活かす、まさにバーラ必勝の策だった。

　後の世においては、竹中半兵衛の『十面埋伏陣』、薩摩島津家が得意とした『釣り野伏せ』など、似たような戦術はあるものの、この時代にあっては、極めて先進的で画期的なものであったと言える。

　しかし、今回はあまりに相手が悪かった。

　親衛騎団ムスツペル副団長ベムブルより、《鋼はがね》宗主周防すおう勇斗は討伐軍が敵軍の位置・動きを詳細に知る術を持っているという報告を受けていた。

　独立騎兵団の時同様、討伐軍が伏ふく兵へいをしかけてくるであろうことも予測していた。

　なにより彼は、今よりはるか先の時代を知る男だった。

　しっかり、対策はしていたのである。

　ガラガラガラ……

　ドォン！　ドォン！　ドォン！

「さ、左翼より伝令！　敵が荷車を並べ壁かべを展開！　また轟ごう音おんと炎ほのおを撒き散らす妖術を使用！　ち、近づけません！」

「右翼からも同じような報告が！」

「あ～、あれですか～」

　眉をひそめ、難しい顔でバーラが唸うなる。

「最初に騎兵部隊と交戦した時に敵が使ったと言う、柵さくをふっ飛ばしたやつか」

　ファグラヴェールも苦々しげに吐はき捨てる。

　まったく次から次へと、まるで未知の兵器の見本市である。

　しかもそのいちいちが、とにかく強力なのだ。

「敵の勢いが止まりません！　こ、このままでは……っ！」

　そうこうしているうちにも、敵が中央本隊にどんどん切り込んできていた。

　恐おそろしい突進力である。

《剣》の精鋭たちが、その前進を緩ゆるめることさえできない。

　このままでは本陣にまで攻め込まれるのも、時間の問題だろう。

「と、鳥の陣が～。会心の出来だったのに～。あっさりと破られちゃった～……」

「これだけの兵力差がありながら、まるで歯が立たんか……」

　敵のあまりに圧あつ倒とう的てきな強さに、さしものバーラもファグラヴェールも、呆然と天を仰ぐことしかできなかった。

　まるで大人と子どもの喧けん嘩かだ。

　いや、それより酷いかもしれない。

　大の男を相手に、小さな子どもが三人でかかったところで、勝負になるわけがない。

　たとえ心や動きが読めたところで、策を張り巡めぐらせたところで、このままではまず無理だろう。

　戦力が、あまりに違いすぎる。

　素手では無理だ。

　せめてそう、刃物でも持たなければ。

「御お館やかた様～、完全に回復しきっていないのに使わせたくはなかったんだけど～、そうも言ってられなさそうだわ～」

「わかっている！」

　無念そうに進言してくるバーラに、ファグラヴェールは頷く。

　これが『黒きもの』か。

　予言の内容にも頷ける。

　確かにこれだけの力があれば、ユグドラシルを征服するぐらいわけないであろう。

「だが、帝国を滅ほろぼさせるわけにはいかん。あの方は……私が守る！　ぬぅぅっ！　討伐軍の兵士たちよ！　我わが想おもいに応えよ！　《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》!!」







「順調……だな」

　戦せん況きようを見据えつつ、勇斗は呟つぶやく。

　今のところ、やること為なすこと全てが上手くいっている。

《鋼はがね》討伐令により周辺氏族全てが敵に回り、そちらにも大おお幅はばに戦力を割いた状態で、五大氏族の連合軍を相手取るとあって、さすがの勇斗も内心、戦せん闘とう前は戦々恐々としていたものだ。

　それが蓋を開けてみれば、たわいないことこの上ない。

　鎧がい袖しゆう一いつ触しよくとはまさにこのことである。

「なんというかここまで調子いいと、拍子抜けですわね」

　フェリシアも、同じ感想を抱いだいたようだった。

　考えてみれば、勇斗が宗主に就いてはや二年強。その間、次々と新兵器を考案・投入し、戦力の増強に努めてきた。

　そんな先進的で画期的で合理的に戦闘を行う《鋼はがね》に、武器は青銅製、戦闘馬車が最新兵器などという古くさい前時代の軍隊が、敵う道理はどこにもない。

　この結果は、当然の帰結と言えたが、

「このままあっさりと勝てればいいが、まあ、十中八九、そうはいかないだろうな」

　勇斗は警戒をわずかも緩めない。

　フェリシアも厳しい表情でうなずき、

「負傷を物ともせず、死さえ恐れず、勇猛果敢に戦う一いつ騎き当とう千せんの死し霊りようの兵……ですね」

「ああ。敵はまだ切り札を残しているってことだ」

　事前の情報収集で、ダウエ城での戦いや、独立騎兵団との一連の戦いのことは、すでにあらかた報告を受けている。

　このまま何事もなく終わるなどとは思えなかった。

「っ！　空気が、変わったな」

「……はい。確かに、今変わりました」

　勇斗の言葉に、フェリシアが重々しく頷く。

　風向きが変わったとかでは、ない。

　戦場を包む殺気というか、闘気というか、そういうものが一気に膨れ上がり、重くなったのだ。

「しかしお兄様、よくおわかりになりましたね。わたくしは呪歌ガルドルや秘法を用いる関係上、そういうものに敏感ですが……失礼ながらエインヘリアルですらないお兄様が今のを察知するとは思いもしませんでしたわ」

「ん？　けっこうはっきり感じたぞ。なんというか……肌はだがぞわっとした」

　一流と呼ばれる人間は、その分野において、「勘かん」がしばしば働くようになる。

　それは決して当てずっぽうではない。

　いわゆる「勘」とは、経験則である。

　勇斗は若いながらも、すでに数十度の戦をくぐり抜けている。

　元々の資質もあるのだろうが、その経験が、普通の人間にはわからぬ微細な空気の違いまで感じ取らせたのだろう。

「前線の将に油断するなと伝えろ。ここからが本番だ、とな！」

　間もなくして、この「勘」は見事に的中することとなる。







　その頃ころ、前線では――

「ははっ、今回は全然手て応ごたえねえなぁ」

「いやでも、昔はこんな感じじゃなかったか？」

「そういえば。むしろ最近がおかしかったんだよ」

「あー、『怪かい物ぶつ』虎心王ドールグスラシル率いる狂戦士ベルセルクルの集団に、『神しん算さん鬼き謀ぼう』仮面王グリームニル率いる皆かい騎き兵へい軍団だもんなぁ」

「貴様らぁ！　戦いの最中だぞ！　もっと気を引き締めんかっ！」

「「「やべっ！」」」

　小隊長の怒ど号ごうに、兵士たちは慌あわてて目の前の仕事――長槍を突つき出すことに意識を集中する。

　命のやりとりをしているのだ。気を抜いていいはずもない。

　もちろん、彼らほど弛たるんでいるのは極々少数であったが、それでも、そういう人間が出る程度には楽勝ムードが漂ただよっていたのは確かであった。

　だが、それはすぐに一変する。

　身体を貫つらぬかれたにもかかわらず、討伐軍の兵士たちがこぞってなんら怯ひるむことなく長槍の柄を掴み出したのだ。

　明らかに致ち命めい傷しようで身動きの取れない、あるいは激痛でのたうち回っていなければならない者たちが、だ。

　明らかに異常である。

「くっ、や、槍が動かねえ」

「ちょっ、や、やべぇっ！」

「わ、わ、く、くるなぁっ！　ぐあっ！」

　固まった槍の間をすり抜けて、討伐軍の兵士たちがどんどんと間合いを詰め、《鋼はがね》軍の兵士たちについに槍を突き立てる。

「て、てめえっ！」

　一列後ろに控えていた《鋼はがね》兵士の槍が、その討伐軍の兵士の胸を貫き、見事仇かたきを取る。

　しかし――

　なんと、その兵士は胸を貫かれたまま、走りだして敵兵の首に槍を突き立て、自らの仇をとって絶命する。

「な、なんなんだよ、こいつら!?」

「まるで《雷いかづち》の狂戦士ベルセルクルだ！」

「いや、あれよりさらにトチ狂くるってやがる！」

　倒たおしても、こちらの動きを封じてきたり、相打ちをしかけてきたり。

　こんなのと戦っていては、いくつ命があってもとても足りない。

　底知れぬ恐きよう怖ふに、ゴクリとツバを飲み込む音が重なった。







「はあ……はあ……くっ！」

　ふらつき倒れそうな身体を、ファグラヴェールは剣の鞘を突き立て、それを支えになんとか堪える。

　まるで底の抜けた水瓶のごとく、身体からもの凄い勢いで力が抜けていくのがわかる。

　前回より五〇〇〇少ないとは言え、やはりそれでも二五〇〇〇もの大軍の士気を無理やり高揚させ、潜せん在ざい能力を引き出すのは、個人の神力アースメギンでは土台無理があったのだ。

「ファグッ……御館様～、大だい丈じよう夫ぶですか～？」

　バーラが駆け寄り、肩かたを貸してくる。

　学友だった頃の呼び方が出かけたのは、彼女らしくない失態だ。それだけ自分の顔色は悪いのかもしれない。

　自覚は嫌というほどある。

　前回、使った時の疲ひ労ろうが抜け切らないうちの再使用だ。

　少しでも気を抜けば、瞬またたく間に意識が白いもやの中に霧散してしまいそうだった。

　正直、もはや剣を杖つえにしてさえ立っているのが辛い。

　バーラに支えてもらえば、自分の力を使わなくてもいいのだから随ずい分ぶんと楽になる。

　だが、ファグラヴェールは歯を食いしばってバーラを押しのける。

「いらん……っ！　誰だれかの肩を借りてしか立つこともできぬ頼たよりなき将に、はあ……はあ……いったい誰がついてくるものかっ！」

　息も絶え絶えに、絞り出すような声で吐き捨てる。

　わかっている。

　こんなものはただの自己満足にすぎない。兵たちの士気は、ファグラヴェールの《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》で、限界を大きく超えて引き上げられている。

　今さら、そんな事で、上がりもしなければ、下がりもしない。

　だが、だからといって、《力》で無理やり兵士たちの士気を駆りたて、兵士たちを死地へと送り込んでいる自分が、どうして一人だけ楽ができようか！

「ほんと～……意地っ張りね～。絶対～早死にするわよ～」

「ふっ、意地を貫いて死ねるなら本望だ……っ！」

　損な性分だと理解はしている。

　だが、自分を曲げて生きられるほど、器用なタチでもない。

「まあ～、その意地を張った甲か斐いがあったかな～。兵たちがなんとか～、踏ふみとどまってくれたわ～。これでしばらくは～耐えられそうよ～」

「ははっ、この力を使ってさえ……はあはあ……耐えるのが精せい一いつ杯ぱいとは、つくづく恐ろしいな《鋼はがね》……っ！」
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　元々の戦闘力が、あまりに違いすぎたようだ。

　実のところ、真正面からやりあって、自分に勝てる将などこの世にはいないと、ファグラヴェールは内心思っていたところがある。

　軍師バーラも要し、搦からめ手をものともしない《剣》は、ユグドラシルでも最強とわずかの疑いも抱いていなかった。

　その誇ほこりが、今回の戦いでなんと無む惨ざんに引き裂かれたことか。

　騎兵部隊の一いち撃げき離り脱だつ戦法には、にっくき政敵ハールバルズの力を借りねば対処することができなかった。

　今この戦いにしても、《剣》一国――同等の兵力では、《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》を使ったところで押し切られていたことだろう。

　将としては完敗と言うしかない。

　だが今、ファグラヴェールが指揮するのは、五氏族が連合する討伐軍だ。

　兵法の初歩の初歩、実に単純なことだ。

　兵力差こそが、戦の勝敗を最も左右するのである。







「きたきたきたーっ！」

　討伐軍の右翼を任された《剣》の特とつ攻こう隊長エルナが、天に向け叫さけぶ。

　心に闘とう志しがみなぎる。

　身体に力があふれてくる。

　今なら誰にも負ける気がしなかった。

「ふおおおおおッ！　エルナ姉！　あたしもやりますよぉっ！」

　フレンも、その小柄な身にそぐわぬ長大な槍を空に衝き立て吼える。

　いつものあどけなさは今や微塵もなく、そこにいるのはもはや獲物を前にした野や獣じゆうのごとしである。

「相変わらず単純ねぇ、二人とも。御館様の《力》にあてられすぎでしょ」

　頬ほおに手を当て、スィールが呆あきれたように嘆息する。

　だが、そんな彼女も、その瞳ひとみには凶きよう暴ぼうで剣呑な光が宿る。

　ペロリと上うわ唇くちびるを舐め、言い放つ。

「だが、この《力》は御館様にとって諸もろ刃はの剣でもある。とっとと終わらせるわよ、二人とも！」

「「了りよう解かい!!」」

　右翼を率い、三人のエインヘリアルは《鋼はがね》軍の左側面へと雪崩なだれ込んでいった。







「ふむ、確かに心の高揚を感じる。力が身体の底からあふれてくる感じもする。だが、正直、気に食わんな」

　一方、左翼では、シーギスムントが、自らの握にぎりしめた拳こぶしを見下ろしつつ、苛いら立だたしげに表情を歪ゆがめる。

　彼かれは《牙きば》のれっきとした宗主である。

　皆みなを従わせる立場にあり、何者にも従う謂いわれはない。

　にもかかわらず、彼の意思とは無関係に、戦えと心を掻かき立てられている。

　まったくもって腹立たしいことこの上なかった。

　宗主であるという確固たる自負により、シーギスムントはまだ冷静に自らを顧かえりみることができたが、兵たちはそういうわけにはいかなかった。

「うおおっ！　早く戦わせろーっ!!」

「殺せ殺せ殺せ!!」

「《鋼はがね》の奴やつらは皆殺しだっ!!」

　もはや闘志などという生易しいものではなく、凶暴なる殺意を撒き散らしている。

　つい先さき程ほどまで、《鋼はがね》の放つ雷玉に怯おびえ戸惑っていた者たちとは思えない。

　まるで別の軍だ。

　これがまた、シーギスムントの癇かんに障さわる。

　彼らは自分の子であり、孫である。

　それを他家の者にいいように操られているなど、親として面白かろうはずもなかった。

「とは言え、このふざけた力に頼らねば勝負にならんのも事実、か。ちっ、何もかもがまったくもって気に入らん」

　舌打ちとともに、吐き捨てる。

　口にこそ出さなかったが、自らが井の中の蛙かわずに過ぎないことを無意識に思い知らされ続けていることに、なにより彼は苛立っていた。

《鋼はがね》の大宗主レギンアークスオウユウト。

《剣》の宗主ファグラヴェール。

　彼らに比べ、自分はなんと卑小な存在か。

　どうしても、そんな考えが頭をもたげてしまう。

　ブンブンと頭を振ふって嫌いやな考えを追い払い、シーギスムントは叫ぶ。

「皆の者かかれーっ！　《鋼はがね》の者たちに、《牙きば》の恐ろしさ、思い知らせてやるのだ！」

「「「「「うおおおおおおおおっ!!」」」」」

　待ってましたとばかりに、鬨ときの声を上げ、《牙きば》の軍勢は《鋼はがね》の側面へと躍りかかった。

　ヒュン！　ドォォォン！

《鋼はがね》方より雷玉が飛来し、炸裂する。

　爆心地にいた何人かが吹き飛び、火傷やけどを負う。

　だが、今となっては、たかがそれだけだ。

　他の兵たちはまったく気にした風もなく、怒涛の勢いで《鋼はがね》軍へと殺さつ到とうしていく。

　ヒュヒュヒュン!!

　今度は無数の矢が飛来する。

　木製の盾たてをあっさり貫通する恐ろしい貫通力を持った矢だ。

　そんなものが次々と間断なく放たれてくる。

　だが、兵士たちは矢をいくつも身体に突き刺さしながら、倒れることなくなお進む。

　もちろん、致命傷を受けた者が、そう長くもつはずもない。やがては倒れ伏ふし、動かなくなるのがさだめだ。

　しかし、それまで後ろの味方の盾になり続けることができる。

　なんとか矢の雨をくぐり抜ければ、今度は黒光りする城じよう壁へきがそびえ行く手を阻はばんでくる。

　こんなものまで用意しているとは恐れ入るが、ダウエ城の城壁に比べればはるかに低い。

《牙きば》兵たちは前の兵士たちを足場にし、壁の天辺にしがみつき、次々とよじ登っていく。

　身体を乗り上げた瞬しゆん間かん、今度は槍が突き出され、突き落とされる。

　先程までの《牙きば》兵ならば、ここまで鉄壁の守りを見せつけられては、どう乗り越えればと心折られていたかも知れぬ。

　だが、今の彼らは一いつ切さい怯まない。

　まったく諦あきらめることなく、《牙きば》の攻こう勢せいは続く。







「……ちぃっとばかし、まずいなこれは」

　眉をひそめ、勇斗は唸る。

　一応、未いまだ《鋼はがね》軍が押しており、優勢に戦いを進めてはいるのだが、どうにもおかしい。

　戦の勝敗は、勢いで決まる。

　どれだけ劣勢であろうと、最後の一人になろうと戦う――などということはまずあり得ない。

　ほとんどの兵士は農村などから駆り出された者たちだ。

　忠誠心などさほどなく、敗色が濃厚となれば、途端に蜘蛛くもの子を散らすように我先にと逃にげ出してしまうものである。

　にもかかわらず、だ。

　一向に敵が崩れる気配がない。

　戦闘力の差は歴然としており、勝ち目がないことぐらいもう雑ぞう兵ひようであろうとわかっているであろうに、誰も逃げようとしない。

「むしろ、明らかに抵てい抗こうが増してやがる……っ！」

　前線からも、死霊でも乗り移ったかのような、としか言いようのない「何か」に敵兵が変わったとの報告がいくつもあがってきている。

　話に聞くだけで、なんとも気持ちの悪い連中である。

　だが、脅きよう威いなのも確かだ。

　倒しても倒しても切りがない。

　そんな状じよう況きようは容易に人の心を折る。

　ただでさえ《鋼はがね》軍は、強行軍により疲労が溜まっている。

　士気を鼓舞し、なんとかそれを忘れさせてはいるが、何かの拍子で糸が切れた瞬間、一気に総崩れに陥る可能性も決して少なくない。

　そこに、さらに畳み掛けるように、《鋼はがね》にとってはあまり喜ばしくない報告が飛んでくる。

「大宗主レギンアーク様！　敵右翼が再び側面より攻撃を仕し掛かけてまいりました。今度は雷玉でも止まりません！」

「左翼もです。すでに『荷車城塞ワゴンブルク』まで敵が押し寄せております。敵の勢いは凄まじく、このままではとても持ち堪えられないと！」

「ちっ、恐れていた事態になってきたな」

　思わず舌打ちする勇斗。

　長槍重装歩兵密集陣フアランクスの弱点は、なんといっても側面と後方である。

　そこで勇斗としては、荷車城塞ワゴンブルクでバリケードを築き、てつはうで敵をびびらせ、その奥おくからは弩いしゆみの三段構えで間断なく矢を浴びせかける、という少数部隊でも敵を寄せ付けない構えを講じておいたのだが、この調子ではいつまでもつか。

　少なくともこのままでは、こちらが中央を突とつ破ぱする前に、敵の包囲に押し潰される公算が極めて高いというしかない。

「お兄様、このままでは！　どういたしま……!?」

　質問しかけたフェリシアが、ハッと息を呑のむ。

　勇斗の放つ気配が、変わっていた。

　その圧倒的な存在感に、重圧に、いつもフェリシアは恐怖と歓喜に打ち震えずにはいられない。

　獅し子したる覇王が、目覚めたのだ。

「どうやら俺おれも、本ほん腰ごしいれてかからねばならんようだな」







「おお！　右翼のフレン殿どのの部隊がついに敵の荷車の壁を越え、敵てき陣じんに切り込んだそうです！」

「はあはあ……そう、か……はあ……フレンがやってくれたか」

　声を弾はずませるアレクシスの言葉に、ファグラヴェールは息も絶え絶えになりつつも薄く笑えみを浮かべた。

　フレンは『波の乙女おとめ』最年少の身ながら、勇者揃ぞろいの《剣つるぎ》でも三指に入る武勇の持ち主である。

　エルナが脚きやく力りよくに特化したエインヘリアルであるならば、フレンは腕わん力りよくに特化したエインヘリアルである。

　おそらくはその豪ごう腕わんにあかせて、力ずくで荷車の壁をこじ開けたのだろう。

　荷車の壁は、荷車である以上は車輪があり、ここまで運んできたものだ。

　それならば、あの娘むすめに動かせぬ道理はない。

「どんなものでも～、一点が綻べば～、後は連鎖的に崩れていくのが物の道理～。やれやれ～、なんとか勝っ……」

　ほっと安あん堵どの吐と息いきをつきかけたバーラであったが、

「むっ!?　フレン殿の部隊の後方に敵騎兵隊が迫せまっておるとのことです！」

　アレクシスの緊きん迫ぱくした声にかき消される。

「ここで出てきたか～。伝令～。エルナを救きゆう援えんに向かわせて～」

　もう一つの騎兵部隊となれば、《鋼はがね》最強と名高い『親衛騎団ムスツペル』と見て間ま違ちがいないだろう。

　そして、率いるのはこれまた《鋼はがね》最強の勇者『最も強き銀狼マーナガルム』ジークルーネ。

　ならば、こちらも最強の札をぶつけるのみである。

「はっ！」

　指示を受けた伝令兵が慌てて駆かけていくが、

「さ、さすがに騎兵だけあって敵のほうが動きが速い。背後からの奇き襲しゆうにフレン殿の部隊が荒らされております」

「くっ、間に、合わなかったか……」

　ファグラヴェールが口くち惜おしそうに吐き捨てる。

　いかにハールバルズが《鋼はがね》の動きを逐ちく一いち捉とらえられても、それを伝えるのはアレクシスのみである。

　そのアレクシスから報告を受けた後、伝令を走らせるのだが、それは当然、人の足となる。どうしても時間がかかるのだ。

「あちゃあ！」

　痛恨の声とともに、アレクシスがピシャンと額を叩たたく。

「はあはあ……なんだ!?」

「奇襲を受けてこちらの攻勢が弱まった隙すきを突き、敵が崩れかけたところに兵を増強、押し戻されてまた壁を築かれてしまった、と」

「まじで～？　しぶといな～」

　バーラががっくりと肩を落とす。

　一時はついに敵を切り崩くずし勝利を確信さえしたほどだっただけに、落胆も大きかった。

　しかし、しばらくすると、

「お、おお！　今度は左翼のシーギスムント殿の軍が荷車の壁の一角を押しのけ、敵側面に切り込んだとのことです！」

「おお～」

　再び歓喜の声をあげたバーラであったが、

「なっ!?」

「今度はなんですか～？」

　声の調子からなんとも嫌な予感を覚えたバーラであったが、問わないわけにもいかなかった。

「ま、また例の騎兵隊が《牙きば》軍の左方から！」

「ええ～!?　右翼でフレン隊と交戦中じゃなかったの～!?」

「す、すでにそこからは離り脱だつし、その機動力を活いかしてこちらの救援に向かっている模様です」

「はあ～～～～!?　いくらなんだって～、早すぎでしょ～～!?」

　バーラは両手で乱暴に自らの頭を掻きむしり、大声を張り上げる。

　すでに一五年以上の付き合いのファグラヴェールでさえ、ここまで狼狽うろたえ、我をなくした彼かの女じよを見るのは初めてである。

　だが、ファグラヴェールとて、取り乱す気力もなかっただけで、気持ちはまったく一いつ緒しよだった。

　結局、側面から急襲した騎兵隊は猛威を振るい、攻こう撃げきの手が緩んだ隙に《鋼はがね》はせっかく出来た穴を塞ふさいでしまう。

　何かの偶ぐう然ぜんと思いたかったが、その後も同じようなことは続いた。

　崩せそうで、一向に崩せない。

「はあはあ……明らかにおかしい。おかしすぎる……ぞ……」

　もうろうとする頭でさえ、それはわかった。

　どんな名将も、全軍の様子を完かん璧ぺきに把は握あくすることはできない。一万もの大軍になれば、絶対に不可能なことだ。

　側面が崩れた。

　その報告の兵が大将のところにたどり着くまでまず時間がかかる。

　援えん護ごの指示を出し、それが行き渡わたるのにもやはり時間がかかる。

　なによりも、だ。

《鋼はがね》本隊から離はなれた遊軍である騎兵部隊に、簡単な合図ならともかく、崩れかけた場所の詳細を教えそこに向かうように指示するなど、いったいどうやっているというのか!?

　わけがわからない。

　こちらだって、相手の陣じん形けい・動きを把握できるなどという、本来ありえぬ《力》を使って、兵を動かしているのだ。

　なのに相手のほうが反応が迅いのだ。はるかに！

「未来でも視みえているというのか……っ!?」

　まるでそう、そこが崩れるのがわかっていて、前もって指示を出しているとしか思えないのだ。

　しかもその指示のなんと的確なことか！

　自軍の弱まったところにはすかさず味方を投入し補強し、こちらがわずかでも隙を見せればすかさず果敢にそこを突いてくる。

　こちらが反はん撃げきをしかけようとすればさっと引いてかわされる。

　まだ一〇代の少年だと聞いていたのに、熟練の老ろう獪かいさを感じさせた。

　剛柔織り交ぜた、まるで戦の呼吸、機き微びを知り尽つくしたかのような指揮ぶりである。

「こ、これが人の身で為なせる業わざなのか……っ!?　はあはあ、まさか……奴は……スオウユウトは……本当に軍神の化け身しんだとでも言うのか……!?」







『こちらクリス。クラエス隊の壁が崩されました』

「わかった。そこなら……よし、スヴィズル隊を救援に向かわせろ！」

『了解です』

「ジークルーネ！　聞こえたな!?」

『はっ！』

「連戦続きで疲つかれてると思うが、いけるか!?」

『問題ありません！　この程度でへこたれるほど、我が隊はやわな鍛え方はしておりませぬ！』

「よし、じゃあ頼たのむ！　だが過信せず、休めるときにはしっかり休ませておくように」

『はっ！　では行ってまいります！』

「アル！　そっちは問題ないか!?」

『は～い、こっちは今のところ大丈夫でーす！』

「よし、何かあればすぐさま知らせろ。……ふう、とりあえずこんなところか」

　矢や継つぎ早に指示を出し終えると、勇斗は一息吐くとともに、耳に当てていたトランシーバーを下ろす。

　ケルムト河の戦いでは、敵の動きを監かん視ししタイミングを合わせるために使ったが、元々はこういう、部隊間の連携を高めるために持ち込んだものである。

　その数、実に一五台！

　うち一三台をクリスティーナ、アルベルティーナ率いる情報部隊に渡して散らばらせ、全軍の状態をほぼリアルタイムで把握。

　どこかが崩れたり、敵に隙が生まれれば、すかさず指示を出して、近くの指揮官の下まで走らせ伝える。

　そして最後の一台はジークルーネに渡し、遊撃隊として最も危うい箇か所しよへ向かわせ、敵の攻撃の手を鈍らせる。

　この手法により、勇斗はまさに一四の視点と、一万もの大軍を自らの手足のごとくシームレスに動かすことが可能となっていた。

　部隊間の連れん絡らくを人の足に頼らざるをえない者から見れば、それこそまさしく未来を見通しているとしか思えないほどの速度で！

　だが、それだけで死霊の兵を要する討とう伐ばつ軍の猛攻はしのげるものでない。

　莫大な情報も、整理し処理できる能力が将になければ意味が無い。

　いくら神速の指示が出せても、それが正しいものでなければ、瞬く間に敵に押し切られていたであろう。

　それらを恐おそろしく的確に行える者が、《鋼はがね》にはいた。

　人というものは、若い頃ほど成長するものである。

　宗主になってはや二年。これまで数多の戦場を駆け抜け、強敵たちの激戦をくぐり抜ぬけてきた。

　一五歳さいから一七歳。

　最も多感な時期に、その濃密すぎる時間は、彼が持って生まれた、そして二一世紀の日本ではまず使われることはなかったであろう戦場の将としての巨きよ大だいな才能を、大きく開花させていたのである。







「やばいわね～」

　戦局を見み据すえつつ、バーラは我知らず親指を噛かんでいた。

　いついかなる時も泰たい然ぜん自じ若じやく、のんびり屋と評判の彼女だが、今その表情には明らかな焦しよう燥そうの色があった。
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　すでに戦せん闘とう開始から三刻（六時間）以上が経過していた。

　その間、戦いは激化の一途を辿り、一進一退を繰くり返していたが、ついにその天秤が少しずつ少しずつ、しかし明らかに一方に傾こうとしていた。

　すなわち、《鋼はがね》側へと。

「はあはあ……」

　唐とう突とつに、バーラの前に立つファグラヴェールの身体が後ろに傾かたむき、そのまま大地に引っ張られていく。

「っ!?」

　バーラは慌てて駆け寄り、なんとか受け止める。

「だ、大丈夫～？」

「……ああ」

　すぐに嘘うそだとわかった。

　すでにファグラヴェールの顔には死人同然に血の気がなく、生気というものがほとんど感じ取れなくなっている。

　こんな人間が大丈夫だなどと、そんなはずがない。

「ねえ～、ファグラヴェール～。これ、見える～？」

　言って、バーラはファグラヴェールの眼前に人差し指を立ててみせる。

「……ん？　三？　はあはあ……どういう……意味だ？」

「なんでもないわ～」

　苦虫を噛み潰つぶしたような顔になりつつも、声だけはいつもどおりにバーラは返す。

　どうもバーラの顔を見上げる目の焦点が合っていないように見えて試してみたが、危き惧ぐした通りであった。

　親分を呼び捨てにした事にも、気づいていない。

　普ふ段だんのファグラヴェールであれば、さすがにたしなめぐらいするはずだ。

　相当に意識が朦もう朧ろうとしているらしく、もはやそんなことにすら気が回らなくなっているのだろう。

　完全に、限界を超えてしまっている。

「心配……するな……私は……まだやれる……っ！」

　息も絶え絶えに、ファグラヴェールは身体を起こし、立ち上がろうとする。

　それが将たる者の責務だから、と。

「くっ、ぬっ……」

　しかし、その意志に、身体がついてこないようだった。

　膝ひざがプルプルと震ふるえるだけで一向に立ち上がれずにいる。たったそれだけの力さえ、もう身体に残されていないのだ。

　そこまで力を使い果たして、意識を保っていられるのがむしろ奇き跡せきに近かった。

　今この時も、《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》に力を吸い取られているのだから。

「まだだっ！　まだ……《鋼はがね》を、打ち破るまでは……っ！」

　そんな言葉が、うわ言のようにファグラヴェールの口から漏もれる。

　もはや思考を結ぶことさえ難しくなっても、将としての本能でわかっているのだ。

　今、自分が意識を失い、《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》の力が失われれば、もはや《鋼はがね》軍の勢いを止めることかなわず、たちどころに瓦解するであろうことを。

　そして、その認にん識しきは、残酷なまでに正しい。

「陛下は……妹は……私が守るのだ……っ！」

　もはやその一念だけで、意識をつないでいるようだった。

　その精神力は心からの称賛に値するが、こんな状態ではもうそう長くはもちそうにない。

　ファグラヴェールの意識どころか、もはや命そのものが危うい。

「博打は正直好きじゃないんだけど～、これはもう一か八かの大勝負に出るしかなさそうね～」







「くそう、また駄だ目めか！」

　そう忌いま々いましげに吐はき捨てたのは、《剣》の特攻隊長エルナである。

　同じく『波の乙女』のスィール、フレンの部隊とともに波状攻撃を仕掛け畳み掛けているのだが、いいところまでいくのに、後一歩のところで押し返される。

「埒らちが明かない。このままじゃ……っ！」

　焦しよう燥そうに、奥おく歯ばを噛み締しめる。

　戦いが始まった頃ころは、まだ太陽は天の頂きに到とう達たつしていなかった。

　それが今や、太陽はヒミンビョルグ山脈の峰々の奥に沈みかけ、空を赤く焼いている。

　すなわち、相当の時間が経たっているということであり、主ファグラヴェールの体調がとにかく気がかりだった。

「弱気になってる暇ひまさえ、もうないわよ、エルナ」

「えっ!?」

　ここで聞くはずのない声に、エルナは思わず振り返り、ギョッと目を見開く。

「スィール姉さん!?　それにみ、みんな!?　どうして!?」

　そこには、バーラを除く《剣》が誇る精せい鋭えい『波の乙女』の七人が勢揃いしていたのだ。

　皆、自分たちの部隊を率いて戦っているはずだった。

　ここにいるということは、その指揮を放ほう棄きして来たことになる。

　将として、考えられない行動だった。

「バーラの指示でね。最後の大勝負を賭かけにきたの」

「最後の……ですか」

　その言葉の意味することは、さすがにエルナにもわかった。

　つまりもう、ファグラヴェールの体力が尽きかけているということだ。

　スィールも重々しく頷うなずき、

「そう、『波の乙女』の全戦力を結集して、《鋼はがね》軍の硬かたい横っ腹をなんとかぶちぬくのよ」

「全戦力……ですか。バーラ姉にしては随分思い切った手を打ってきましたね」

　正直、かなり意外ではあった。

　バーラは策士だ。勝てる場を整えてから戦うのが彼女のやり方である。

　確かに、エインヘリアルである『波の乙女』の総力を結集すれば、その突破力は凄まじいものがあるだろうが、一方で彼女たちは将としても優ゆう秀しゆうであり軍の要なのだ。それだけ他が手薄になるということである。

　ただでさえ拮きつ抗こうしている状態でそれは、下手をすれば一気に全軍が瓦解しかねない、非常に危険な賭けと言えた。

「それだけもう、後がないってことね。なんとか耐たえてみせるってバーラは言ってるけど、まあ、そう長くはもたないでしょう」

「…………」

　ゴクリと、エルナはツバを飲み込む。

　自分たちの背に、《剣》の、討伐軍の、引いては帝てい国こくの命運がかかっているのだと、いやがおうにも自覚する。

「やるわよ、エルナ。《鋼はがね》の連中に、わたしたち『波の乙女』の戦いぶり、とくと見せつけてやりましょう」

「はいっ！」

　戦いはいよいよ、最終局面を迎えようとしていた。







「はあああああっ！」

　スィールが両手に持つ剣で降り注ぐ矢の雨を切り払いつつ、突進していく。

《鋼はがね》軍が側面防ぼう御ぎよ用に配備した弩は、この時代の矢よりもはるかに速いにもかかわらず、その全てを完全に見切っていた。

　身体能力においてはエルナやフレンに一歩譲るが、戦場での経験は彼女がずば抜けて長い。

　敵の目線、空気の流れ、殺気、それらから敵の攻撃を先読みする術で、彼女の右に出る者はいなかった。

　あっさりと荷車の壁かべの前に到達するや、その背後から小さな影かげが飛び出す。

　小柄ながら、《剣》一の豪腕フレンである。

　荷台と荷台の間に手を突っ込み、

「ふんぬっ！」

　力ずくでこじ開ける。

　どちらにも数人からの射手が乗っていたというのに、だ。

　もはや人間というより熊くまか何かのごとき腕力である。

　その開いた隙すき間まに、すかさずエルナが切り込んでいく。

　その動きはまさに神速！

《鋼はがね》の兵たちは、その動きを目で追うことさえできない。

　そして本人たちが気づきもしないうちに――

「ぐっ！　え……!?」

「なっ！　い、いつの間に……!?」

「うあ、血、血が……」

　その命は絶たれていた。

　一拍の後、ぐらりとその身体が崩れ、倒たおれ伏していく。

　やはり『特化』のエインヘリアルは、その分野においては人間離れしているというしかなかった。

「さっすが切り込み隊長！」

「でも、あたしたちにも活かつ躍やくの場を残しておいてほしいわね」

「そうそう。あたしたちだってなまった身体、動かしたいんだから」

　そこに残る七人のエインヘリアルが次々と乗り込んでくる。

　本来であれば、敵陣まっただ中にたった八人。

　明らかに多勢に無勢である。

　だが――

「つ、つええ！」

「な、なんだこいつら!?」

「一人一人がジークルーネ様並みじゃないか！」

　優勢なのは、『波の乙女』たちであった。

　彼女らは、ファグラヴェールの《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》により、潜せん在ざい能力を引き出され、極限にまで強化されている。

　その戦闘能力は、並のエインヘリアルを明らかに凌りよう駕がしていた。

　しかもである。

　彼女たちは戦友として、長く共に戦ってきた仲である。

　それぞれがそれぞれの戦い方、能力を熟知し、邪魔をせず、お互いを高め合って戦うことができた。

　そこにいたのは、ただの八人のエインヘリアルではなかった。

　まさしくその名の通り、一つの大波となって、《鋼はがね》軍を薙なぎ払はらっていく。







『お父さんお父さん、大変大変ーっ！』

「どうした、アル？」

　トランシーバーから流れてくる慌あわてた声に、勇斗は落ち着いた声で返す。

　別に彼女の大変など当てにならないと軽んじているわけではなく、戦場に立てば、いついかなる時も冷静さを忘れないようにと心がけているからである。

「今、アタシの担当してるとこが攻せめられているんだけど、なんか……先頭を駆けてる六……七……八人がとんでもなく強い！　あっという間に壁を突破された！　多分、みんなエインヘリアル！」

「……ふむ」

　表情をやや厳しくし、勇斗は口元に手を当ててしばし考えこむ。

「どうやら、勝負をかけてきたみたいだな」

　八人ものエインヘリアルを一箇所に集中投下すれば、確かに『荷車城塞ワゴンブルク』のバリケードを突破するのも、そう難しいことではなかっただろう。

　エインヘリアルには、それだけの他を隔かく絶ぜつした戦闘能力がある。

　しかも、おそらくはただのエインヘリアルではなく、《剣》が誇ほこる精鋭中の精鋭『波の乙女』たちである可能性が高い。

　これまでのような救援を差し向けても、その圧あつ倒とう的てきな戦力の前に跳はね返されるかもしれない。

　しかも正直なところ、今の《鋼はがね》軍には、対たい抗こうできるエインヘリアルがいなかった。

　親衛騎団ムスツペルにはジークルーネをはじめ三人の武闘派エインヘリアルが揃そろっているが、ちょうど今、反対側を救援中であり、アルベルティーナのところに向かわせるには少々時間がかかる。

　フヴェズルングはヴィーグリーズから動けず、スカーヴィズもはるか遠いアールヴヘイムの地にいる。

《角つの》の『四炎ブリージンガメン』も、一人はエーリヴァーガル川の戦いで死亡、ラスムスは負傷と年で隠いん居きよ同然、ハウグスポリは《麦》の援軍で不在、最後の一人も、右側面の守りの要であり動かせない。

《爪つめ》の双子はあまり戦闘向きではないし、そうなるとせいぜい動かせるのはフェリシアぐらいであるが、彼女一人では多勢に無勢もいいところであろう。

　にもかかわらず、勇斗はニィッと口の端はしを吊つり上げてみせる。

「厄やつ介かいな連中が一箇所に集まってくれてるなら、むしろ好都合じゃないか」







「せいっ！」

　襲いかかる《鋼はがね》兵を切り倒し、エルナは鉄剣を払って付いた血を振り飛ばす。

　独立騎兵団の死体から奪うばって置いて正解だった。

　敵も鉄製の武器を使っているのだ。

　以前のように青銅製のものを使っていては、おそらく今いま頃ごろへし折れ、戦うどころではなかっただろう。

　だが、この剣なら、多少刃はこぼれこそしたものの、まだまだ戦える！

「いける！　いけるぞ！」

　討伐軍を圧倒する強力無比な《鋼はがね》軍も、さすがに八人のエインヘリアルの敵ではなかった。

　この調子なら、体力が尽きる前に『流れ』を作れる。

　エルナが攻略の手て応ごたえを掴みかけたその時である。

　不意に、風が止んだ。

　風向きが変わることなど、よくあることではある。

　あるのだが、虫の知らせと言うべきか、なぜか妙みように気になった。

　ぽいっと敵陣より何かが放り投げられてくる。

　妙に光こう沢たくのある、細長い円えん筒とう形けいの何かである。

　それを剣の腹で打ち返していれば、あるいは未来は変わったのかもしれない。

　しかし、彼女はそれがなんなのかさえ、知らなかった。

　だから、反応が遅れた。

　プシュッ！

　その何かから突とつ如じよ、白い煙が噴き出す。

　瞬またたく間にそれは辺り一帯を覆おおい尽くし、

「な、なにっ!?　うぐっ！」

「目が！　目がぁっ！」

「ゲホゲホゲホ！　喉のどが！　焼ける！」
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　まさしく一いつ騎き当とう千せん、《鋼はがね》兵をまったく寄せ付けず無む双そうしていたはずの仲間たちから、次々と悲鳴が上がる。

　催さい涙るいガスグレネード。

　暴徒鎮圧などにも使用される代しろ物ものだが、普通にネット通販で五～六〇〇〇円で購入できる防犯グッズでもある。

　いかなエインヘリアルといえど、高圧で一気に周囲に拡散する煙までは避さけることはできなかった。

　目・鼻・喉を強烈に焼かれ、凄まじい激痛に悶もだえる『波の乙女』たち。

「る～らら～♪」

　そんな彼女たちの耳に、戦場にそぐわぬ、なんとも緊きん張ちよう感のない歌声が響ひびく。

　途端、さぁっとそよ風が吹いた。

　髪かみを揺らす程度の、実に弱々しい風だ。

　しかし、そんなものでも、この無風の状態では、攻め寄せている討伐軍の方向に煙を動かすには十分だった。

「ぎゃああっ！　熱！　熱っ!?」

「目が焼けるぅ！」

「ゲホゲホゲホッ！　い、息が!?」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴がこだまする。

　やがて煙が晴れるが、催涙ガスの効果はざっと一五分以上、彼女らの苦しみは終わらない。

　目を開けることもできなければ、周囲の状じよう況きようがわからない。

　止まらぬ咳と目と喉を襲おそう激痛が、身体の自由を奪う。

　呼吸することさえ、今は困難だった。

　このような状態では、さしもの死し霊りようの兵と化したエインヘリアルであろうと、戦いようがなかった。

　増援に来た兵士たちにあっさりと組み伏せられ、次々と縛り上げられていった。







『全員やっつけたよ～！』

「よぉし！　よくやった、アル！」

　勇斗は拳こぶしを握にぎり締め、喝采を上げる。

　ステインソールあの馬鹿対策に持ってきたものが、なんとも役に立ってくれたものである。

『アル姉が活躍するなんて……明日は槍やりでも降るかもしれませんね』

　妹のクリスティーナが、なんとも複雑そうな声でつぶやく。

　彼女にとっては、姉はダメダメだからこそ可愛いらしい。

『ちょっ、クリス。ひどーい』

　そんな妹の心姉知らずで、アルベルティーナが憤慨する。

「はははっ、どうだ催涙ガスグレネードは？　《風を巻き起こすものフレースヴエルグ》のお前にぴったりの武器だったろう？」

　アルベルティーナの持つ能力の一つに『風を起こす』というものがある。

　だが、これまであまり使い道がなかったのも事実だ。

　あまりに微風すぎて矢勢を強めることもできなかったからだ。

　ちょっと馬車の速度を上げたり、夏場の扇風機代わりにするのがせいぜいだった。

　それがまさか、たった一人で八人のエインヘリアルを撃破する決め手になるとは！

　彼女の力なしでは、さすがに勇斗も今回の作戦を見送るしかなかっただろう。自然に任せて万が一、自軍のほうに風が吹こうものなら自滅となりかねない。

　文句無しで、今回の戦いにおける一番手て柄がらである。

『うん、クリスに何回も使い方を繰り返し復習させられた甲か斐いがあったよ～』

　その回答に、勇斗は思わず吹き出す。

　さすがはクリスティーナである。

　憎まれ口を叩きつつも、本音では姉に活躍の機会を与あたえてあげたかったのだろう。

　また、《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》の力を使い、風を止めるという役目でこっそりとしっかり姉をアシストしているのだが、おくびにも出さない。

　まったく屈くつ折せつした妹だった。

「さて、これで……ん？」

　不意に異変を感じ、勇斗は討伐軍のほうを振ふり返る。

　討伐軍から立ち上っていた、重苦しい嫌いやな圧力が雲散霧消していくのを感じた。

「どうやら……敵の魔ま法ほうも解けたらしいな。よし、一気に畳み掛けるぞ！」







「『波の乙女おとめ』たちが、全……滅……っ!?」

　その報は、とっくに限界を超えつつも、なんとか決死の想おもいで意識を保っていたファグラヴェールの心を、完膚なきまでに叩き折った。

　がくりと力なく崩れ落ちるファグラヴェールをその腕で受け止めつつ、バーラは呆然と空を見上げ呟つぶやく。

「軍神スオウユウトの前では～、八人のエインヘリアルでさえ赤子同然……か～」

　身み贔屓びいき抜きで、彼女たちは精鋭中の精鋭だった。

　特にスィール、エルナ、フレンの三傑は、《鋼はがね》最強と名高いジークルーネとも互角に渡り合えるだけの力はあったはずだ。

　そこに《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》の力が加わるのだ。

　もはや誰だれも彼女たちを止められない。

　そんな絶対の確信さえ抱いだいていたのに、いざ蓋ふたを開けてみれば、八人まとめてあっさり捕ほ縛ばくである。

　もはや乾かわいた笑いしか出てこない。

「完敗というしかないわね～」

《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》の効果が切れた討伐軍に、《鋼はがね》に立ち向かえる力はすでになく、勇気もなく、早くも皆みな我先にと逃にげ出し始めていた。

　もはやそれを立て直す術は、バーラにも思いつかない。

　万ばん全ぜんに万全を期し、自分でいうのもなんだがこれ以上ないほど完璧な布ふ陣じんで臨んだにもかかわらず、真正面から力でねじ伏せられた。

　勝敗は時の運――などという言葉が、ただただ虚しい。

　百度戦ったところで、全敗していたであろう圧倒的力の差を痛感させられた気がする。

「もはやここまで～。全軍に撤てつ退たい命令を～」

　ここに、大勢は決した。

「「「「「《鋼》万歳ジークイヤールン!!　大宗主万歳ジークレギンアーク!!」」」」」

　勝かち鬨どきが高らかに、ヴィーグリーズの野に響き渡る。







EPILOGUE







　ヴァラスキャールヴ宮きゆう殿でん――

　神帝テイウダンスの権けん威いを示すため二〇年の歳月を費やし築かれたその宮殿は、小さな都市ならまるごと収まるほどの巨大さを誇る。

　その最さい奥おう部ぶにそびえる聖塔フリズスキヤールヴの頂きの神殿ホルグルに、神帝テイウダンスシグルドリーファは座していた。

　目を閉じ、力なくうなだれたまま、ピクリとも動かない。

　まるで死んでいるかのようであったが、突如、カッとその目を見開き、むくりと身体を起き上がらせる。

「おのれ『黒きもの』め、過小評価したつもりはなかったが、儂わしの想像をはるかに超えておったわい」

　忌々しげに吐き捨てる。

　もしここに乳ち兄弟きようだいであるファグラヴェールがいたならば、その一人称が違ちがっていることに気づいただろう。

　あるいはもしかしたら、彼をよく知る身として、これまでの数々の違い和わ感かんを結びつけ、辿りつけたかもしれない。

　最愛の神帝テイウダンス陛下の中にいるものが、憎き怨敵であるということに。

「せっかくこの土偶に乗り移り一芝居まで打ったというに……まさか力ずくで打ち破られるとはのぅ」

　神聖アースガルズ帝国大神官、《槍》の宗主パトリアークハールバルズの《力》は、生き物の身体に憑ひよう依いし、その意識を乗っ取ること。

　その力は弱く中ちゆう途と半はん端ぱで、人間相手となると、眠るなどして意識のない状態に限られる。

『黒きもの』の再召しよう喚かん後、意識を失っているシグルドリーファの身体は、ハールバルズにとっては、その権威を利用するのに実に都合のいい人形であった。

「いよいよ手に負えんくなってきおったな……」

　今回の《鋼はがね》討伐令及び《鋼はがね》包ほう囲い網もうは、ハールバルズがその持てる力の限り、考かんがえ得うる限りを尽くした、まさに渾身の策であった。

　アースガルズ、ビフレスト、ミズガルズ、アールヴヘイムから集めた総勢四万もの大軍。

　それらによる三方からの同時侵しん攻こう。

　そこに、『高座から全てを見渡す者スキルヴイング』ハールバルズの情報力と、ファグラヴェールの《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》が与える強力無比な戦せん闘とう力りよくが加わっていたのだ。

　間ま違ちがいなく、《鋼はがね》にとってはかつての《豹ひよう》《雷いかづち》連合軍さえ比べ物にすらならぬ、とんでもない脅きよう威いのはずだった。

　それをこうもあっさり打ち破るとは……。

「まったくもって恐ろしい男よ。とは言え、あともう少しで儂の長年の悲願が成就するのじゃ。それまではなんとしても帝国を滅ほろぼさせるわけにはゆかん。さて、どうしたものか」

　瞑目して腕うでを組み、しばしハールバルズは考えこむ。

　ここまでやっても勝てぬのだ。もはや戦場であの男を打倒するのは、不可能というしかないだろう。

　となれば、搦からめ手しかあるまい。

　妙案を思いつき、ニィッと口の端を邪じや悪あくに吊り上げていく。

「ふむ、この身体を使うのも一興か」







to be continued







あとがき







　こんにちは。お久しぶりです、鷹山です。

　夏の健康診断で、コレステロール値がちょっとやばい数字出たので、最近は血をさらさらにするべく、本格的に食生活改善＝ダイエットをしているのですが……鷹山ってお腹が少しでもすいてると、集中して執しつ筆ぴつできないタチなんですよね。

　これまでは締切厳守だし仕方ないよねと食べていたのですが、今回はさすがにそれができず、空腹を我慢しながらの執筆作業となりました。

　しかも、今巻のど修しゆ羅ら場ばの時期に、リアルのほうも山ほどやらねばならないことが積み重なり、マジきつかったです。なんとか間に合ってよかった！

　というわけで、関係者各位、読者の皆様に感謝しつつ、また次巻でお会い出来ることを願って。




鷹山誠一
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